
一

駒
澤
大
學
禪
硏
究
所
年
報
第
三
十
号　

二
〇
一
九
年
一
月

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）

禅
研
究
所
中
世
禅
籍
班

飯
塚
大
展
・
佐
藤
俊
晃
・
比
留
間
健
一
・
堀
川
貴
司

は
じ
め
に

　

本
稿
は
前
稿
に
引
き
続
き
『
江
湖
風
月
集
略
註
』
に
関
す
る
校
訂
と
注

釈
を
行
っ
た
成
果
で
あ
る
。
読
書
会
の
参
加
者
は
、飯
塚
ほ
か
、佐
藤
俊
晃
、

比
留
間
健
一
、
堀
川
貴
司
の
各
氏
で
あ
る
。
読
書
会
は
、
は
じ
め
に
各
自

が
担
当
者
と
な
り
、
頌
一
首
ず
つ
の
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と

に
共
同
で
校
合
の
確
認
と
内
容
理
解
に
関
す
る
討
議
を
行
っ
て
き
た
。
担

当
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
135
）
橘
洲
塔
（
比
留
間
）　
（
136
）
寄
月
坡
造
塔
（
堀
川
）　
（
137
）

省
恩
堂
（
飯
塚
）　
（
138
）
息
耕
（
佐
藤
）　
（
139
）
擁
葉
（
比
留
間
）　

（
140
）
帰
江
陵
奔
講
師
喪
（
堀
川
）　
（
141
）
涅
槃
（
飯
塚
）　
（
142
）

題
友
人
行
巻
（
佐
藤
）　
（
143
）
開
灯
油
田
帰
明
覚
塔
（
比
留
間
）　

（
144
）
菖
蒲
石
（
堀
川
）　
（
145
）
政
黄
牛
（
飯
塚
）　
（
146
）
玉
田
（
佐

藤
）（
147
）
帰
湖
南
為
師
造
塔
（
飯
塚
）

︻
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
︼

（
１
）
底
本
と
対
校
本

　

底
本	

①
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
略
註
』（
以
下

「
京
大
本
略
註
」）

　

対
校	

②
飯
塚
架
蔵
増
上
寺
二
念
庵
旧
蔵
寛
永
九
年
版
『
江
湖
風
月

集
略
註
』（
以
下
「
寛
永
本
」）

（
２
）
参
考
史
料

　
　
［『
略
註
』（
林
下
妙
心
寺
派
）
系
統
］

	

③
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
江
湖
風
月
集
略
註
』大
義
写
本（
以

下
「
大
義
写
本
」）

	

④
飯
塚
架
蔵
寛
永
己
酉（
十
年
）版『
江
湖
風
月
集
略
註
鈔
』（
以

下
「
略
註
鈔
」）

［
五
山
系
統
］

	
⑤
龍
門
文
庫
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（
芳
郷
光
隣
・
彭
叔
守

仙
抄
、
以
下
「
龍
門
文
庫
本
」）



二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

	

⑥
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
『
襟
帯
集
』

	
⑦
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
江
湖
風
月
集
夾
山
鈔
』（
以
下
、「
夾

山
鈔
」）

［
洞
門
抄
物
系
統
］

	

⑧
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（
蓬
左
文
庫
本
）

「
林
下
大
徳
寺
系
統
」

	

⑨
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（「
足
利

学
校
本
」）

［
妙
心
寺
系
統
］

	

⑩
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
訓
解
添
足
』

（
無
著
道
忠
抄
、
以
下
「
訓
解
添
足
」）

︻
翻
刻
凡
例
︼

一
、	

本
史
料
翻
刻
に
際
し
て
は
、
底
本
に
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
略
註
』（
以
下
「
京
大
本
略
註
」）
を
用

い
る
。

一
、	

底
本
の
翻
刻
の
体
裁
は
、
頌
の
本
文
を
太
字
と
し
、
注
釈
の
本

文
は
改
行
二
字
下
げ
と
す
る
。
本
文
の
行
間
や
欄
外
に
書
写
さ

れ
た
抄
文
も
、
匡
郭
内
の
注
の
後
に
［
欄
外
注
］
と
し
て
翻
刻

す
る
。
傍
注
に
関
し
て
は
、
第
一
句
か
ら
第
四
句
を
順
次
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
と
し
て
、
該
当
箇
所
を
指
摘
し
た
後
、［
傍
注
］
と
し
て
翻

刻
す
る
。

一
、	

底
本
と
寛
永
本
と
の
校
合
を
行
な
う
。
な
お
、
校
合
に
関
す
る

注
は
、［
校
異
］
と
し
て
脚
注
の
形
で
行
う
。

一
、	「
大
義
写
本
」、「
略
註
鈔
」
は
比
較
対
照
史
料
と
し
て
、
二
段
組

で
翻
刻
す
る
。

一
、	

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
異
体
字
・
略
体
字
・
別
体
字
・
俗
字
等
は
、

現
行
の
書
体
に
て
翻
字
す
る
。
省
文
等
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

明
ら
か
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
た
脱
字
が

明
か
な
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
テ
キ
ス
ト
を
参
考
に

し
、
注
記
す
る
。

一
、	

踊
り
字
は
、
片
仮
名
は
「
ヽ
」、「
ヾ
」、
漢
字
は
、「
々
」、「
々
々
」

を
用
い
、
二
字
以
上
の
「
〳
〵
」
も
用
い
る
。

一
、	

合
字
の
「
ヿ
」「

」「
ゟ
」「

」「

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ト
、

シ
テ
（
シ
タ
）、
ヨ
リ
、
ト
キ
、
ト
モ
に
置
き
換
え
て
翻
字
す
る
。

一
、	

濁
音
・
促
音
等
の
表
記
は
、
原
文
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、
敢
え
て

統
一
は
は
か
ら
な
い
。

一
、	

句
読
点
に
関
し
て
は
、
読
解
を
便
な
ら
し
む
る
た
め
に
、
適
宜

こ
れ
を
補
う
。



三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

０
１
３
５
橘
洲
塔

【
京
大
本
略
註
】

新
編
江
湖
風
月
集
略
註
巻
下

蜀シ
ヨ
ク
ノ

松
坡
ノ

憇ケ
イ

蔵
主

    

＊

（
135
）
橘
洲
ノ

塔

在（
１
）二

仗
錫
山
ノ

西
橘
洲
荘
ニ一

。
大（
２
）光
明
蔵
序
云
、
橘
洲
老
人
ハ

蜀
ノ

英
也
。
就
二

南
郭
洲
中
一

築
二

浄
院
一

、
安
レ

之
。
遶
テレ

舎
ヲ

樹
二

万
橘
ヲ一

、
因
自
号
ス

焉
。

諱（
３
）ハ

宝
曇
、
号
少
雲
。
嗣
拙
庵
。
宗
派
為
二

大
恵
之
子
ト一

。
住
仗
錫
山
。
此（
４
）題
、
或
本
作
拝
二

竹
院
ノ

塔
ヲ一

。
竹
院
ハ

在
二

仗
錫
一

。
光（
５
）明
蔵
者
、
橘

洲
ノ

所
レ

作
、
未
レ

畢
レ

功
而
死
ス

。
其
後
天
目
和
尚
、
続
テ

而
成
レ

之
。
天
目
名
未
考
。

Ａ
月
沈
ム二

野
水
ニ一

光
明
蔵

Ｂ
蘭
吐
ク二

春
山
ニ一

古
仏
ノ

心 

Ｃ
不
レ

用
低
頭
シ
テ

苦
ロ
ニ

尋
覓
ス
ル
コ
ト
ヲ

Ｄ
骨
頭
節
々
是
レ

黄
金

光（
６
）明
蔵
序
云
、自
二

先
仏
伝
法
一

、而
至
二
十
八
世
菩
提
達
磨
一

、迄
二

于
震
旦
五
祖
一

、而
下シ
モ
ツ
カ
タ

具
二

大
眼
目
ヲ一

者
、一
々
発
二

明
之
一

。
如
二

史
法
一

也
。

命
レ

之
曰
、
伝
灯
光
明
蔵
。
蘭（
７
）吐
春
山
者
、
橘
洲
遷
化
之
後
、
埋
二

骨
ヲ

越
之
於＊

大
蘭
山
ニ一

、
故
云
レ

尓
。
骨（
８
）頭
節
々
者
、
橘
洲
全＊

身
成
二

舎
利
一

也
。

［
欄
外
注
］

月（
９
）沈
野
水
蘭
吐
春
山
、
乃
橘
洲
面
目
儼
然
、
此
外
不
用
更
論
其
生
前
滅
後
之
事
。
至
闍
維
得
舎
利
等
特
余
事
耳
。
故
云
不
用
ー
ー
苦
尋
覔
骨

頭
云
々
。

叢）
10
（

林
盛
事
、
橘
洲
蜀
人
、
丞
相
史
公
一
門
皆
崇
事
之
。
凡
有
質
疑
必
咨
之
。
延
住
仗
錫
、
後
造
竹
庵
居
之
。

叢）
11
（

林
盛
事
曰
、
学
問
該
博
シ

擅
二

名
ヲ

天
下
一

。
本
朝
自
覚
範
後
独
推
ス二

一
人
ヲ一

而
已
。

史）
12
（

弥
遠
父
史
魏
王
就
南
郭
洲
中
央
築
浄
院
云
々
。

橘）
13
（

洲
、
一
日
沐
浴
□
（
更
カ
）衣
、
請
史
魏
王
、
□
（
叙
カ
）平
日
行
記
、
咲
談
而
化
。
闔
城
士
俗
皆
送
之
。
荼
毘
、
舎
利
無
数
。
釈
氏
資
鑑
。



四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

史）
14
（

王
事
、
見
外
文
抄
六
七
ノ

丁
。

【
出
典
】

『
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
二
に
「
明
覚
」
の
題
、「
末
宗
本
」
の
作
と
し
て
採
ら
れ
る
。
Ａ
句
「
月
沈
」
を
「
日
沈
」
と
す
る
（
続
蔵
一
一
四
・
六
〇
ｃ
）。

【
校
異
】

＊
ナ
シ
︱
諱
宗
憇
嗣
無
準
川
人
也
東
福
開
山
聖
一
法
眷
也

＊
於
︱
ナ
シ

＊
全
身
成
舎
利
也
︱
一
日
沐
浴
更
衣
請
史
魏
王
叙
平
日
行
記
笑
談
而
化
荼
毘
舎
利
無
数
釈
氏
資
鑑
月
沈
野
水
蘭
吐
春
山
乃
橘
洲
面
目
儼
然
此
外

不
用
更
論
其
生
前
滅
後
之
事
至
闍
維
得
舎
利
等
特
余
事
耳
故
云
不
用
低
頭
苦
尋
覔
骨
頭
云
云

【
略
註
鈔
】

蜀
松
坡
憇
蔵
主

此）
15
（

江
湖
集
ヲ
編
ム
人
也
。
吾
頌
ヲ
入
テ
編
ム
コ
ト
、
古
今
不
審

也
。
或
人
云
、
唐
ニ
モ
虞ニ
イ

伯ハ

生サ
ン

風
雅
集
ヲ
編
ム
ト
キ
、
吾
詩
ヲ

入
ル
ナ
リ
。
但
シ
虞
伯
生
ハ
松
坡
ヨ
リ
後
ノ
者
也
。
松
坡
ノ
頌
、

巻
末
ニ
ナ
リ
ト
モ
不
レ

入
シ
テ
、
爰
ニ
入
ル
コ
ト
ハ
、
前
後
ノ
作

者
皆
ナ
無
準
派
也
。
松
坡
モ
無
準
派
ナ
ル
故
ニ
、
爰
ニ
編
ム
カ
。

古）
16
（

語
云
、
鶴
ハ

不
レハ
レ

古
松
ニ

不ス
レ

憇ケ
イ
セ

ト
。
因
テレ

之
ニ

松
坡
憇
ト
云
也
。

（
135
）
橘
洲
塔

曇）
17
（

橘
洲
ハ
僧
ノ
中
テ
ハ
文
章
者
ゾ
。
仗
錫
山
ニ
竹
院
ト
云
塔
頭

カ
ア
ル
ゾ
。

Ａ
月
沈
ムレ

野
水
ニ

光
明
蔵

橘
洲
、
光
明
蔵
ヲ
作
ラ
レ
タ
ガ
規
模
ゾ
。
月
沈
レ

野
水
ニ

タ
カ
、

橘
洲
ノ
作
ラ
レ
タ
光
明
蔵
ゾ
。

Ｂ
蘭
咄
（
吐
カ
）クレ

春
山
ニ

古
仏
心 

古）
18
（

仏
ト
ハ
、
今
当
代
殊
勝
ナ
人
ヲ
モ
云
ソ
。
古
仏
ノ
再
来
ヂ
ヤ

ト
云
心
ゾ
。
又
ハ
古
仏
ノ
ヤ
ウ
ナ
ト
云
心
テ
モ
ア
ル
ソ
。
元
ト

ヨ
リ
釈
迦
ヲ
古
仏
ト
云
ゾ
。
爰
デ
ハ
橘
洲
ノ
コ
ト
ソ
。
蘭
ノ
春

山
ニ
香
ヲ
吐
タ
コ
ソ
、
橘
洲
古
仏
ノ
心
ヨ
。
橘
洲
ノ
骨
ヲ
大
蘭

山
ニ
埋
メ
タ
ニ
依
テ
如
レ

此
云
ゾ
。

Ｃ
不
レ

用
低
頭
シ
テ

苦
ロ
ニ

尋
覓
コ
ト
ヲ

焼）
19
（

香
礼
拝
シ
テ
、
此
人
ハ
何
ニ
ト
ア
ツ
タ
カ
ト
、
ア
ツ
タ
ゾ
ト



五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

尋
覓
シ
テ
何
ニ
シ
ヤ
ウ
ゾ
。

Ｄ
骨
頭
節
々
是
レ

黄
金

骨
頭
ガ
皆
ナ
黄
金
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
別
ニ
尋
ル
ニ
及
ヌ
ソ
。

又）
20
（

註
ノ
如
ク
ニ
、
此
外
生
前
死
後
ノ
事
ヲ
尋
テ
何
ニ
シ
ヤ
ウ
ソ
。

闍シ
ヤ

維ユ
イ

シ
テ
舎
利
ニ
成
タ
ナ
ト
ヽ
云
ハ
余
事
ソ
。
一
二
ノ
句
ニ
橘

洲
ノ
面
目
ハ
儼
然
ト
シ
タ
ソ
。

又）
21
（

人
々
骨
頭
節
々
ガ
黄
金
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
別
ニ
低
頭
シ
テ
モ
ト

メ
テ
、
イ
ラ
ヌ
コ
ト
ソ
。

【
注
（
131
）】

（
１
）
在
仗
錫
山
西
橘
洲
荘
＝
橘
洲
塔
の
所
在
地
を
示
す
注
。
注
（
３
）
も
参
照
。

（
２
）
大
光
明
蔵
序
云
⋮
⋮
因
自
号
焉
＝
『
大
光
明
蔵
』
は
橘
洲
宝
曇
の
撰
で
、

三
巻
。『
景
徳
伝
灯
録
』な
ど
か
ら
諸
祖
の
機
縁
を
抄
出
し
評
語
を
加
え
た
も
の
。

こ
こ
で
は
冲
虗
道
人
史
弥
遠
（
一
一
六
四
～
一
二
三
三
）
の
『
大
光
明
蔵
』
序

を
摘
録
し
、
橘
洲
の
生
涯
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
い
る
。「
橘
洲
老
人
蜀
英
也
。

有
奇
才
能
属
文
、
語
輒
驚
人
。
一
日
忽
棄
所
業
、
参
上
乗
于
諸
方
。
後
造
妙
喜

室
中
決
了
大
事
。
犇
軼
絶
塵
如
空
群
之
月
題
也
。
先
父
文
魏
王
去
玄
鶴
之
鼎
、

一
見
喜
動
眉
睫
。
自
是
文
交
道
契
。
相
羊
于
東
湖
山
水
之
間
。
煙
雲
沙
鳥
外
、

意
甚
適
焉
。
就
南
郭
洲
中
央
築
浄
院
、
安
之
。
以
尚
其
賢
。
遶
舎
樹
万
橘
。
因

自
号
。」（
続
蔵
一
三
七
・
三
八
五
ａ
）。

（
３
）
諱
宝
曇
⋮
⋮
住
仗
錫
山
＝
史
弥
遠
の
序
の
あ
と
に
載
る
石
渓
心
月
の
序
の

冒
頭
に
は
「
大
光
明
蔵
、
橘
洲
曇
少
雲
、
秉
史
筆
勾
索
仏
祖
機
縁
」（
続
蔵

一
三
七
・
三
八
五
ｂ
）
と
あ
り
、
ま
た
、
首
題
次
行
に
「
住
持
慶
元
府
仗
錫
山

延
寿
禅
院
嗣
祖
比
丘
宝
曇
述
」（
続
蔵
一
三
七
・
三
八
八
ｃ
）
と
あ
る
こ
と
で
こ

の
記
述
が
確
か
め
ら
れ
る
。

（
４
）
此
題
⋮
⋮
在
仗
錫
＝
「
拝
竹
院
塔
」
と
す
る
本
が
あ
る
こ
と
は
、「
龍
門
文

庫
本
」
も
指
摘
す
る
。「
竹
院
在
仗
錫
」
は
注
（
10
）
に
示
す
『
歴
朝
釈
氏
資
鑑
』

に
拠
る
か
。

（
５
）
光
明
蔵
者
⋮
⋮
天
目
名
未
考
＝
『
大
光
明
蔵
』
を
完
成
さ
せ
る
前
に
橘
洲

は
死
去
し
た
の
で
、
天
目
和
尚
が
書
き
継
い
で
完
成
さ
せ
た
が
、
天
目
に
つ
い

て
は
未
考
、
と
す
る
。『
大
光
明
蔵
』
の
跋
文
の
末
尾
に
は
「
惜
乎
、
世
故
不
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成
完
書
。
将
欲
修
證
而
添
続
之
。
後
世
必
有
楊
子
雲
者
。　

淳
祐
辛
丑
歲
夏
序

権
輿
天
目
野
樵
文
礼
跋
」（
続
蔵
一
三
七
・
四
五
四
ｄ
～
四
五
五
ａ
）
と
あ
る
。

跋
の
筆
者
は
「
天
目
の
隠
者
で
あ
る
文
礼
」
と
考
え
る
べ
き
か
。『
大
光
明
蔵
』

が
未
完
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
枯
崖
漫
録
』
巻
一
、
橘
洲
曇
禅
師

の
条
に
「
惜
未
成
全
書
而
寂
」（
続
蔵
一
四
八
・
七
六
ｄ
）
と
あ
る
。

（
６
）
光
明
蔵
序
云
⋮
⋮
伝
灯
光
明
蔵
＝
Ａ
句
の
「
光
明
蔵
」
の
典
拠
を
示
し
た

も
の
。
注
（
２
）
で
引
用
し
た
『
大
光
明
蔵
』
序
の
や
や
あ
と
の
部
分
。「
自

先
師
伝
法
、
而
至
二
十
八
世
菩
提
達
磨
。
迄
于
震
旦
五
祖
師
而
下
。
具
大
眼
目

者
、
一
一
発
明
之
。
如
史
法
也
。
命
之
曰
伝
灯
大
光
明
蔵
」（
続
蔵
一
三
七
・
三 

八
五
ａ
）

（
７
）
蘭
吐
春
山
者
⋮
⋮
故
云
＝
Ｂ
句
の
「
蘭
吐
春
山
」（
＝
蘭
が
春
の
山
に
咲
く
）

は
、
橘
洲
の
骨
を
越
の
大
蘭
山
に
埋
め
た
の
で
こ
う
言
っ
て
い
る
。

（
８
）
骨
頭
節
々
⋮
⋮
成
舎
利
也
＝
Ｄ
句
の
「
骨
頭
節
々
」
は
、
橘
洲
の
全
身
が

舎
利
に
な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
注
（
13
）
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
。

（
９
）
月
沈
野
水
蘭
吐
春
山
⋮
⋮
骨
頭
云
々
＝
Ａ
句
の
「
月
沈
野
水
」、Ｂ
句
の
「
蘭

吐
春
山
」
に
橘
洲
の
面
目
は
よ
く
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
生
前
滅
後
の
こ

と
を
論
じ
る
の
は
無
用
で
あ
る
。
荼
毘
に
付
し
て
舎
利
を
得
ら
れ
た
の
は
余
事

に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
Ｃ
・
Ｄ
句
で
、
頭
を
下
げ
て
骨
を
求
め
る
の
は
無
用
の

こ
と
と
し
て
い
る
。

（
10
）
叢
林
盛
事
⋮
⋮
居
之
＝
『
叢
林
盛
事
』
と
あ
る
が
、『
歴
朝
釈
氏
資
鑑
』
に

「
橘
洲
曇
禅
師
蜀
人
。
名
擅
天
下
。
一
時
士
夫
咸
尊
師
焉
。
丞
相
史
公
一
門
皆

崇
事
之
。
凡
有
質
疑
必
咨
之
。
延
住
杖
錫
。
後
造
竹
院
居
之
」（
続
蔵

一
三
二
・
一
一
七
ｂ
ａ
）
と
あ
る
の
が
近
い
。『
叢
林
盛
事
』
で
こ
れ
に
該
当
す

る
部
分
は
「
丞
相
史
公
尊
其
学
業
、
挙
以
住
明
之
仗
錫
。
初
入
院
時
、
二
相
親

送
。
其
後
史
公
復
造
竹
院
以
延
之
」。
両
書
と
も
に「
竹
庵
」で
は
な
く「
竹
院
」

と
し
て
い
る
。

（
11
）
叢
林
盛
事
⋮
⋮
而
已
＝
『
叢
林
盛
事
』
に
「
学
問
該
博
、
擅
名
天
下
。
本

朝
自
覚
範
後
独
推
此
人
而
已
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。

（
12
）
史
弥
遠
父
⋮
⋮
築
浄
院
云
々
＝
「
就
南
郭
洲
中
央
築
浄
院
」
は
注
（
２
）

に
引
い
た
『
大
光
明
蔵
』
序
に
見
え
る
語
句
。
こ
れ
の
主
語
「
先
父
文
魏
王
」

を
「
史
弥
遠
父
史
魏
王
」
と
す
る
。
同
じ
人
物
を
『
叢
林
盛
事
』『
歴
朝
釈
氏

資
鑑
』
で
は
「
丞
相
史
公
」「
史
魏
公
」
と
呼
ん
で
い
る
。
史
弥
遠
の
父
は
史
浩
。

『
宋
史
』
巻
三
九
六
の
伝
に
は
「（
淳
熙
）
十
年
、
請
老
、
除
太
保
致
仕
、
封
魏

国
公
」
と
あ
る
。

（
13
）
橘
洲
一
日
⋮
⋮
釈
氏
資
鑑
＝
『
歴
朝
釈
氏
資
鑑
』
に
は
、「
一
日
沐
浴
更
衣
、

請
史
魏
公
、
叙
平
日
行
記
、
笑
談
而
化
。
荼
毘
、
舎
利
無
数
」
と
あ
り
、「
闔

城
士
俗
皆
送
之
」
の
七
字
を
欠
く
。『
叢
林
盛
事
』
に
は
、
こ
の
七
字
が
あ
る
。

（
14
）
史
王
事
、
見
外
文
抄
六
七
丁
＝
「
外
文
抄
」
は
『
禅
儀
外
文
抄
』
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
が
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
二
巻
本
を
見
る
か

ぎ
り
で
は
、
橘
洲
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
史
弥
遠
・
史
浩
の
こ
と

は
見
え
な
い
。

（
15
）
此
江
湖
集
ヲ
⋮
⋮
爰
ニ
編
ム
カ
＝
こ
の
頌
の
作
者
で
あ
る
松
坡
宗
憇
は
『
江

湖
風
月
集
』
の
編
者
。
編
者
が
自
ら
の
作
を
採
る
の
は
不
審
で
あ
る
が
、
虞
伯

生
（
虞
集
、一
二
七
二
～
一
三
四
八
）
が
『
風
雅
集
』（
＝
『
皇
元
風
雅
前
後
集
』）
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湖
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を
編
ん
だ
と
き
に
自
ら
の
作
を
入
れ
た
例
が
あ
る
。
た
だ
し
虞
伯
生
は
松
坡
よ

り
後
の
時
代
の
人
で
あ
る
（
の
で
、
前
例
に
は
な
ら
な
い
）。
松
坡
の
作
が
巻

末
で
も
な
く
こ
こ
に
載
る
の
は
、
前
後
の
作
者
が
無
準
派
な
の
で
、
こ
こ
に
入

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
16
）
古
語
云
⋮
⋮
云
也
＝
松
坡
宗
憇
の
道
号
と
法
諱
の
由
来
を
述
べ
た
注
。「
古

語
」
の
出
典
は
未
詳
。

（
17
）
曇
橘
洲
ハ
⋮
⋮
文
章
者
ゾ
＝
注
（
11
）
と
似
た
内
容
を
「
文
章
者
」
と
い

う
語
で
言
っ
て
い
る
。

（
18
）
古
仏
ト
ハ
⋮
⋮
橘
洲
ノ
コ
ト
ソ
＝
Ｂ
句
の
「
古
仏
」
へ
の
注
。
も
と
は
釈

迦
の
こ
と
だ
が
、
古
仏
の
再
来
、
古
仏
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
人
の
意
で
当
代
の

人
に
つ
い
て
も
言
い
、
こ
こ
で
は
橘
洲
の
こ
と
。

（
19
）
焼
香
礼
拝
シ
テ
⋮
⋮
及
ヌ
ソ
＝
Ｃ
・
Ｄ
句
に
つ
い
て
三
つ
の
解
釈
を
併
記

す
る
う
ち
の
一
つ
目
。
焼
香
礼
拝
し
て
、
こ
の
人
の
生
前
の
事
蹟
を
尋
ね
て
も

意
味
が
な
い
。
橘
洲
の
骨
が
黄
金
な
の
だ
か
ら
、
他
を
探
す
に
は
及
ば
な
い
。

（
20
）
又
註
ノ
⋮
⋮
シ
タ
ソ
＝
注
（
９
）
と
同
じ
解
釈
。
Ｄ
句
の
内
容
も
否
定
的

に
と
ら
え
、
橘
洲
の
骨
を
黄
金
と
し
て
あ
り
が
た
が
る
こ
と
は
な
い
。

（
21
）
又
人
々
⋮
⋮
コ
ト
ソ
＝
人
び
と
の
骨
が
す
べ
て
黄
金
な
の
だ
か
ら
、
特
に

低
頭
し
て
求
め
る
必
要
は
な
い
。

０
１
３
６
寄
月
坡
造
塔

【
京
大
本
略
註
】

（
136
）
寄
ス二

月
坡
ノ

造
ル一
ニレ

塔
ヲ

天（
１
）童
月
坡
普
明
、
嗣
無
準
。
久
住
二

明
州
天
童
ニ一

。
塔
頭
ハ

在
二

南
谷
一

。
塔＊

曰
円
照
、
故
一
本
ニ
ハ

云
円
照
之
嗣
。

Ａ
無
縫
団
々
畳
ム二

乱
雲
ヲ一

Ｂ
靄
然
タト
ルシ

テ

南
谷
日
ニ

生
スレ

春
ヲ

Ｃ
放サ
モ

教
ア
レ

後
手
ノ

長ア
マ

二ス
コ
ト
ヲ

些
子
ヲ一

Ｄ
把
テ二

一
文
銭
ヲ一

与
フヨ

・
ヘ
ン

匠
人ニ
ン
ニ一

唐（
２
）粛
宗
問
忠
国
師
、
百
年
後
所
須
何
物
。
師
云
、
与
老
僧
造
个
無
縫
塔
。
帝
云
、
請
師
塔
様
。
良
久
云
、
会
麼
。
帝
云
、
不
会
。
師
云
、
吾

有
付
法
弟
子
耽
源
、
却
諳
此
事
、
請
詔
問
之
。
後
詔
源
問
、
源
乃
有
頌
云
、
湘
之
南
潭
之
北
、
中
有
黄
金
充
一
国
、
無
影
樹
下
合
同
船
、
瑠

璃
殿
上
無
知
識
。
疎（
３
）山
和
尚
因
ニ

主
事
ノ

僧
為
ニ

造
リ二

寿
塔
一

了
テ

、
来
テ

白
二

疎
山
一

。
々
問
、
汝
将
二

多
子
銭
一

与
ル二

匠
人
一

。
僧
云
、
一
切
在
二

和
尚
一

。

山＊

云
、
為
将
三
文
銭
与
匠
人
、
為
将
両
文
銭
与
匠
人
、
為
将
一
文
銭
与
匠
人
、
若
道
得
与
吾
親
造
塔
。
僧
無
対
。
羅
山
時
在
大
庾
嶺
住
庵
。
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其
僧
至
羅
山
。
々
問
、
甚
処
来
。
僧
云
、
疎
山
。
羅
山
云
、
近
日
有
何
言
句
。
僧
挙
前
話
。
羅
山
曰
、
還
有
人
道
得
否
。
僧
云
、
未
レ

有
二

人

道
得
一

。
山
云
、
汝
却
回
シ
テ

挙
二シ
テ

疎
山
ニ一

道
ヘ

、
大
嶺
聞
レ

挙
ル
ヲ

云
、
若
将
三
文
銭
与
二ヘ
ハ

匠
人
一

、
和
尚
此
生
決
定
シ
テ

不シ
レ

得
レ

塔
、
若
将
両
文
銭

与
二

匠
人
一

、
和
尚
与
二

匠
人
一
共
出
ス

一
隻
ノ

手
、
若
将
二

一
文
銭
ヲ一

与
二

匠
人
一

、
帯
二

累
匠
人
一

眉
鬚
堕
落
シ
メ
ン

。
其
僧
挙
二

似
疎
山
一

。
々
聞
此
語
、

便
具
二

威
儀
一

望
二

大＊

嶺
一

礼
拝
シ
テ

嘆
曰
、
将
謂
無
レ

人
、
大
嶺
有
古
仏
、
放
光
射＊

到
此
間
。
雖
然
如＊

是
臘
月
蓮
花
。
僧
後
持
此
語
挙
似
羅
山
。
々

曰
、
大
嶺
後
聞
此
語
曰
、
吾
与
麼
道
、
已早

是
亀
長
数
尺
︿
会
元
十
三
﹀。
後（
４
）手
者
、
為
二

後
用
一

遺
レ

物
ヲ

義
也
。
或
云
、
不
与
三
文
、
只
与
一
文
、

是
垂
後＊

手
也
。

［
欄
外
注
］

疎（
５
）山
匡
仁
禅
師
、
嗣
洞
山
价
。

寿
塔
者
、
在
世
時
造
塔
頭
也
。

抄（
６
）云
、一
文
銭
、両
文
銭
、三
文
銭
者
、皆
是
指
示
宗
旨
也
。
疎
山
仁
、乃
曹
洞
下
尊
宿
也
。
不
触
諱
而
挙
揚
宗
風
也
。
是
故
羅
山
下
注
脚
云
々
。

三
文
銭
者
、
知
識
為
初
機
、
拖
泥
帯
水
、
不
惜
口
業
、
低
細
説
似
也
。
二
文
銭
者
、
下
第
二
義
門
、
渉
理
致
以
接
也
。
為
中
根
開
方
便
門
也
。

一
文
銭
者
、
為
上
根
頓
機
、
示
向
上
事
也
。

或（
７
）云
、
此
頌
造
塔
者
、
一
二
句
頌
了
、
第
三
四
者
謂
若
欲
垂
後
手
、
須
用
向
上
一
路
之
謂
也
。

蓋（
８
）此
疎
山
寿
塔
話
、
一
段
誵
訛
也
。
若
恁
麼
理
論
、
不
是
了
也
。
於
臘
月
蓮
花
、
亀
毛
三
尺
之
上
、
試
着
眼
看
。

役（
９
）人
カ
与
二

匠
人
一

銭
ハ
二
三
ナ
ラ
ン
モ
放
教
也
。
我
ハ
一
文
銭
ヲ
与
ン
也
。

【
出
典
】

不
明
。『
貞
和
集
』
巻
一
に
あ
り
。

【
校
異
】

＊
塔
曰
︱
名
塔
曰
、
＊
山
云
︱
心
山
云
、
＊
大
嶺
︱
大
庾
嶺
、
＊
射
︱
躰
、
＊
如
是
臘
月
蓮
花
僧
後
持
此
語
挙
似
羅
山
々
曰
大
嶺
後
聞
此
語
曰

吾
与
麼
道
已早

是
亀
︱
如
是
也
是
臘
月
蓮
華
我
与
麼
道
早
是
亀
毛
（
な
お
京
大
本
、
如
・
是
の
間
「
此
却
向
僧
云
汝
去
向
大
嶺
道
猶
如
也
」
十
四
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字
ミ
セ
ケ
チ
あ
り
、
本
来
は
「
如
是
也
臘
」
か
）、
後
手
︱
手

【
略
註
鈔
】

（
136
）
寄
二

月
坡
造
一ル
ニレ

塔
ヲ

月
坡
ハ
松
坡
ト
法
眷
ソ
。
月
坡
ノ
在
世
ノ
時
、
寿
塔
ヲ
作
ラ
ル
ヽ

ニ
、
松
坡
頌
作
テ
賀
セ
ラ
レ
タ
ソ
。

Ａ
無
縫
団
々
畳
ムレ

乱
雲
ヲ

一）
10
（

ノ
句
ハ
、
国
師
無
縫
塔
ヲ
以
テ
頌
ス
ル
ナ
リ
。
団
々
ハ
、
塔

ノ
円
イ
ナ
リ
ソ
。又
塔
ノ
影
ヲ
云
也
。碧
岩
ノ
無
縫
塔
ノ
頌
ニ
モ
、

層
落
々
影
団
々
ト
作
ラ
レ
タ
ソ
。
畳
ムレ

乱
雲
ヲ

ト
云
字
ニ
石
ヲ
含

ン
タ
ト
云
説
モ
ア
レ
ト
モ
、
只
高
イ
ヲ
云
タ
迄
ソ
。

Ｂ
靄
然
タト
ルシ

テ

南
谷
日
生
スレ

春
ヲ

南）
11
（

谷
ニ
塔
ヲ
立
テ
ラ
レ
タ
ソ
。
月
坡
ノ
道
徳
ノ
盛
ナ
ル
ハ
、
日

暖
ニ
生
レス
ル

春
ヲ

ヤ
ウ
ナ
ソ
。
古
語
ニ
モ
、
雲
門
ノ

禅
ハ

如
シ二

春
ノ

行
一ク
カレ

万
国
ニ

ト
ア
ル
ソ
。
又
日
暖
ニ
生
レ

春
ヲ

タ
コ
ソ
ヨ
イ
塔
ヨ
。

Ｃ
放
サ
モ
ア
ラ
ハ教
ア
レ

後
手
長アマ
ス
モ

ス
コ

二ト
ヲ

些
子
ヲ一

Ｄ
把
テ二

一
文
銭
ヲ一

与
フヘ

ン

匠
人
ニ一

三）
12
（

四
ハ
、
疎
山
寿
塔
ノ
話
ヲ
以
テ
頌
ス
ル
ナ
リ
。
後
手
ト
ハ
、

後
ノ
為
ニ
物
ヲ
残
シ
テ
ヲ
ク
ヲ
云
也
。
二
文
モ
三
文
モ
不
レシ
テ

与
ヘ

一
文
与
ル
ハ
、
後
手
ヲ
残
シ
タ
コ
ト
ソ
。
ア
レ
ト
モ
、
放
教
レ

ト
ハ
、
少
シ
斗
リ
後
手
ヲ
残
シ
タ
ニ
用
所
ハ
無
イ
、
只
一
文
銭

ヲ
匠
人
ニ
与
ヘ
ヨ
ソ
。
一
文
銭
ハ
上
根
ノ
為
ニ
向
上
ノ
事
ヲ
以

テ
示
ス
ヲ
云
也
。
ト
云
ハ
、
向
上
ノ
事
ヲ
以
テ
塔
ヲ
造
レ
ト
云

義
ソ
。
疎
山
ノ
寿
塔
ヲ
作
ラ
ル
ヽ
ニ
、
主
事
ノ
僧
ガ
早
ヤ
寿
塔

ハ
作
リ
了
テ
ソ
ロ
ト
云
也
。
疎
山
云
、
匠
人
ニ
ハ
何
ホ
ト
銭
ヲ

取
ラ
セ
ウ
ゾ
。
僧
云
、
一
切
和
尚
次
第
ヨ
ト
云
也
。
山
云
、
三

文
与
ウ
歟
、
両
文
与
ウ
カ
、
一
文
与
ウ
カ
ト
也
。
若
シ
道
得
タ

ラ
ハ
、
吾
ガ
為
ニ
塔
ヲ
作
タ
物
ヨ
ト
也
。
爰
デ
僧
不
レ

叶
ホ
ト
ニ

無
レ

対
也
。
其
ノ

比
ロ

羅
山
ノ
大
庾
嶺
ニ
住
庵
シ
テ
ヲ
リ
ヤ
ル
ニ
、

其
ノ

僧
行
テ
挙
スレ

前
話
ヲ

ナ
リ
。
羅
山
云
、
誰
モ
道
イ
得
タ
者
バ
シ

ア
ル
カ
ト
也
。
僧
云
、
未
タ
道
イ
得
ル
底
ア
ラ
ズ
。
羅
山
云
、

此
ノ

話
ヲ
挙
ス
ヲ
聞
テ
如
レ

此
ノ

云
タ
ト
疎
山
ニ
語
レ
ト
ナ
リ
。

若
シ

将
テ二

三
文
銭
一
与
ハレ

匠
人
ニ

、
和
尚
此
ノ

生
決
定
シ
テ

不シ
レ

得
レ

塔
ヲ
。

言
ハ
、
三
文
銭
ヲ
匠
人
ニ
与
ヘ
タ
ラ
バ
、
此
ノ

生
デ
塔
ヲ
バ
得
マ

ジ
キ
ナ
リ
。
三
文
銭
ト
ハ
、
為
ニレ

初
機
ノ

拖
泥
帯
水
ス
ル
ヲ
云
也
。

若
シ

将
テ二

両
文
銭
ヲ一

与
ハレ

匠
人
ニ

、
和
尚
与ト
レ

匠
人
共
ニ

出
ンレ

一
隻
手
ヲ

。

言
ハ
、
両
文
銭
ヲ
出
シ
タ
ラ
バ
、
一
隻
手
ヲ
出
シ
タ
コ
ト
ヨ
。

両
文
銭
ト
ハ
、
第
二
義
門
ニ
下
テ
理
致
ニ
渉
テ
接
シ
タ
コ
ト
也
。

若
シ

将
テレ

一
文
銭
ヲ

与
バレ

匠
人
ニ

、
帯
二

累
匠
人
ヲ一

眉
鬚
堕
落
ン

。
言
ハ
、

一
文
銭
ヲ
与
ヘ
タ
ラ
ハ
、
匠
人
ヲ
帯
累
シ
テ
眉
鬚
堕
落
セ
シ
メ

ウ
ソ
。
一
文
銭
ト
ハ
、
上
根
頓
機
ノ
為
ニ
、
向
上
ノ
事
ヲ
示
ス

ヲ
云
也
。
一
向
ノ
叶
ヌ
匠
人
ヲ
、
向
上
ノ
事
ヲ
以
接
シ
タ
ラ
ハ
、



一
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

帯
累
シ
タ
コ
ト
ヨ
。
ホ
ト
ニ
法
罰
ガ
当
ラ
フ
ズ
ト
ナ
リ
。
其
ノ

僧

疎
山
ニ
帰
テ
挙
似
ス
レ
バ
、
疎
山
威
儀
ヲ
具
シ
テ
礼
拝
シ
テ
、

今
時
人
ハ
無
イ
ト
思
フ
タ
レ
ハ
、
大
嶺
ニ
古
仏
ノ
ヲ
リ
ヤ
ル
ヨ
。

其
光
リ
カ
爰
迄
テ

照
シ
タ
。
雖
二

然
モ

如
一レナ
リ
ト

是
ノ

、
也
タ

是
レ

臘
月
ノ

蓮
華
、
希
有
ノ
義
ヂ
ヤ
、
誰
レ
モ
会
シ
タ
者
ハ
ア
ル
マ
イ
。
我
レ

与
麼
ニ

道
フ

、
早
是
レ

亀
毛
長
キ
コ
ト

数
尺
。
長
短
ニ
落
ズ
、
計
較
ニ

渉
ラ
ヌ
、
是
レ
向
上
事
ヲ
以
テ
示
ス
ナ
リ
。

【
注
（
136
）】

（
１
）
天
童
⋮
⋮
之
嗣
＝
『
増
集
続
伝
灯
録
』
巻
四
に
無
準
師
範
の
法
嗣
の
一
人

と
し
て
「
四
明
天
童
月
坡
明
禅
師
」
の
上
堂
語
一
則
を
載
せ
る
（
続
蔵

一
四
二
・
四
〇
六
ｄ
）。『
略
註
鈔
』
に
作
者
松
坡
の
法
眷
と
記
す
と
お
り
、
二

人
は
同
門
で
あ
る
。
な
お
、同
じ
く
同
門
の
環
渓
惟
一
の
語
録
の
跋
を
記
し「
至

元
癸
未
（
＝
二
十
年
、
一
二
八
三
）
元
正　

住
天
童
弟　

普
明　

跋
」（
続
蔵

一
二
二
・
七
九
ｄ
）
と
署
名
す
る
。
ま
た
『
横
川
行
珙
禅
師
語
録
』
巻
一
・
阿

育
王
山
語
録
の
な
か
に
、「
天
童
月
坡
和
尚
遺
書
至
。
上
堂
」（
続
蔵

一
二
三
・
一
九
〇
ｂ
）
が
あ
り
、
横
川
在
住
の
至
元
二
十
年
（
一
二
八
三
）
か

ら
寂
年
の
二
十
六
年
（
一
二
八
九
）
の
間
に
示
寂
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

「
塔
曰
」
以
下
は
無
準
師
範
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
こ
と
は
『
訓
解
添
足
』

が
指
摘
す
る
と
お
り
で
、
京
大
本
は
も
と
も
と
題
注
末
尾
に
や
や
小
字
で
付
加

し
た
部
分
で
あ
り
、
朱
線
で
「
無
準
」
の
下
に
補
入
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
が
、
翻
刻
は
原
型
の
ま
ま
と
し
た
。

（
２
）
唐
粛
宗
⋮
⋮
無
知
識
＝
『
碧
巌
録
』
第
十
六
則
、『
従
容
録
』
第
八
十
五
則

に
採
録
さ
れ
有
名
な
「
国
師
塔
様
」
の
話
。
引
用
に
近
い
本
文
を
持
つ
も
の
は
、

『
横
川
行
珙
禅
師
語
録
』
巻
二
・
室
中
挙
古
三
十
四
則
所
収
の
も
の
で
、「
挙
。

粛
宗
皇
帝
問
国
師
、
百
年
後
所
須
何
物
。
云
、
与
老
僧
造
箇
無
縫
塔
。
帝
云
、

就
師
請
塔
様
。
国
師
良
久
云
、
会
麼
。
帝
云
、
不
会
。
国
師
云
、
吾
有
付
法
弟

子
耽
源
、
却
諳
此
事
、
請
問
之
。
後
詔
問
耽
源
。
源
乃
有
頌
云
、
湘
之
南
潭
之

北
、
中
有
黄
金
充
一
国
、
無
影
樹
下
合
同
船
、
瑠
璃
殿
上
無
知
識
」（
続
蔵

一
二
三
・
一
九
四
ａ
）
と
あ
る
。



一
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

（
３
）
疎
山
⋮
⋮
会
元
十
三
＝
『
五
灯
会
元
』
巻
十
三
・
撫
州
踈
山
匡
仁
禅
師
章

に
「
有
僧
為
師
造
寿
塔
畢
、
白
師
。
師
曰
、
将
多
少
銭
与
匠
人
。
曰
、
一
切
在

和
尚
。
師
曰
、
為
将
三
銭
与
匠
人
、
為
将
両
銭
与
匠
人
、
為
将
一
銭
与
匠
人
。

若
道
得
、与
吾
親
造
塔
来
。
僧
無
語
。
後
僧
挙
似
大
嶺
庵
閑
和
尚（
即
羅
山
也
）。

嶺
曰
、
還
有
人
道
得
麼
。
僧
曰
、
未
有
人
道
得
。
嶺
曰
、
汝
帰
与
踈
山
道
、
若

将
三
銭
与
匠
人
、
和
尚
此
生
決
定
不
得
塔
。
若
将
両
銭
与
匠
人
、
和
尚
与
匠
人

共
出
一
隻
手
。
若
将
一
銭
与
匠
人
、
累
他
匠
人
眉
鬚
墮
落
。
僧
回
如
教
而
説
。

師
具
威
儀
、
望
大
嶺
作
礼
、
歎
曰
、
将
謂
無
人
、
大
嶺
有
古
仏
、
放
光
射
到
此

間
。
雖
然
如
是
、
也
是
臘
月
蓮
花
。
大
嶺
後
聞
此
語
曰
、
我
恁
麼
道
、
早
是
亀

毛
長
三
尺
」（
続
蔵
一
三
八
・
二
四
二
ｃ
）
と
あ
る
。
な
お
、
後
半
部
分
、『
大

慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
で
は
「
山
便
具
威
儀
、
望
大
嶺
礼
拝
、
歎
云
、
将
為

無
人
、
大
嶺
有
古
仏
、
放
光
射
我
此
間
。
却
謂
監
院
曰
、
汝
去
向
大
嶺
道
、
猶

如
臘
月
蓮
華
。
監
院
復
持
此
語
、
挙
似
羅
山
。
山
曰
、
早
已
亀
毛
長
數
丈
」（
大

正
蔵
四
七
・
八
二
五
ｃ
）
と
な
っ
て
い
て
、
校
異
欄
に
示
し
た
ミ
セ
ケ
チ
部
分

が
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ミ
セ
ケ
チ
さ
れ
て
い
な
い
「
僧
後
持

此
語
挙
似
羅
山
」
も
『
大
慧
語
録
』
に
近
い
の
で
、
両
書
か
ら
の
引
用
を
整
理

し
き
れ
ず
に
合
体
さ
せ
、混
乱
が
生
じ
て
い
る
か
。
内
容
に
つ
い
て
は
注
（
６
）

（
12
）
参
照
。

（
４
）
後
手
⋮
⋮
後
手
也
＝
Ｃ
句
「
後
手
」
の
解
釈
を
二
つ
挙
げ
る
。
後
人
の
修

行
の
よ
す
が
と
し
て
こ
の
塔
を
作
っ
た
の
だ
、
と
す
る
説
と
、
Ｄ
句
の
一
文
銭

を
与
え
る
と
い
う
の
が
後
人
へ
の
贈
り
物
だ
と
す
る
も
の
。
後
者
に
つ
い
て
は

注
（
７
）
参
照
。

（
５
）
疎
山
⋮
⋮
洞
山
价
＝
『
五
灯
会
元
』
巻
十
三
・
踈
山
匡
仁
章
は
青
原
下
五
世
・

洞
山
价
禅
師
法
嗣
に
係
る
。

（
６
）
抄
云
⋮
⋮
向
上
事
也
＝
注
（
３
）
の
話
に
お
け
る
三
文
・
二
文
・
一
文
の

区
別
を
、
師
が
弟
子
の
修
行
の
段
階
に
応
じ
て
接
化
す
る
こ
と
の
喩
え
と
し
て

解
釈
す
る
と
ど
う
な
る
か
を
示
し
た
も
の
。
文
中
「
不
触
諱
」
と
は
、
そ
の
も

の
ず
ば
り
の
語
を
用
い
ず
に
表
現
す
る
こ
と
で
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
三
に
は
、「
洞

山
与
雲
居
過
水
次
、
洞
山
問
水
深
多
少
。
云
、
不
湿
。
山
云
、
麤
人
。
雲
居
却

問
水
深
多
少
。
云
、
不
乾
。
謂
、
水
諱
湿
、
而
当
頭
道
湿
不
能
回
互
、
謂
之
麤

人
。
雲
居
却
云
不
湿
、
是
触
諱
而
不
能
回
互
。
洞
山
道
不
乾
、
乃
有
語
中
無
語
。

何
謂
有
語
不
乾
是
。
何
謂
無
語
不
乾
是
。
不
乾
乃
是
湿
、
是
活
語
。
能
回
互
不

觸
諱
故
也
。」（
続
蔵
）
一
五
二
・
七
六
ｃ
）
お
よ
び
月
の
満
ち
欠
け
に
つ
い
て

白
黒
の
字
も
用
い
な
い
で
表
現
す
る
例（
洞
山
五
位
頌
の「
三
更
初
夜
月
明
前
」）

を
挙
げ
て
い
る
。

（
７
）或
云
⋮
⋮
一
路
之
謂
也
＝
頌
の
内
容
は
前
半
二
句
に
尽
き
て
お
り
、後
半
は
、

も
し
（
ど
う
し
て
も
）
後
進
の
指
導
に
当
た
る
の
で
あ
れ
ば
、
老
婆
心
切
（
三

文
銭
）
で
も
、理
論
で
説
く
（
二
文
銭
）
で
も
な
く
、ず
ば
り
究
極
の
悟
り
（
一

文
銭
）
を
示
せ
、
と
告
げ
た
の
だ
、
と
す
る
解
釈
。

（
８
）
蓋
此
⋮
⋮
着
眼
看
＝
注
（
３
）
の
話
は
で
た
ら
め
で
、
理
屈
で
は
解
釈
で

き
な
い
、「
臘
月
蓮
花
、
亀
毛
三
尺
」（
十
二
月
に
蓮
の
花
が
咲
い
た
り
、
亀
に

三
尺
の
毛
が
生
え
た
り
、
と
い
う
あ
り
え
な
い
出
来
事
）
と
い
う
表
現
に
着
目

す
れ
ば
、
そ
う
と
わ
か
る
だ
ろ
う
、
の
意
。

（
９
）
役
人
カ
⋮
⋮
与
ン
也
＝
役
僧
が
実
際
の
費
用
と
し
て
支
払
う
の
は
勝
手
だ



一
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

が
、
私
は
一
文
銭
と
い
う
大
事
な
禅
の
教
え
を
与
え
よ
う
、
と
解
釈
す
る
も
の
。

（
10
）一
ノ
句
⋮
⋮
迄
ソ
＝
無
縫
塔
は
僧
侶
の
長
円
形
の
墓
石
を
言
う
の
で「
団
々
」

と
い
う
形
容
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
引
用
は
『
碧
巌
録
』
巻
二
・
第

十
六
則
・
頌
「
層
落
落
、
影
団
団
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
五
八
ｃ
）。

（
11
）
南
谷
⋮
⋮
塔
ヨ
＝
月
坡
の
徳
の
高
さ
を
太
陽
の
暖
か
さ
に
喩
え
た
、
と
す

る
も
の
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
に
「
賛
曰
、
余
読
雲
門
語
句
。
驚
其
辯
慧
渦

旋
波
険
、（
略
）
想
見
其
人
、
奇
偉
傑
茂
、
如
慈
恩
大
達
輩
。
及
見
其
像
、
頹

然
傴
坐
胡
牀
、
広
顙
平
頂
、
類
宣
律
師
。
奇
智
盛
徳
、
果
不
可
以
相
貌
得
耶
。

公
之
全
機
大
用
、
如
月
臨
衆
水
、
波
波
頓
見
、
而
月
不
分
。
如
春
行
万
国
、
処

処
同
至
、
而
春
無
迹
。（
略
）
嗚
呼
、
豈
所
謂
命
世
聖
大
人
者
乎
」（
続
蔵

一
三
七
・
二
二
六
ａ
）
と
あ
る
が
、
こ
の
喩
え
は
、
春
が
あ
ま
ね
く
万
国
に
春

を
も
た
ら
し
な
が
ら
そ
の
痕
跡
を
残
さ
な
い
、
と
い
う
意
で
あ
り
、
や
や
ず
れ

る
。

（
12
）
三
四
ハ
⋮
⋮
示
ス
ナ
リ
＝
注
（
３
）
に
示
し
た
話
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ

の
寓
意
を
注
（
６
）
の
趣
旨
に
よ
っ
て
解
き
明
か
し
、さ
ら
に
冒
頭
に
注
（
７
）

の
解
釈
を
加
え
た
も
の
。
た
だ
し
（
７
）
の
解
釈
は
、「
後
手
」
を
遺
す
こ
と

に
積
極
的
な
意
味
を
付
与
し
て
お
り
、
初
心
者
で
あ
る
「
匠
人
」
に
向
上
事
を

示
す
の
は
仏
罰
が
当
た
る
（
眉
鬚
堕
落
）、
と
す
る
後
半
の
解
釈
と
や
や
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
異
に
す
る
。

０
１
３
７
省
恩
堂

【
京
大
本
略
註
】

（
137
）
省
恩
堂

一（
１
）本
題
、
作
洪
兄
帰
省
恩
堂
。
省（
２
）恩
堂
者
、
母
堂
也
。
為＊

修
冥
福
堂
也
。

Ａ
理
尽
キ

詞
窮
テ

路
モ

亦
窮
ス
ル

Ｂ
鳳
離
レ二

金
網
ヲ一

鶴
抛
ツレ

籠
ヲ

Ｃ
恩
深
ク

義
重
シ
テ

踰
コ
ヘ
タ
リ
二

蒼
海
ニ一

Ｄ
不ス
レ

出
二

半
生
清
苦
ノ

中
ヲ一

理（
３
）尽
詞
窮
者
、
母
之
深
恩
、
不
可
以
辞
理
而
究
尽
也
。
抄（
４
）云
、
鳳＊

ー
ー
者
、
離
父
母
而
出
家
之
謂
也
。
五（
５
）十
謂
之
半
生
、
真
実
報
恩
時
節
乎
。

［
欄
外
注
］

為
母
造
堂
。



一
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

理
尽
詞
窮
者
、
言
迹
不
可
及
故
也
。

或（
６
）云
、
第
一
句
、
撥
草
参
玄
、
工
夫
純
熟
之
処
。
第
二
句
、
一
機
撥
転
、
是
皆
父
母
放
我
出
家
之
効
也
。

［
傍
注
］

Ａ
句　

好
个
時
節
。

Ｂ
句　

父
母
令
我
出
家
。
或
曰
、
發
転
一
機
轆
々
地
、
亦
是
誰
恩
力
。
快
活
々
々
。

Ｃ
句　

罔
極
之
恩
。

【
出
典
】未詳

。
但
し
『
略
註
鈔
』「
龍
門
文
庫
本
」
は
、『
雑
毒
海
』
に
見
え
る
と
す
る
。
又
東
陽
英
朝
『
禅
林
句
集
』
に
引
用
さ
れ
る
外
、『
増
補
点

鉄
集
』
巻
一
下
に
、
Ａ
Ｂ
句
、
Ｃ
Ｄ
句
が
そ
れ
ぞ
れ
収
載
さ
れ
て
い
る
。

【
校
異
】＊為

修
︱
為
母
修　

＊
鳳
ー
ー
者
︱
鳳
離
金
網
鶴
擲
籠

【
略
註
鈔
】

（
137
）
省
恩
堂

母
ノ
為
ニ
堂
ヲ
立
テ
、
冥
福
ヲ
修
ス
ル
ナ
リ
。
又
毒
海
集
ニ
ハ
、

洪
兄
帰
ル二

省
恩
堂
ニ一

ト
ア
ル
ソ
。
母
ノ
在
処
ニ
、
省
恩
堂
ト
云
カ

在
テ
帰
タ
カ
ゾ
。

Ａ
理
尽
キ

詞
窮
テ

路
亦
窮
ル

母
ノ
恩
深
イ
コ
ト
ハ
、
言
ハ
ニ
モ
理
ニ
モ
伸
ヘ
ラ
レ
ヌ
ソ
。

Ｂ
鳳
離
レレ

金
網
ヲ

鶴
ツ

抛
ツレ

籠
ヲ

父
母
ヲ
離
レ
テ
出
家
シ
タ
ハ
、
鳳
ノ
金
網
ヲ
離
レ
、
鶴
ノ
籠
ヲ

出
タ
如
ク
ソ
。

Ｃ
恩
深
義
重
シ
テ

踰コ
フレ

蒼
海
ニ

母（
７
）ノ
恩
儀
ハ
、
海
ヨ
リ
モ
深
イ
ソ
。
蒼
海
ハ
、
蒼
ノ
字
ヨ
シ
。

Ｄ
不
レ

出
二

半
生
清
苦
ノ

中
ヲ一

半
生
ハ
、
五
十
年
ヲ
云
也
。
清（
８
）
苦
ノ
中
ヲ
不
レ

出
シ
テ
悟
タ
ハ
、

愈
ヨ
母
ノ
恩
深
イ
コ
ト
ソ
。
是
カ
真
実
報
レ

恩
者
ソ
。
又（
９
）、
理

尽
ー
ー
、
心
欲
レシ
テ

縁
セ
ン
ト

而
慮
リ

忘
シ

、
口
チ

欲
レシ
テ

談
セ
ン
ト

而
辞
バ

喪
ス

。



一
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

言
語
道
断
ノ
処
ゾ
。
鳳
離
ー
ー
、
快
活
々
々
。
恩
深
ー
ー
、
如
レ

前
ノ

半
生
ー
ー
、
清
苦
ノ

中
ヲ
不
レ

出
シ
テ
悟
ル
カ
、
恩
ノ
報
シ
ヤ

ウ
ナ
リ
。

【
注
（
137
）】

（
１
）
一
本
題
作
洪
兄
帰
省
恩
堂
＝
『
啓
蒙
抄
』
も
同
様
に
注
す
る
。「
龍
門
文
庫

本
」『
略
註
鈔
』
は
、「
洪
兄
帰
省
恩
堂
」
の
頌
が
『
毒
海
集
』
に
見
え
る
と
す

る
。『
毒
海
集
』
は
未
詳
。『
禅
宗
雑
毒
海
』
の
意
か
。
こ
こ
で
は
、「
龍
門
文
庫
」

に
従
い
、『
雑
毒
海
』
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
卍
続
蔵
経
所
載
本
、
別
本

の
明
洪
武
二
八
年
（
一
三
九
五
）
刊
本
（
そ
れ
に
基
づ
い
た
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
刊
本
）
で
は
確
認
出
来
な
い
。

（
２
）
省
恩
堂
者
⋮
⋮
修
冥
福
堂
也
＝
「
省
恩
堂
」
は
、
母
堂
（
母
の
居
る
処
、

即
ち
母
親
）の
意
と
す
る
。
ま
た
、母
の
冥
福
を
修
す
る
為
の
堂
舎
と
言
う
。「
龍

門
文
庫
本
」
も
、「
恩
堂
ハ
、
母
ノ
事
ソ
。
事
ル二
父
母
ニ一
ヲ
、
省
ト
云
也
。
母
ノ

処
ヘ
帰
ル
僧
ヲ
送
也
」
と
あ
り
、『
啓
蒙
抄
』
は
、「
北
堂
、
萱
堂
、
慈
堂
、
恩

堂
、
皆
称
母
」
と
注
す
る
。
母
を
見
舞
う
為
に
故
郷
に
帰
る
僧
を
送
る
、
送
行

の
頌
と
解
釈
す
る
。『
襟
帯
集
』
は
「
省
恩
堂
ト
云
堂
バ
シ
ア
ル
カ
」
と
し
、『
夾

山
鈔
』
は
「
按
ス
ル
ニ
為
ニ二
母
孝
養
ノ一
造
レル
カ
之
ヲ
乎
」、
省
恩
堂
と
い
う
堂
舎
の
存

在
を
前
提
と
し
て
頌
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
。
欄
外
注
も
「
為
母
造
堂
」
と
す

る
。
０
０
３
２
「
送
人
省
母
」
注
参
照
。

（
３
）
理
尽
詞
窮
者
⋮
⋮
辞
理
而
究
尽
也
＝
Ａ
句
の
注
。「
理
尽
詞
窮
」
と
類
似
の

語
が
、『
禅
林
類
聚
』
巻
五
に
「
琛
（
地
蔵
桂
琛
）
云
、
佛
法
不
恁
麼
。
師
（
法

眼
文
益
）
云
、某
甲
詞
窮
理
絶
也
」（
続
蔵
一
一
七
・
三
三
ｂ
）
と
見
え
る
。『
略

註
』
は
、
母
の
深
い
恩
は
、
理
屈
や
言
葉
で
は
究
め
尽
く
す
こ
と
の
出
来
な
い

も
の
だ
、
の
意
に
解
す
る
。『
訓
解
添
足
』
は
、「
又
、
一
ノ
句
、
母
ノ
恩
深
不
レ

可
レ
述
、
二
ノ
句
比
下
父
母
許
而
出
家
得
レル
ニ
離
中
塵
俗
ヲ上
︿
此
ノ
義
与
二
下
ニ
引
仮
名



一
五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

抄
之
義
一
同
シ
、
与
二
三
ノ
句
一
意
重
テ
不
レ
可
ナ
ラ
﹀」
と
注
し
て
、『
略
註
』
の
解

釈
を
不
可
と
す
る
。
一
方
、『
襟
帯
集
』
は
、「
一
ノ
句
、
心
欲
縁
而
慮
忘
、
口

欲
談
而
辞
喪
ソ
。
心
テ
云
ワ
レ
ヌ
ソ
。
理
尽
ス
ル
也
。
口
テ
モ
エ
イ
ハ
ン
也
。

詞
究
ル
ソ
。
サ
ウ
シ
テ
、ソ
コ
ヲ
ヅ
ン
ト
一
ト
コ
ラ
ヘ
コ
ラ
ヘ
テ
ヌ
ケ
タ
ラ
ハ
」

と
注
し
て
、心
で
も
、口
で
も
言
う
こ
と
の
で
き
な
い
処
を
ひ
と
堪
え
踏
ん
張
っ

て
超
出
し
た
な
ら
ば
、
の
意
に
解
す
る
。『
啓
蒙
抄
』
は
、
こ
の
人
の
修
行
は

既
に
頭
々
上
の
道
理
も
尽
き
果
て
、
詞
も
究
極
ま
で
突
き
詰
め
た
、「
行
脚
ノ

路
頭
モ
窮
タ
ル
」
人
と
注
し
て
、
徹
底
し
た
修
行
を
経
て
究
極
の
境
地
に
ま
で

到
達
し
た
人
で
あ
る
と
托
上
の
意
に
解
釈
す
る
。

（
４
）
抄
云
鳳
ー
ー
者
⋮
⋮
出
家
之
謂
也
＝
Ｂ
句
は
、
父
母
の
元
を
離
れ
出
家
す

る
こ
と
の
謂
で
あ
る
と
す
る
。『
訓
解
添
足
』
は
、「
金
網
及
網
、
比
二
窠
窟
法

執
ニ一
也
」
と
注
し
て
、「
金
網
」
と
「
籠
」
は
、
修
行
者
の
悟
り
や
教
え
に
対
す

る
執
着
の
窠
窟
（
あ
な
ぐ
ら
）
に
比
す
る
と
い
う
。『
襟
帯
集
』
は
「
注
（
３
）

に
引
用
し
た
一
文
に
続
け
て
、「
二
ノ
句
是
コ
ソ
、
ウ
ラ
ウ
シ
ウ
ノ
出
家
ヨ
。

父
母
未
生
已
前
ニ
超
出
シ
タ
ソ
。
離
レ
功
勲
タ
処
ソ
」
と
注
し
て
、
Ｂ
句
が
真

の
出
家
の
姿
を
表
現
し
て
お
り
、
本
分
を
も
超
出
し
、
修
行
や
悟
り
を
も
離
れ

た
境
地
を
言
う
と
す
る
。「
鳳
離
金
網
」の
類
似
表
現
が『
五
灯
会
元
』巻
六「
洛

浦
元
安
」
章
に
「「
欲
知
上
流
之
士
、不
将
佛
祖
言
教
貼
在
額
頭
上
。
如
亀
負
図
、

自
取
喪
身
之
兆
、鳳
縈
金
網
、趍
霄
漢
、以
何
期
」（
続
蔵
一
三
八･

一
〇
一
ｂ
）

と
見
え
る
。「
鶴
出
銀
籠
」
の
語
は
、『
宏
智
広
録
』
巻
三
に
「
犯
動
毛
頭
月
昇

夜
戸
、
密
移
一
歩
鶴
出
銀
籠
」（
大
正
蔵
四
八
・
三
〇
ｃ
）
と
見
え
る
。
ち
な
み

に
、『
江
湖
風
月
集
略
註
』（
芳
澤
勝
弘
編
注
）
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｂ
句
は
、
白
隠

慧
鶴
が
し
ば
し
ば
引
用
す
る
句
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
５
）
五
十
謂
之
半
生
真
実
報
恩
時
節
乎
＝
『
訓
解
添
足
』
は
「
人
生
ヲ
為
二
百
歳
ト一
、

其
ノ
半
、
五
十
年
也
」
と
注
す
る
。
両
足
院
蔵
『
山
谷
抄
』
巻
二
十
に
、「
我
ハ

六
十
デ
有
ホ
ド
ニ
、ハ
ヤ
半
生
ヲ
過
タ
ニ
」
と
見
え
る
。
一
方
『
啓
蒙
抄
』
は
、

「
半
生
ハ
三
十
年
ナ
ラ
ン
」
と
注
す
る
。
頌
を
送
ら
れ
た
僧
の
、
出
家
者
と
し

て
の
半
生
（
五
十
才
）
に
及
ん
だ
今
こ
そ
が
、
真
実
の
報
恩
行
の
時
節
で
あ
っ

た
の
か
、
の
意
と
す
る
。

（
６
）
或
云
第
一
句
⋮
⋮
出
家
之
効
也
＝
Ａ
句
は
、
行
脚
し
て
師
に
参
じ
、
弁
道

工
夫
の
修
行
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
頌
す
る
の
で
あ
り
、
Ｂ
句
は
そ
の
悟
り
を

（
却
来
し
て
）
衆
生
の
為
に
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
父
母
が
私
の
出

家
を
許
し
て
く
れ
た
て
く
れ
た
お
か
げ
で
あ
る
、
の
意
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、「
龍
門
文
庫
本
」
は
、「
理
尽
ー
ー
、
鳳
ー
ー
、
大
休
歇
ノ
処
、
如
二
離
金

網
鶴
抛
一
レ
籠
也
」
と
し
、
Ａ
句
を
悟
り
の
境
地
に
到
っ
た
こ
と
の
意
と
す
る
。

続
翠
（
江
西
龍
派
）
は
、「
理
尽
詞
究
ト
ハ
者
、
続
云
、
句
面
ハ
、
言
ハ
初
メ
辞
レシ
テ

父
母
ヲ
出
家
ス
ル
時
、
父
母
割
テレ
愛
ヲ
教
レル
ノ
出
家
セ
之
恩
慈
ハ
者
、
不
レル
ノ
在
ラ二
言
語
ノ

上
ニ一
之
謂
ナ
リ
也
。
路
モ
亦
窮
ト
ハ
者
、
言
語
道
断
、
心
行
所
滅
ノ
意
ナ
リ
也
。
又
第

一
ノ
句
ハ
叶
テレ
本
分
ニ
坐
二
断
ス
ル
ナ
リ
無
心
ノ
田
地
ニ一
也
」
と
解
釈
す
る
。
私
見
に
よ

れ
ば
、
鳳
が
金
の
網
か
ら
離
脱
し
、
鶴
は
籠
を
擲
つ
と
言
う
の
は
、
自
由
に
空

を
翔
る
身
と
な
っ
た
こ
と
を
表
し
、
一
度
豁
然
と
し
て
悟
っ
た
と
き
の
出
身
自

由
な
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
無
い
か
と
推
察
す
る
。

（
７
）
母
ノ
恩
儀
ハ
⋮
⋮
蒼
ノ
字
ヨ
シ
＝
『
襟
帯
集
』
は
、Ｃ
Ｄ
句
を
注
し
て
、「
三

ノ
句
、
尋
常
ノ
恩
ノ
深
ヲ
ハ
、
海
ニ
比
ス
ル
也
。
四
ノ
句
、
其
恩
ノ
報
ヤ
ウ
ス



一
六

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

事
ハ
ヤ
ス
イ
ソ
。
平
生
辛
苦
シ
タ
中
デ
報
ス
ル
ナ
リ
」
見
え
る
。
ま
た
、『
夾

山
鈔
』
は
、「
続
云
、
蒼
海
ノ
字
ハ
非
ナ
リ
也
。
可
シレ
作
ル二
滄
海
ノ
字
ニ一
。
定
テ
烏
焉
ノ

差
誤
カ
乎
」
と
あ
り
、『
訓
解
添
足
』
は
「
蒼
、
作
レ
滄
ニ
也
」
と
注
す
る
。

（
８
）
清
苦
ノ
中
ヲ
⋮
⋮
真
実
報
恩
者
ソ
＝
こ
の
僧
が
清
苦
修
行
を
止
め
ず
（
不

断
に
修
行
し
て
）
大
悟
成
就
し
た
の
は
、母
の
慈
恩
が
深
い
こ
と
だ
。
そ
し
て
、

こ
れ
こ
そ
が
真
の
報
恩
行
だ
、
の
意
。

（
９
）
又
理
尽
ー
ー
⋮
⋮
快
活
々
々
＝
別
の
解
釈
に
拠
れ
ば
、
Ａ
句
は
心
が
外
境

に
触
れ
て
思
慮
が
生
じ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
見
事
に
断
ち
切
り
、
口
が
言
葉

を
発
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
言
葉
そ
の
も
の
を
失
わ
せ
る
、
そ
れ
は
全
く
言

語
表
現
を
断
ち
切
っ
た
境
界
だ
。「
快
活
々
々
」
は
Ｂ
句
へ
の
着
語
。
な
ん
と

生
き
生
き
と
自
由
豁
達
で
は
な
い
か
と
い
う
意
。

０
１
３
８
息
耕

【
京
大
本
略
註
】

（
138
）
息
耕　

号

Ａ
禾
已
ニ

登ノ
テレ

場上
ニ

水
満
田

Ｂ
泥
牛
無
シ二

復
タ

痛
ク

加
一ル
レコ
ト

鞭
ヲ

Ｃ
春
風
春
雨
能
ク

多ト

ズ事

Ｄ
攛ザ
ン

二

掇
テ
ツ
・
ト
ツ
シ
テ

犁リ

鋤シ
ヲ一

不ス
レ

上
セレ

肩
ニ
＊

［
欄
外
注
］

攛（
１
）、
去
声
。
翰
、
擲
也
。

掇（
２
）、
都
活
切
。
採
也
。
拾
也
。

拾
、
説
文
掇
也
。
広
韻
収
拾
也
。
又
斂
也
。

［
傍
注
］

Ａ
「
登
場
」　

登（
３
）レ

場
者
、
打
レ

禾
之
庭
也
。
又
云
、
積
レ

禾
処
。

Ｂ
「
泥
牛
」
ー
ー
ハ
ヨ
コ
レ
牛
也
。



一
七

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
出
典
】

未
詳
。

【
校
異
】

＊
ナ
シ
︱
登
場
者
打
禾
之
庭
也
又
云
積
禾
処

【
略
註
鈔
】

（
138
）
息
耕

号
也
。
農（
４
）事
了
畢
ノ
処
ソ
。

Ａ
禾
已
ニ

登
テレ

場
ニ

水
満
レ

田

ア（
５
）
ル
ホ
ト
ノ
禾
ヲ
ハ
刈
テ
、
庭
ヤ
田
ノ
畔ア
ズ

ニ
登
セ
タ
ホ
ト
ニ
、

田
ニ
水
ノ
一
盃
ア
ル
ヲ
モ
厭
ヌ
ゾ
。

Ｂ
泥
牛
無
シ二

復
痛
ク

加
一ル
レコ
ト

鞭

息（
６
）レ

耕
タ
ホ
ト
ニ
、
牛
ニ

モ
鞭
ヲ
加
ヘ
ヌ
ゾ
。

Ｃ
春
風
春
雨
能
多ト

ズ事

多（
７
）事
ト
ハ
無
用
処
ノ
義
也
。
息
レ

耕
タ
ホ
ト
ニ
、
春
ニ
成
テ
春
風

春
雨
ガ
降
ツ
吹
イ
ツ
ス
レ
ト
モ
、
無
用
所
ゾ
。

Ｄ
攛
二

掇テ
ツ
シ
テ

犁
鋤
ヲ一

不
レ

上
セレ

肩
ニ

息（
８
）
耕
タ
ホ
ト
ニ
、
犁
鋤
ヲ
取
テ
肩
ニ
上
ス
ル
コ
ト
モ
無
ソ
。
底

意
ハ
、
許
多
修
行
シ
テ
熟
処
ニ
至
テ
、
帰
家
穏
座
シ
タ
リ
ナ
ソ
。

攛
ハ
擲
也
。
掇
ハ
採
也
、
拾
也
。

【
注
（
138
）】

（
１
）
攛
去
声
翰
擲
也
＝
『
古
今
韻
会
挙
要
』
去
声
部
・
巻
二
十
一
に
「
攛
、擲
也
」

と
見
え
る
。

（
２
）
掇
⋮
⋮
又
斂
也
＝
『
古
今
韻
会
挙
要
』
入
声
部
・
巻
二
十
七
に
「
掇
、
都

活
切
。
説
文
、
拾
也
。
从
手
叕
声
。
増
韻
、
採
也
。
又
拾
也
」
と
見
え
る
。

（
３
）
登
場
者
⋮
⋮
積
禾
処
＝
登
場
は
、
稲
を
脱
穀
し
ま
た
収
載
す
る
場
所
。
宋
・

張
耒
の
『
柯
山
集
』
巻
十
一
「
福
昌
秋
日
效
張
文
昌
二
首 

其
一
」
に
「
秋
野

無
人
秋
日
白
、
禾
黍
登
場
風
索
索
」
と
見
え
る
。

（
４
）
農
事
了
畢
ノ
処
ソ
＝
道
号
息
耕
の
注
。『
竜
門
文
庫
本
』、『
襟
帯
集
』
に
同

文
の
題
注
が
見
え
る
。

（
５
）
ア
ル
ホ
ト
ノ
⋮
⋮
厭
ヌ
ゾ
＝
稲
の
収
穫
時
は
田
中
に
水
の
入
る
こ
と
を
嫌

う
が
、
収
穫
後
は
か
ま
わ
な
い
の
意
。『
襟
帯
集
』
に
「
旱
田
脱
田
刈
収
タ
時

ハ
水
カ
田
ニ
一
盃
ア
ル
ソ
。
刈
時
ハ
水
ヲ
バ
多
ハ
不
置
ソ
。
刈
収
時
、
何
物
モ

ナ
イ
時
、
水
ハ
田
ニ
満
ナ
リ
」
と
見
え
る
。

（
６
）
息
耕
⋮
⋮
加
ヘ
ヌ
ゾ
＝
農
事
既
に
終
わ
り
を
迎
え
た
の
で
あ
え
て
牛
に
働

か
せ
る
こ
と
も
な
い
の
意
。
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
修
行
遍
参
の
満
了
に
至
り
、
こ
と



一
八

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

さ
ら
に
修
行
に
打
ち
込
む
要
の
な
い
こ
と
を
言
う
。

（
７
）
多
事
⋮
⋮
無
用
所
ゾ
＝
す
で
に
収
穫
し
終
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
い
ま
さ
ら

稲
の
生
育
を
助
長
す
る
よ
う
な
春
風
春
雨
は
い
ら
ぬ
お
世
話
で
あ
る
と
い
う

意
。
多
事
は
よ
け
い
な
こ
と
を
す
る
の
意
。『
禅
語
辞
典
』
は
多
事
に
つ
い
て
、

『
祖
堂
集
』
魯
祖
宝
雲
章
よ
り
「
師
云
、
你
是
阿
誰
。
泉
（
南
泉
）
云
、
普
願
。

師
云
、
如
何
。
泉
云
、
也
尋
常
。
師
云
、
汝
何
多
事
」
の
用
例
を
挙
げ
、「
余

計
な
こ
と
に
手
を
出
す
、
お
せ
っ
か
い
な
、
と
い
う
意
」
と
注
し
て
い
る
。
ま

た
「
能
多
事
」
の
用
例
と
し
て
、『
増
集
続
伝
灯
録
』
巻
一
、
簡
庵
嗣
清
禅
師

章
に
「
上
堂
挙
達
磨
大
師
一
日
謂
門
人
曰
、
時
将
至
矣
、
汝
等
盍
各
言
所
得
乎
。

最
後
慧
可
出
礼
三
拜
依
位
而
立
。
磨
云
、
汝
得
吾
髄
。
師
頌
曰
、
揑
目
生
花
立

問
端
、
得
他
皮
髄
被
他
謾
、
這
般
瞎
漢
能
多
事
、
六
月
無
霜
也
道
寒
」（
続
蔵

一
四
二
・
三
八
二
ａ
）
と
見
え
る
。

（
８
）
息
耕
⋮
⋮
シ
タ
リ
ナ
ソ
＝
略
註
鈔
は
全
体
を
、
修
行
が
機
熟
し
て
帰
家
穏

座
し
た
も
の
と
取
意
し
て
い
る
。『
訓
解
添
足
』
に
「
句
中
ハ
、
久
倚
二
知
識
門

戸
ニ一
参
請
畢
、到
二
休
歇
ノ
田
地
ニ一
也
」
と
見
え
る
。
な
お
攛
掇
に
は
そ
そ
の
か
す
、

お
だ
て
て
誘
い
込
む
の
意
も
あ
る
が
、
諸
注
は
抛
擲
、
投
げ
捨
て
る
の
意
に
取

る
。『
啓
蒙
抄
』
に
「
息
耕
チ
ヤ
呈
ニ
、
犁
ヲ
モ
鋤
ヲ
モ
ツ
ン
ト
抛
擲
シ
テ
二

度
ト
肩
ヘ
上
セ
シ
ト
ナ
リ
」
と
見
え
る
。
ま
た
『
襟
帯
集
』
は
攛
掇
に
注
し
て

「
人
ノ
モ
ノ
ヲ
モ
ツ
ヲ
ウ
バ
イ
取
ヲ
云
也
」
と
解
釈
し
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異

に
し
て
い
る
。

０
１
３
９
擁
葉

【
京
大
本
略
註
】

（
139
）
擁
葉

見（
１
）＊上
。

Ａ
黄
葉
平
鋪
ス

両
膝
ノ

金

Ｂ
誰
云
返ヘ
ン

蟻
穴ア
ナ

難
トレ

尋

Ｃ
夜
深
テ

宿
火
炉ロ

灰
ク
ハ
イ

冷
シ

Ｄ
添
得
タ
リ

南
陽
ノ

寒
上
レル
コ
ト
ヲ

心ム
ネ
ニ

謂（
２
）フ

以
レ

葉
埋
二

擁
ス

両
膝
一

、
是
即
膝
下
ノ

之
金
也
。
劉（
３
）義
カ

落
葉
ノ

詩
、
返
蟻
難
尋
レ

穴
、
帰
禽
易
レ

見
レ

窠
。
古（
４
）詩
、
焼
葉
炉
中
ニ

無
二

宿
火
一

、
読

書
窓
下
有
二

残
灯
一

。
南（
５
）陽
忠
国
師
、
初
与
同
参
青
銼
山
和
尚
、
在
欓ト
ウ

子
谷
、
岩
栖
洞
飲
、
旦
夕
宴
坐
。
毎
二

寒
暁
霜
夜
一

、
共
擁
レ

葉
自
煖
、
青

銼
略
覆
二

趺
足
一

而
已
。
南
陽
ノ

意
ハ

在
二

堆
ク

聚
一ル
ニ

。
青
銼
罵
曰
、
汝
他
日
必
作
ン二

帝
者
ノ

師
ト一

。
後
如
二

其
言
ノ一

。
或（
６
）曰
、
銼
罵
曰
、
汝
以
後
為
王
者



一
九

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

師
、
魔
魅
人
家
男
女
去
云
。
又
（
７
）＊忠
国
師
隠
居
白
鶴
山
時
、
撥
紅
葉
焼
之
。

［
欄
外
注
］

或（
８
）点
云
、
添
得
南
陽
、
謂
今
亦
擁
葉
、
則
人
々
南
陽
也
。
可
称
今
日
之
南
陽
也
。

劉（
９
）義
三
四
句
云
、
満
廊
僧
不
厭
、
一
ケ
俗
嫌
多
。

苕）
10
（

渓
漁
隠
叢
話
曰
、
劉
義
落
葉
詩
云
、
返
蟻
難
尋
穴
、
帰
禽
易
見
窠
云
々
。
是
影
略
之
句
法
也
。

北）
11
（

礀
石
楼
序
云
、
欓
谷
成
レ

陰
去
、
作
二

金
鑾
上
客
一

。
黄
太
史
カ

序
忠
二ス
ル

国
師
ヲ一

也
、
不
レ

知
風
葉
擁
レ

趺
、
同
参
先
讖
。

忠）
12
（

国
師
、
居
南
陽
白
崖
山
欓
子
谷
四
十
余
祀
、
不
下
山
道
行
聞
于
帝
里
。
唐
粛
宗
及
代
宗
詔
赴
京
待
以
師
礼
。
忠
国
師
擁
葉
事
、
伝
中
無
之
。

［
傍
注
］

Ａ　

古）
13
（

語
云
、
丈
夫
膝
下
有
黄
金
、
不
向
如
来
行
処
行

【
出
典
】

不
明
。

【
校
異
】

＊
見
上
︱
見
上
北
礀
石
楼
序
欓
谷
成
陰
云
作
金
鑾
上
客
黄
太
史
序
忠
国
師
也
不
知
風
葉
擁
趺
同
参
先
讖

＊
又
忠
国
師
隠
居
白
鶴
山
時
撥
紅
葉
焼
之
︱
ナ
シ

【
略
註
鈔
】

（
139
）
擁
葉    

前
ニ
モ
在
タ
題
ゾ
。
前
ヘ
ニ
ハ
眠
蔵
ノ
額
チ
ヤ
ト
註
シ
タ
ガ
、

爰
ニ
ハ
何
ニ
ト
モ
註
セ
ヌ
ソ
。
忠
国
師
ト
青
銼
和
尚
ト
ノ
古
事

ソ
。
只
題
ニ
シ
テ
作
タ
カ
ソ
。

Ａ
黄
葉
平
鋪
ス

両
膝
ノ

金

十
月
ノ
時
分
、
木
ノ
葉
ノ
落
タ
ヲ
暖
リ
ニ
セ
フ
ト
テ
攪
キ
集
テ

鋪シ

イ
タ
ハ
、
膝
下
ノ
黄
金
ヨ
。
丈
夫
ノ

膝
下
ニ

有
レ

黄
金
ト
云
ヨ
リ

シ
タ
ソ
。

Ｂ
誰
カ

云
返
蟻
穴
難
レシ
ト

尋



二
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

落
葉
ノ
詩
ニ
、
返
蟻
難
レ

尋
レ

穴
ヲ

、
帰
禽
易
シレ

見
レ

巣
ヲ

ト
ア
ル
カ
、

黄
葉
ヲ
尽
ク
攪
キ
集
タ
ホ
ト
ニ
、
返
蟻
穴
ヲ
尋
ネ
難
イ
ト
ハ
誰

ガ
云
ソ
。
底）

14
（

意
ハ
、
人
々
膝
下
ノ
黄
金
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
巣
ニ
迷

フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
シ
キ
ト
ナ
リ
。

Ｃ
夜
深
テ

宿
火
炉
灰
冷
シ

膝）
15
（

下
ニ
鋪
イ
タ
斗
リ
テ
モ
ア
ル
マ
イ
。
火
ニ
焼
ク
コ
ト
モ
ア
ラ

ウ
ソ
。
葉
ヲ
焼
イ
タ
ホ
ト
ニ
、
宿
火
モ
無
ク
、
炉
灰
モ
ヒ
ヱ
〳

〵
ト
シ
タ
ソ
。

Ｄ
添
得
タ
リ

南
陽
ノ

寒
上
レル
コ
ト
ヲ

心ム
ネ
ニ

宿）
16
（

火
モ
無
ク
寒
ム
〳
〵
ト
シ
タ
ナ
リ
ヲ
見
ル
ニ
、
寒
ニ
セ
メ
ラ

レ
タ
南
陽
ヲ
擁
葉
ノ
辺
ヘ
添
ヘ
タ
如
ク
ソ
。
又
宵ヨ
イ

ノ
ホ
ト
ハ
火

モ
ア
リ
、
サ
ホ
ト
ニ
寒
ク
モ
無
ツ
タ
ガ
、
サ
テ
夜
深
テ
宿
火
モ

無
ク
、
炉
灰
モ
ヒ
ヱ
〳
〵
ト
ナ
ツ
タ
デ
、
南
陽
ノ

心ム
ネ
ニ
ハ

一
重
ノ

寒

ヲ
ソ
ヘ
得
タ
ソ
。
底）

17
（

意
ハ
、暖
処
ハ
出
世
辺
、寒
処
ハ
不
出
世
ゾ
。

夜
深
ル
ト
ハ
、正
位
也
。
宿
火
冷
シ

ト
ハ
知
解
識
情
ノ
尽
キ

タ
処
ソ
。

本
分
ノ
入
路
ソ
。

【
注
（
139
）】

（
１
）
見
上
＝
前
に
も
見
え
た
題
で
あ
る
、
の
意
。
０
０
９
５
に
同
じ
題
の
作
が

あ
る
。『
略
註
鈔
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、０
０
９
５
の
題
注
に
は
「
眠
蔵
ノ
額
」

と
あ
る
。

（
２
）
謂
以
葉
⋮
⋮
膝
下
之
金
也
＝
Ａ
句
は
黄
葉
で
両
膝
が
埋
ま
る
さ
ま
を
、
膝

下
の
金
と
言
っ
て
い
る
、
の
意
。

（
３
）
劉
義
⋮
⋮
見
窠
＝
劉
義
の
「
落
葉
」
と
い
う
詩
に
「
返
ろ
う
と
す
る
蟻
は

穴
を
見
つ
け
づ
ら
く
、
帰
ろ
う
と
す
る
鳥
は
巣
を
見
つ
け
や
す
い
」
と
あ
る
。

注
（
10
）
も
参
照
。

（
４
）
古
詩
⋮
⋮
残
灯
＝
Ｃ
句
「
宿
火
」
の
用
例
を
示
す
注
。『
冷
斎
夜
話
』
巻
四

に
「
司
馬
温
公
詩
話
曰
、
魏
野
詩
、
焼
葉
炉
中
無
宿
火
、
読
書
窓
下
有
残
灯
。

而
俗
人
易
葉
為
薬
、
不
止
不
佳
、
亦
和
下
句
無
気
味
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。

（
５
）
南
陽
忠
国
師
⋮
⋮
後
如
其
言
＝
南
陽
慧
忠
と
青
銼
和
尚
が
白
崖
山
の
黨
子

谷
で
と
も
に
修
行
を
し
て
い
た
と
き
、
あ
ま
り
の
寒
さ
に
落
葉
を
集
め
て
暖
を

と
っ
た
。
青
銼
は
足
も
と
を
覆
う
だ
け
だ
っ
た
の
に
、
南
陽
は
う
ず
た
か
く
集

め
た
。
青
銼
は
こ
れ
を
罵
っ
て
、
お
ま
え
は
や
が
て
帝
王
の
師
と
な
る
だ
ろ
う

と
言
っ
た
が
、
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
。
こ
の
逸
話
、
注
（
12
）
が
「
伝
中
無

之
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
灯
史
の
類
に
は
見
え
な
い
。

（
６
）
或
曰
⋮
⋮
男
女
去
云
＝
あ
る
い
は
、青
銼
は
「
お
ま
え
は
帝
王
の
師
と
な
っ

て
、多
く
の
善
良
な
人
々
を
惑
わ
す
だ
ろ
う
」
と
罵
っ
た
。
何
に
拠
る
か
未
詳
。

「
龍
門
文
庫
本
」『
首
書
』
も
未
詳
と
す
る
。

（
７
）
又
忠
国
師
⋮
⋮
焼
也
＝
南
陽
は
白
鶴
山
に
隠
居
し
た
と
き
に
紅
葉
を
焼
い
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た
。
何
に
拠
る
か
未
詳
。
寛
永
版
本
に
は
、
こ
の
指
摘
は
な
い
。

（
８
）
或
点
云
⋮
⋮
今
日
之
南
陽
也
＝
あ
る
解
釈
で
は
、
Ｄ
句
の 

「
添
得
南
陽
」

と
は
「
今
も
葉
を
擁
す
れ
ば
（
南
陽
の
寒
さ
を
追
体
験
で
き
る
の
で
）
す
べ
て

の
人
が
南
陽
に
な
れ
る
。
今
の
南
陽
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
、と
す
る
。

（
９
）
劉
義
三
四
句
云
⋮
⋮
俗
嫌
多
＝
劉
義
の
詩
の
残
り
の
二
句
を
示
す
注
。
次

に
示
す
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
に
拠
る
。

（
10
）
苕
渓
漁
隠
⋮
⋮
句
法
也
＝
注
（
３
）
の
出
典
を
示
す
注
。『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』

巻
五
五
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
苕
渓
漁
隠
曰
、
劉
義
落
葉
詩
云
、
返
蟻
難

尋
穴
、
帰
禽
易
見
窠
、
満
廊
僧
不
厭
、
一
片
俗
嫌
多
。
鄭
谷
柳
詩
云
、
半
煙
半

雨
渓
橋
畔
、
間
杏
間
桃
山
路
中
、
会
得
離
人
無
限
意
、
千
糸
万
絮
惹
春
風
。
或

戯
謂
此
二
詩
乃
落
葉
及
柳
謎
子
、
観
者
試
一
思
之
、
方
知
其
善
謔
也
。」
劉
義

の
詩
に
つ
い
て
「
返
ろ
う
と
す
る
蟻
は
（
こ
れ
の
た
め
に
）
穴
を
見
つ
け
づ
ら

く
、
帰
ろ
う
と
す
る
鳥
は
（
こ
れ
の
た
め
に
）
巣
を
見
つ
け
や
す
い
。
廊
に
こ

れ
が
満
ち
て
も
僧
は
厭
わ
な
い
が
、
一
枚
で
も
俗
人
は
嫌
う
こ
と
が
多
い
。
そ

れ
は
落
葉
だ
」
と
い
う
な
ぞ
な
ぞ
の
詩
で
あ
る
、
と
し
、
類
似
の
な
ぞ
な
ぞ
の

詩
と
し
て
鄭
谷
の
「
柳
」
詩
を
挙
げ
る
。
一
方
で
略
し
た
こ
と
を
他
方
で
顕
す

こ
と
を
互
い
に
行
い
、
二
句
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
全
体
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
「
影
略
互
顕
」
と
い
う
が
、
こ
こ
で
の
「
影
略
之
句
法
」
と
は
「
対

句
に
な
る
句
の
一
句
の
み
を
示
し
も
う
一
つ
の
句
を
暗
示
す
る
」あ
る
い
は「
落

葉
と
い
う
こ
と
ば
を
使
わ
ず
に
落
葉
を
暗
示
す
る
」
こ
と
か
。

（
11
）
北
礀
石
楼
序
云
⋮
⋮
同
参
先
讖
＝
校
異
に
示
し
た
よ
う
に
、
寛
永
版
本
で

は
ほ
ぼ
同
文
が
題
注
に
見
え
る
。『
北
礀
文
集
』
巻
五
「
石
楼
序
」
に
「
欓
谷

成
陰
去
、
作
金
鑾
上
客
。
黄
太
史
序
忠
国
師
也
、
不
知
風
葉
擁
趺
、
同
参
先
讖
」

と
あ
る
の
に
拠
る
。
黄
太
史
は
黄
庭
堅
の
こ
と
だ
が
、
南
陽
を
こ
う
評
し
た
か

は
未
詳
。
０
０
９
５
「
擁
葉
」
で
は
『
北
礀
文
集
』
を
よ
り
長
く
引
用
し
て
お

り
、
そ
ち
ら
も
参
照
。

（
12
）
忠
国
師
⋮
⋮
伝
中
無
之
＝
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
に
「
西
京
光
宅
寺
慧
忠

国
師
者
、
越
州
諸
暨
人
也
。
姓
冉
氏
。
自
受
心
印
居
南
陽
白
崖
山
黨
子
谷
、

四
十
余
祀
不
下
山
門
。
道
行
聞
于
帝
里
、
唐
粛
宗
上
元
二
年
勅
中
使
孫
朝
進
、

齎
詔
徵
赴
京
、
待
以
師
礼
。
初
居
千
福
寺
西
禅
院
、
及
代
宗
臨
御
復
迎
止
光
宅

精
藍
」
と
あ
る
（
大
正
蔵
五
一
・
二
四
四
・
ａ
）。

（
13
）
古
語
云
⋮
⋮
行
処
行
＝
丈
夫
の
膝
の
も
と
に
は
黄
金
が
あ
る
（
＝
も
と
も

と
尊
い
も
の
が
あ
る
）
の
だ
か
ら
、
自
分
か
ら
膝
を
折
っ
て
如
来
の
も
と
に
わ

ざ
わ
ざ
行
く
必
要
は
な
い
。「
大
丈
夫
膝
下
有
黄
金
、争
肯
礼
拝
無
眼
長
老
」（『
大

慧
武
庫
』
巻
一
、
大
正
蔵
四
七
・
九
四
九
ｂ
な
ど
）、「
丈
夫
自
有
衝
天
志
、
不

向
如
来
行
処
行
」（『
禅
林
類
聚
』
巻
十
五
、
続
蔵
一
一
七
・
九
〇
ａ
な
ど
）
は

禅
籍
に
よ
く
見
ら
れ
る
句
で
、
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
か
。

（
14
）
底
意
ハ
⋮
⋮
ア
ル
マ
シ
キ
ト
ナ
リ
＝
膝
の
も
と
に
は
黄
金
が
あ
る
の
だ
か

ら
、「
落
葉
」の
詩
の
一
句
目
の
よ
う
に
巣
穴
に
帰
れ
ず
迷
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

（
15
）
膝
下
ニ
⋮
⋮
ト
シ
タ
ソ
＝
足
も
と
を
落
葉
で
覆
う
だ
け
で
な
く
、
焼
い
て

暖
を
と
っ
た
り
も
し
た
ろ
う
が
、（
燃
え
尽
き
て
し
ま
え
ば
）
埋
み
火
も
な
く
、

灰
は
冷
え
冷
え
と
し
た
。

（
16
）
宿
火
モ
⋮
⋮
ソ
ヘ
得
タ
ソ
＝
埋
み
火
も
な
く
な
っ
て
寒
く
な
れ
ば
、
南
陽

が
感
じ
た
寒
さ
を
自
分
も
体
験
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
埋
み
火
も
な
く
な
っ
て
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寒
く
な
り
、
南
陽
は
心
の
中
ま
で
寒
く
な
っ
て
い
る
。

（
17
）
底
意
ハ
⋮
⋮
入
路
ソ
＝
暖
処
は
出
世
（
＝
世
俗
的
な
栄
達
）、
寒
処
は
不
出

世
を
い
う
。
夜
が
深
ま
り
寒
さ
が
つ
の
る
の
が
本
来
の
あ
り
よ
う
で
、
宿
火
が

な
く
て
冷
え
冷
え
と
し
て
い
る
の
は
、
情
理
に
よ
る
認
識
が
つ
き
た
こ
と
を
い

う
。
こ
れ
が
本
来
の
自
分
へ
の
入
り
口
で
あ
る
。

（
17
）
曇
橘
洲
ハ
⋮
⋮
文
章
者
ゾ
＝
注
（
11
）
と
似
た
内
容
を
「
文
章
者
」
と
い

う
語
で
言
っ
て
い
る
。

（
18
）
古
仏
ト
ハ
⋮
⋮
橘
洲
ノ
コ
ト
ソ
＝
Ｂ
句
の
「
古
仏
」
へ
の
注
。
も
と
は
釈

迦
の
こ
と
だ
が
、
古
仏
の
再
来
、
古
仏
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
人
の
意
で
当
代
の

人
に
つ
い
て
も
言
い
、
こ
こ
で
は
橘
洲
の
こ
と
。

（
19
）
焼
香
礼
拝
シ
テ
⋮
⋮
及
ヌ
ソ
＝
Ｃ
・
Ｄ
句
に
つ
い
て
三
つ
の
解
釈
を
併
記

す
る
う
ち
の
一
つ
目
。
焼
香
礼
拝
し
て
、
こ
の
人
の
生
前
の
事
蹟
を
尋
ね
て
も

意
味
が
な
い
。
橘
洲
の
骨
が
黄
金
な
の
だ
か
ら
、
他
を
探
す
に
は
及
ば
な
い
。

（
20
）
又
註
ノ
⋮
⋮
シ
タ
ソ
＝
注
（
９
）
と
同
じ
解
釈
。
Ｄ
句
の
内
容
も
否
定
的

に
と
ら
え
、
橘
洲
の
骨
を
黄
金
と
し
て
あ
り
が
た
が
る
こ
と
は
な
い
。

（
21
）
又
人
々
⋮
⋮
コ
ト
ソ
＝
人
び
と
の
骨
が
す
べ
て
黄
金
な
の
だ
か
ら
、
特
に

低
頭
し
て
求
め
る
必
要
は
な
い
。

０
１
４
０
帰
江
陵
奔
講
師
喪

【
京
大
本
略
註
】

（
140
）
帰
テ二

江
陵
ニ一

奔
ル二

講
師
ノ

喪
＊
モ
ニ一

Ａ
講
シ二

罷
テ

残
経
ヲ一

去
テ

不
レ

回
ラ

Ｂ
石
床
ノ

花
雨
翠
リ

成
スレ

堆
ヲ

Ｃ
天
荒
レ

地
老
テ

重
テ

相
見

Ｄ
眼
ハ

在
テ二

髑
髏
眉
底
ニ一

開
ク

去（
１
）
不
レ

回
者
、
講
師
死
也
。
講（
２
）
得
経
論
称
仏
意
、
則
雨
花
動
地
。
須
菩
提
宴
坐
岩
中＊

。
梁
武
帝
講
放
光
般
若
経＊

時
、
天
雨
二

四
花
ヲ一

等
ノ

事
、
又

西
山
亮
座
主
講
経
時
、
有
雨
花
之
瑞
云
々
。
天（
３
）荒
地
老
者
、
久
義
也
。
眼
（
４
）＊在
ー
ー
者
、
愚
謂
、
直
饒
説
到
二

弥
勒
下
生
一

、
総
是
弄
二

精
魂
一

漢
耳
。

［
傍
注
］

Ｂ　

四（
５
）花
六
動
。

Ｂ
「
翠
」
翠
或
作
積
。
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【
出
典
】

不
明
。『
貞
和
集
』
巻
十
に
あ
り
。

【
校
異
】

＊
喪
︱
喪
︿
或
本
帰
字
上
有
送
人
之
二
字
﹀、
＊
中
︱
中
諸
天
雨
花
、
＊
経
︱
ナ
シ
、
＊
眼
在
～
漢
耳
︱
ナ
シ

【
略
註
鈔
】

（
140
）
帰
レ

江
陵
ニ

奔
二

講
師
ノ

喪
ニ一

帰（
６
）
ノ
上
ニ
送
ル
ト
云
字
在
テ
ヨ
イ
ゾ
。
唐（
７
）
土
テ
ハ
、
ド
ノ
禅
僧

モ
初
メ
ハ
教
者
ニ
依
テ
教
学
ヲ
ス
ル
ソ
。
是
ヲ
受
業
ノ
師
ト
云

ソ
。
サ
ウ
シ
テ
後
ニ
参
レ

禅
ゾ
。
夫
レ
ニ
依
テ
経
意
ヲ
モ
能
ク
窮

ル
ニ
依
テ
、
禅
学
モ
広
イ
ソ
。
日
本
テ
モ
上
代
ニ
ハ
如
レ

此
ア
ツ

タ
ニ
依
テ
、
ヨ
カ
ツ
タ
ソ
。
今
時
ハ
サ
ヤ
ウ
ニ
無
イ
ニ
依
テ
、

錯
リ
カ
多
イ
ソ
。
是
ハ
江
陵
ト
云
処
ヘ
帰
テ
講
師
ノ
喪
ニ
逢
フ

ゾ
。

Ａ
講
シ二

罷
テ

残
経
ヲ一

去
テ

不
レ

回

講
師
ノ
ナ
リ
ゾ
。
此
ノ

間
タ

講
シ
残
シ
タ
経
ヲ
講
シ
罷
テ
死
ナ
レ

タ
ソ
。
去
テ

不
レ

回
ト
ハ
、
死
シ
テ
一
度
去
テ
ハ
不
レ

回
ソ
。
或（
８
）ハ

講
シ
罷
テ
残
スレ

経
ヲ

ト
ヨ
マ
フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
二
重
三
重
テ
何
ン

ト
ヤ
ラ
ウ
シ
タ
ソ
。

Ｂ
石
床
ノ

花ケ

雨
翠
成
スレ

堆
ヲ

此
ノ

間
タ

講
経
ノ

時
キ

花
ナ
カ

雨フ
ツ

タ
カ
、
今
ニ
堆
ヲ
成
シ
テ
ア
ル
ソ
。

雨
花
ノ
コ
ト
ハ
、
梁
ノ

武
帝
放
光
般
若
ヲ
講
セ
シ
ト
キ
モ
雨
レ

花
ヲ

、

西
山
ノ

亮
座
主
講
経
ノ
ト
キ
モ
花
ヲ
雨
シ
、
須
菩
提
説
レ

般
若
ヲ

時

モ
雨
レ

花
ヲ

。
日（
９
）
本
ニ
テ
モ
、
聖
徳
太
子
講
経
ノ
ト
キ
モ
天
花
乱

墜
シ
タ
ソ
。
爰）

10
（

テ
モ
講
師
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
花
ハ
雨
ラ
ス
ト
モ
花

カ
雨
タ
ト
云
カ
作
法
ゾ
。

Ｃ
天
荒
レ

地
老
テ

重
テ

相
見

講）
11
（

師
ハ
死
シ
去
タ
ホ
ト
ニ
、
天
モ

荒
レ
地
モ
老
タ
ソ
。
如
レ

此
云

タ
ト
テ
、
百
年
二
百
年
ニ
成
テ
年
シ

久
イ
デ
ハ
無
ケ
レ
ト
モ
、
死

去
テ
何
ン

ニ
モ
無
イ
処
ヲ
云
ソ
。
爰
ノ
相
見
シ
難
イ
処
テ
相
見
シ

タ
ソ
。
何
ニ
ト
相
見
シ
タ
ソ
ナ
レ
ハ
、

Ｄ
眼
ハ

在
テ二

髑
髏
眉
底
ニ一

開
ク

喜
識
尽
タ
髑
髏
ノ
上
ニ
活
眼
睛
カ
ア
ル
ソ
。
爰
テ
相
見
シ
タ
ソ
。

前）
12
（

ニ
髑
髏
那
畔
重
テ

相
見
、
立
チ

尽
ス

空
山
又
タ

夕
陽
ト
同
意
ソ
。
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【
注
（
140
）】

（
１
）去
不
⋮
⋮
死
也
＝
Ａ
句
後
半
は
講
師
が
死
去
し
た
こ
と
を
言
う
、の
意
。「
去

不
回
」は
一
般
に
何
か
が
立
ち
去
っ
て
戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
死
去
を
意
味
す
る
。『
三
体
詩
』
巻
二
・
崔
曙
「
九
日
登
仙
台
呈
劉

明
府
」
に
「
関
門
令
尹
誰
能
識
、
河
上
仙
翁
去
不
回
」
と
あ
る
の
は
、
漢
の
文

帝
が
『
老
子
』
を
学
ん
だ
と
い
う
仙
人
の
河
上
公
の
こ
と
で
、
当
然
な
が
ら
唐

代
に
は
も
う
い
な
い
。

（
２
）
講
得
⋮
⋮
瑞
云
々
＝
優
れ
た
講
経
を
行
う
と
、
仏
を
感
動
さ
せ
、
天
か
ら

花
が
降
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
。
須
菩
提
の
こ
と
は
『
碧
巌
録
』
巻
一
・
第
六

則
頌
評
唱
に
「
豈
不
見
、
須
菩
提
巌
中
宴
坐
、
諸
天
雨
花
讃
嘆
。
尊
者
曰
、
空

中
雨
花
讃
嘆
、
復
是
何
人
。
天
曰
、
我
是
天
帝
釈
。
尊
者
曰
、
汝
何
讃
嘆
。
天

曰
、
我
重
尊
者
善
説
般
若
波
羅
蜜
多
。
尊
者
曰
、
我
於
般
若
、
未
嘗
説
一
字
、

汝
云
何
讚
歎
。
天
曰
、
尊
者
無
説
、
我
乃
無
聞
、
無
説
無
聞
、
是
真
般
若
。
又

復
動
地
雨
花
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
四
六
ｃ
～
一
四
七
ａ
）、
梁
武
帝
の
こ
と
は

同
じ
く
『
碧
巌
録
』
巻
一
・
第
一
則
本
則
評
唱
に
「
武
帝
甞
披
袈
裟
、
自
講
放

光
般
若
経
、
感
得
天
花
乱
墜
、
地
変
黄
金
」（
同
一
四
〇
ｂ
）
と
あ
る
。
亮
座

主
に
つ
い
て
は
、『
五
灯
会
元
』
巻
三
・
亮
座
主
章
（
続
蔵
一
三
八
・
五
八
ｂ
）

他
に
、
講
経
の
名
手
で
あ
っ
た
が
馬
祖
と
の
問
答
で
そ
の
無
意
味
さ
に
気
づ
い

た
、
と
い
う
逸
話
の
持
ち
主
で
あ
る
が
、
花
が
降
っ
た
と
い
う
話
は
未
詳
。
な

お
注
（
５
）（
９
）
参
照
。

（
３
）
天
荒
⋮
⋮
久
義
也
＝
江
西
龍
派
編
『
新
選
集
』（
唐
か
ら
明
初
の
七
言
絶
句

を
分
類
集
成
し
た
も
の
）
所
収
黄
晋
卿
（
黄
溍
）「
徽
宗
画
木
石
」
に
「
石
辺

古
木
尚
青
枝
、
地
老
天
荒
石
不
知
、
故
国
小
臣
誰
在
者
、
蒼
梧
落
照
不
成
悲
」

と
あ
る
よ
う
に
、
王
朝
の
交
代
な
ど
時
代
の
変
化
を
伴
う
時
間
経
過
を
言
う
場

合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
４
）
眼
在
⋮
⋮
漢
耳
＝
Ｄ
句
の
解
釈
を
示
す
。
た
と
え
弥
勒
が
地
上
に
出
現
す

る
と
き
ま
で
経
を
説
い
て
い
た
と
し
て
も
、
無
駄
に
精
神
を
も
て
あ
そ
ぶ
輩
で

し
か
な
い
、（
髑
髏
に
な
っ
て
無
言
の
法
を
説
く
の
が
よ
い
）
の
意
。『
訓
解
添

足
』
で
は
こ
の
説
を
「
或
謂
」
と
し
（
こ
の
部
分
は
寛
永
版
本
に
な
い
の
で
、

後
人
の
付
加
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
）、「
甚
鑿
」
と
評
す
る
。

（
５
）
四
花
六
動
＝
釈
迦
が
無
量
義
経
を
説
き
終
わ
る
と
天
か
ら
四
種
の
花
が
降

り
、
地
が
六
種
の
震
動
を
し
た
と
い
う
『
妙
法
蓮
華
経
』
序
品
に
描
か
れ
る
奇

瑞
（
六
瑞
の
う
ち
の
二
つ
、大
正
蔵
九
・
二
ｂ
）。
表
現
と
し
て
は
、『
続
高
僧
伝
』

巻
二
十
四
・
法
琳
伝
に
「
演
涅
槃
則
地
現
六
動
、
説
般
若
則
天
雨
四
花
」（
大

正
蔵
五
〇
・
六
三
七
ｂ
）
と
あ
る
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

（
６
）
帰
ノ
上
⋮
⋮
在
テ
ヨ
イ
ゾ
＝
寛
永
版
本
の
割
注
に
あ
る
の
と
同
様
、
か
つ

て
教
え
を
受
け
た
師
の
喪
に
服
す
る
た
め
帰
郷
す
る
僧
を
送
る
偈
と
取
っ
た
ほ

う
が
よ
い
、
の
意
。

（
７
）
唐
土
テ
ハ
⋮
⋮
多
イ
ソ
＝
中
国
に
お
い
て
は
教
・
律
・
禅
が
併
存
し
て
そ

れ
ら
を
兼
修
す
る
の
に
対
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、
昔
は
天
台
・
真
言
等
の
寺

院
（
あ
る
い
は
兼
修
の
寺
院
）
で
基
礎
的
な
学
問
を
身
に
つ
け
た
上
で
禅
宗
に

入
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
後
禅
宗
専
門
の
寺
院
が
全
国
に
広
が
り
、
は

じ
め
か
ら
そ
こ
で
修
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
知
識
が
狭
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
い
う
歴
史
的
認
識
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
南
北
朝
時
代
あ
た



二
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湖
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り
を
境
と
し
て
変
化
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
（
堀

川
貴
司
「
五
山
僧
に
見
る
中
世
寺
院
の
初
期
教
育
」『
続
五
山
文
学
研
究　

資

料
と
論
考
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
、
参
照
）。

（
８
）
或
ハ
⋮
⋮
シ
タ
ソ
＝
二
字
・
二
字
・
三
字
そ
れ
ぞ
れ
に
動
詞
句
と
し
て
読

む
と
く
ど
く
な
る
、
の
意
か
。『
訓
解
添
足
』
は
「
講
罷ヤ
ミ
残
レコ
ス
経
ヲ
之
心
也
、

然
レ
ト
モ
此
ノ
点
甚
タ
砕ク
ダ
ケ
タ
リ
也
」
と
し
て
、解
釈
と
し
て
は
「
或
」
の
説
を
採
る
が
、

訓
読
と
し
て
は
リ
ズ
ム
が
悪
い
と
す
る
。

（
９
）
日
本
ニ
⋮
⋮
乱
墜
シ
タ
ソ
＝
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』（
続
群
書
類
従
八
上
）
推

古
十
四
年
（
六
〇
六
）
太
子
三
十
五
歳
の
記
事
に
、
太
子
が
天
皇
に
命
ぜ
ら
れ

て
『
勝
鬘
経
』
を
三
日
間
講
じ
た
と
こ
ろ
、
夜
に
蓮
華
が
降
っ
て
地
に
積
も
っ

た
た
め
、
天
皇
が
そ
の
場
所
に
寺
院
を
建
立
さ
せ
た
、
そ
れ
が
橘
寺
だ
（「
講

竟
之
夜
、
蓮
花
夜
零
。
花
長
二
三
尺
、
而
溢
方
三
四
丈
之
地
。
明
旦
奏
之
、
天

皇
太
奇
、
車
駕
而
覧
之
、
即
於
其
地
、
誓
立
寺
堂
。
是
今
橘
寺
也
」）
と
い
う

話
が
載
る
。『
元
亨
釈
書
』
巻
十
五
・
聖
徳
太
子
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
逸
話
が

載
る
。

（
10
）
爰
テ
モ
⋮
⋮
作
法
ソ
＝
講
経
の
形
容
と
し
て
、
実
際
に
そ
う
い
う
こ
と
は

な
く
て
も
こ
う
表
現
す
る
の
が
偈
の
作
法
で
あ
る
、
と
の
意
。

（
11
）
講
師
ハ
⋮
⋮
相
見
シ
タ
ソ
＝
注
（
３
）
と
は
異
な
り
、
Ｃ
句
前
半
を
時
間

の
経
過
で
は
な
く
一
種
の
心
象
風
景
と
と
る
。
後
半
お
よ
び
Ｄ
句
は
、注
（
４
）

同
様
、（
生
き
て
経
を
説
く
よ
り
も
）
死
ん
で
髑
髏
と
な
っ
た
こ
と
で
却
っ
て

活
き
活
き
と
し
た
禅
定
力
を
得
た
師
と
相
見
し
た
、
と
す
る
も
の
。「
喜
識
尽

タ
髑
髏
ノ
上
ニ
活
眼
睛
カ
ア
ル
ソ
」
は
『
碧
巌
録
』
第
二
則
・
頌
お
よ
び
そ
の

著
語
「
髑
髏
識
尽
喜
何
立
︹
棺
木
裏
瞠
眼
、（
下
略
）︺」（
大
正
蔵

四
八
・
一
四
二
ａ
）
を
踏
ま
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
０
１
１
８
松
下
枯
髏
に

詳
し
い
。

（
12
）
前
ニ
⋮
⋮
同
意
ソ
＝
０
０
６
２
悼
大
虚
蔵
主
の
Ｃ
・
Ｄ
句
と
同
様
、
死
ん

だ
後
に
見
え
て
い
る
風
景
こ
そ
教
え
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
。

０
１
４
１
涅
槃

【
京
大
本
略
註
】

（
141
）
涅
槃

Ａ
臨
テレ

行
ニ

特ど
く

地
ニ

手
ラ

摩
スレ

胸
ヲ

Ｂ
死
活
都
来
一
款
ニ

供
ス

Ｃ
明
日
ハ

即
無
今
日
ハ

有

Ｄ
桃
花
開
ケ

尽
テ

杏
花
紅
ナ
リ



二
六

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

世＊（
１
）

尊
臨
レ

入
二

涅
槃
一

、摩
レ

胸
告
レ

衆
云
、若
謂
二

我
滅
度
一

、非
二

吾
弟
子
一

、若
謂
二

我
不
滅
度
一

、亦
非
シ二

吾
弟
子
一

。
時
百
億
ノ

衆
悉
皆
契カ
イ

悟
、云
々
。

款（
２
）者
、
白
状
也
。
又（
３
）、
世
尊
告
レ

衆
曰
、
今
日
即
有
、
明
日
即
無
、
汝
等
善
観
二シ
テ

吾
紫
磨
金
色
ノ

身
ヲ一

、
瞻
仰
シ
テ

取
レレ

足
レ
ル
コ
ト
ヲ

、
勿
レレ

令
二ル
コ
ト

後
悔ケ
一

、

云＊

々
。

［
欄
外
注
］

今（
４
）日
明
日
之
語
、
与
滅
度
不
滅
度
之
語
、
皆
是
一
款
之
白
状
也
。

桃（
５
）花
杏
花
之
開
落
、
乃
是
法
身
常
住
之
正
体
也
。
大
龍
山
花
澗
水
一
般
乎
。

［
傍
注
］

Ｄ
句　

堅
固
法
身
。

【
出
典
】

典
拠
未
詳
。
但
し
明
版
『
禅
宗
雑
毒
海
』（
39
）
に
あ
り
。

【
校
異
】

＊
（
な
し
）
︱
堅
固
法
身　
　

＊
云
々
︱
云
々
又
云
今
日
明
日
之
語
与
滅
度
不
滅
度
之
語
皆
是
一
款
之
白
状
也

【
略
註
鈔
】

（
141
）
涅
槃

仏（
６
）
ノ
涅
槃
、
色
々
ノ
説
ア
リ
。
七
十
九
テ
入
滅
ト
モ
云
イ
、
満

八
十
ト
モ
ア
リ
、
八
十
一
ト
モ
ア
ル
ソ
。
人
ノ
定
命
ハ
、
上
寿

ハ
百
二
十
、
中
寿
ハ
八
十
、
下
寿
ハ
六
十
也
。
仏
ハ
、
中
道
ヲ

ト
リ
玉
ヘ
ハ
、
八
十
入
滅
必
定
ナ
ル
ベ
シ
。
天
竺
ハ
、
東
土
ト
、

支
干
ガ
替
ル
ホ
ト
ニ
、
詳
ニ
知
レ
サ
ル
ナ
リ
。
仏（
７
）
ハ
、
蠱
ノ
卦

ト
モ
、
鼎
ノ
卦
ト
モ
云
ヘ
ト
モ
、
実
ニ
ハ
知
レ
サ
ル
ナ
リ
。

Ａ
臨
テレ

行
ニ

特
地
ニ

手
ラ

摩
スレ

胸
ヲ

世
尊
ノ
行
ニ
臨
テ
、
忽
チ
手
ヲ
以
テ
胸
ヲ
摩
シ
テ
、
吾
紫
磨
金

色
ノ
身
ヲ
、
能
ク
観
ヨ
。
若
シ

謂
バ二

我
滅
度
ト一

、
非
二

吾
弟
子
ニ一

、
若

謂
ハ二

我
不
滅
度
ト一

、
亦
タ

非
二

吾
カ

弟
子
ニ一

ト
ヲ
シ
ナ
ツ
タ
ハ
、

Ｂ
死
活
都
来
一
款
ニ

供
ス

死（
８
）
活
ノ
二
ツ
ヲ
、
一
時
ニ
白
状
シ
タ
コ
ト
ヨ
。
滅
不
滅
ノ
二
ツ



二
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ヲ
云
イ
立
テ
、滅
不
滅
ニ
落
ヌ
肝
要
ノ
処
ヲ
、白
状
シ
タ
コ
ト
ゾ
。

Ｃ
明
日
ハ

即
無
今
日
有

今（
９
）
日
ハ
則
有
、
明
日
ハ
無
ト
云
ワ
ウ
ケ
レ
ト
モ
、
声
ヲ
ヨ
ク
セ

ウ
ト
テ
、
明
日
ヲ
先
キ
ニ
云
ソ
。
今
日
ハ
有
、
明
日
ハ
無
ノ
上

ヘ
ニ
、不
生
不
滅
ノ
道
理
ガ
ア
ル
ゾ
。
其
レ
ハ
、ナ
ン
ゾ
ナ
レ
ハ
、

Ｄ
桃
花
開
キ

尽
テ

杏
花
紅
ナ
リ

不）
10
（

レ

渉
レ

不
滅
ニ

、
法
身
常
住
ノ
体
也
。
大
龍
ニ

、
僧
問
フ

、
色
身
ハ

敗
壊
ス

、
如
何
カ

是
レ

堅
固
法
身
ト
問
ヘ
ハ
、
山
花
開
ケ
テ

似
レ

錦
ニ

、

澗
水
湛
テ

如
レ

藍
ノ

、
ト
同
心
ソ
。

【
注
（
141
）】

（
１
）
世
尊
臨
入
涅
槃
⋮
⋮
百
億
衆
契
悟
云
々
＝
Ａ
Ｂ
句
の
注
。『
禅
林
類
聚
』
巻

十
三
「
遷
化
」
の
項
に
「
世
尊
於
涅
槃
會
上
、
以
手
摩
胸
告
衆
云
、
汝
等
善
觀

吾
紫
磨
金
色
之
身
、
瞻
仰
取
足
、
勿
令
後
悔
。
若
謂
吾
滅
度
、
非
吾
弟
子
、
若

謂
吾
不
滅
度
、
亦
非
吾
弟
子
。
時
百
萬
億
衆
、
悉
皆
契
悟
。」（
続
蔵

一
一
七
・
八
〇
ｂ
）
と
見
え
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
に
「
世
尊
臨
入
涅

槃
、
以
手
摩
胸
、
普
告
人
天
衆
云
、
汝
等
諦
観
吾
紫
磨
金
色
之
身
、
瞻
仰
取
足
、

莫
令
後
悔
。
若
言
吾
滅
度
、
非
吾
弟
子
、
若
言
吾
不
滅
、
亦
非
吾
弟
子
」（
続

蔵
一
一
五･

一
二
ｄ
）
と
あ
る
。
複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
合
糅
抄
出
の
可
能
性
が

あ
る
。
或
い
は
、
東
陽
英
朝
が
参
照
可
能
な
、
こ
の
一
文
を
含
む
抄
出
テ
キ
ス

ト
が
存
在
し
た
の
か
と
も
推
察
す
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頌
は
、
二
月

十
五
日
の
涅
槃
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
か
。

（
２
）
款
者
白
状
也
＝
「
款
」
は
、「
款
状
」
と
同
意
、
口
述
書
、
罪
状
を
記
し
た

調
書
の
意
。
宋
代
に
お
け
る
法
律
用
語
「
拠
款
結
案
」（
自
白
に
よ
っ
て
判
決

を
下
す
）
が
、
転
じ
て
禅
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
一
例
。『
碧
巌
録
』
第
一
則

頌
古
評
唱
「
大
凡
頌
古
只
是
繞
路
説
禅
、
拈
古
大
綱
拠
款
結
案
而
已
」（
大
正

蔵
四
八
・
一
四
一
ａ
）
と
見
え
る
。『
碧
巌
録
不
二
鈔
』
は
、「
拠
款
結
案
︿
楞

伽
云
ク
、
款
者
、
情
款
ナ
リ
也
。
又
誠
款
ナ
リ
也
。
以
テ
窮
レメ
テ
其
ノ
情
ヲ
而
見
二ル
ナ
リ

其
ノ
誠
ヲ一
也
。
此
乃
世
間
有
司
吏
牘
ノ
之
語
ニ
、
其
司
ノ
有
レ
訟
レ
事
ヲ
者
ノ
、
必
ス

究
二
其
ノ
彼
此
ノ
之
人
情
口
款
ヲ一
、
以
テ
筆
レシ
テ
之
ヲ
名
ク二
案
牘
一
。
又
ハ
曰
レ
公
案
。

其
ノ
訟
ル
者
ノ
、
或
ハ
三
年
五
年
乃
至
十
年
二
十
年
、
有
テ二
未
タレ
了
セ
者
ノ
、
而
シ
テ
後

忽
有
テ二
慶
明
ノ
官
断
レハ
ル
之
ヲ
、
則
検
閲
ス
ル
ニ
自
レ
初
起
ノ
因
一
并
ア
ワ
セ
テ
中
間
ノ
節
々
案



二
八

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

牘
ノ
事
ヲ一
、
深
ク
究
二
其
ノ
情
而
覈
其
ノ
誠
一
、
以
断
ルレ
之
ヲ
。
謂
二
之
ヲ
ー
ー
ー
ー
ト一
」

と
注
す
る
。

（
３
）
又
世
尊
告
衆
曰
⋮
⋮
勿
令
後
悔
云
々
＝
宋
代
禅
者
の
涅
槃
会
の
上
堂
語
に

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
癡
絶
道
沖
語
録
』
巻
二
に
「
書
辞
衆
上
堂

曰
、
世
尊
臨
入
涅
槃
、
告
衆
云
、
汝
等
善
観
吾
紫
磨
金
色
之
身
、
瞻
仰
取
足
、

無
令
後
悔
。
今
日
即
有
、
明
日
即
無
」（
続
蔵
一
二
一･

二
八
三
ａ
）
と
見
え

る
の
が
一
例
で
あ
る
。
無
著
道
忠
『
訓
解
添
足
』
は
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
巻

一
、「
遺
教
品
一
」
以
下
の
一
文
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

語
が
、
阿
泥
楼
逗
が
発
し
た
言
葉
に
由
来
し
、
釈
尊
の
入
滅
を
悲
歎
す
る
阿
難

に
対
し
て
慰
撫
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
こ
と
が
解
る
。「
尓
時
、
阿
泥
楼
逗
安

慰
阿
難
、
軽
其
愁
心
、
而
語
之
言
、
咄
哉
、
何
為
愁
苦
。
如
来
涅
槃
時
至
、
今

日
雖
有
、
明
旦
則
無
。
汝
依
我
語
、
諮
啓
如
来
、
如
是
四
問
」（
大
正
蔵

一
二
・
九
〇
〇
ａ
）。『
大
蔵
一
覧
』
巻
一
に
も
同
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
今
日
明
日
之
語
⋮
⋮
皆
是
一
款
之
白
状
也
＝
釈
尊
入
滅
の
時
の
語
で
あ
る
、

「
今
日
私
は
存
在
し
、明
日
は
存
在
し
な
い
、能
く
我
が
肉
身
を
礼
拝
頂
戴
し
て
、

後
悔
し
な
い
よ
う
に
せ
よ
」
と
い
う
語
と
、「
私
が
入
滅
し
た
と
云
え
ば
、
も

は
や
お
ま
え
た
ち
は
弟
子
で
は
な
い
、
滅
度
し
て
い
な
い
と
云
え
ば
、
そ
れ
も

又
わ
が
弟
子
で
は
な
い
」
と
い
う
語
と
は
、
共
に
一
通
の
自
白
調
書
で
あ
る
の

意
。『
夾
山
鈔
』
は
、「
旧
註
ニ
云
、
桃
花
開
ケ
了
テ
杏
花
紅
ト
ハ
者
、
世
尊
ノ
曰
、

今
日
ハ
有
明
日
ハ
無
ノ
之
謂
ナ
リ
也
。
続
云
、
如
レナ
ル
ト
キ
ハ
是
ノ
、
則
只
是
レ
俗
詩
ノ
之

義
理
ナ
リ
也
。
非
スレ
禅
頌
ニ
ハ
也
」
と
注
す
る
。

（
５
）
桃
花
杏
花
之
⋮
⋮
山
花
澗
水
一
般
乎
＝
涅
槃
会
（
二
月
十
五
日
）
の
現
前

の
情
景
。
桃
の
花
は
咲
い
て
は
散
り
、
連
綿
と
し
て
杏
の
花
も
同
様
に
咲
い
て

は
散
り
ゆ
く
。
爛
漫
に
百
華
花
咲
き
、時
移
ろ
い
て
散
り
ゆ
く
す
が
た
こ
そ
が
、

諸
法
実
相
で
あ
り
、法
身
常
住
そ
の
も
の
だ
、の
意
。『
碧
巌
録
』
第
八
二
則
「
本

則
」
に
、「
挙
、
僧
問
大
龍
、
色
身
敗
壊
、
如
何
是
堅
固
法
身
︿
話
作
両
橛
。

分
開
也
好
﹀。
龍
云
、山
花
開
似
錦
、澗
水
湛
如
藍
︿
無
孔
笛
子
、撞
著
氈
拍
板
。

渾
崙
擘
不
破
。
人
従
陳
州
来
、却
往
許
州
去
﹀。」（
大
正
蔵
・
四
八
・
二
〇
八
ａ
）。

人
の
肉
体
は
滅
び
去
る
、
永
遠
常
住
な
る
法
身
と
は
何
か
。（
春
来
た
っ
て
）

山
に
花
開
い
て
錦
を
な
し
、谷
川
の
水
は
揺
蕩
い
深
く
澄
ん
だ
藍
の
色
を
増
す
、

そ
の
す
が
た
こ
そ
が
移
ろ
わ
ぬ
真
実
人
体
だ
、の
意
。
Ｄ
句
傍
注
「
堅
固
法
身
」

に
関
連
す
る
注
。『
訓
解
添
足
』
は
、
花
々
の
相
続
（
開
落
）
を
常
住
法
身
の

意
に
取
る
の
は
邪
解
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
。

（
６
）仏
ノ
涅
槃
⋮
⋮
知
レ
サ
ル
ナ
リ
＝
釈
尊
涅
槃
の
世
寿
に
つ
い
て
は
、「
七
十
九

歳
」「
八
十
歳
」「
八
十
一
歳
」
等
諸
説
が
あ
り
、ま
た
人
の
寿
命
に
つ
い
て
「
上

寿
百
二
十
歳
」「
中
寿
八
十
歳
」「
下
寿
六
十
歳
」
と
も
言
わ
れ
る
。
釈
尊
の
生

涯
は
「
中
道
」
の
生
き
方
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
や
八
十
歳
入
滅
に
違
い
な
い
、

の
意
。『
祖
庭
事
苑
』
巻
四
「
七
十
九
」
の
項
に
、「
七
十
九
、
或
云
八
十
一
、

或
云
七
十
三
、
互
出
不
同
、
各
有
所
主
。
七
十
九
、
謂
不
敢
競
世
尊
之
寿
也
。

八
十
一
。
将
晦
隠
於
中
巌
、預
為
十
年
之
約
。
然
師
実
示
寂
於
七
十
三
歳
」（
続

蔵
一
一
三
六
一
ｃ
）
と
見
え
る
。
釈
尊
の
「
世
寿
七
十
九
歳
」
説
は
、『
翻
訳

名
義
集
』
巻
一
「
周
第
六
主
穆
王
満
五
十
二
年
壬
申
之
歳
二
月
十
五
日
、
仏
年

七
十
九
、
方
始
滅
度
」（
大
正
蔵
五
四
・
一
一
〇
〇
ｃ
）
と
あ
り
、『
勅
修
百
丈

清
規
』
巻
二
等
に
見
え
る
。「
世
寿
八
十
才
」
説
は
、
例
え
ば
『
大
唐
西
域
記
』



二
九

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

巻
六
に
「「
聞
諸
先
記
曰
、仏
以
生
年
八
十
、吠
舎
佉
月
後
半
十
五
日
入
般
涅
槃
、

当
此
三
月
十
五
日
也
」と
見
え
る
。
因
み
に『
一
休
咄
』巻
三
第
三
話
に
は
、「
む

か
し
釈
尊
八
十
三
、
跋
提
河
に
お
ゐ
て
涅
槃
に
入
る
」
と
あ
る
。
上
寿
・
中
寿
・

下
寿
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
甄
正
論
』
巻
二
に
「
寿
有
三
等
、
上
寿
百
二
十

歳
、
中
百
歳
、
下
寿
八
十
歳
」（
大
正
蔵
五
二
・
五
六
六
ｂ
）
と
あ
り
、『
法
華

経
疏
』
巻
一
「
随
喜
功
德
品 
十
八
」
に
「
仏
在
時
、上
寿
百
二
十
、中
寿
百
歳
、

下
寿
八
十
、
欲
顕
命
難
保
故
、
以
下
寿
為
其
量
」（
大
正
蔵
八
五
・
一
八
五
ａ
）

と
見
え
る
。

（
７
）
仏
ハ
蠱
ノ
卦
ト
モ
⋮
⋮
実
ニ
ハ
知
レ
サ
ル
ナ
リ
＝
典
拠
未
詳
。
般
涅
槃
の

干
支
の
こ
と
を
云
う
か
。『
易
経
』「
鼎
卦
」
に
「
聖
人
亨
、
以
享
上
帝
」
と
あ

り
、
聖
賢
の
意
を
含
み
、『
易
経
』「
蠱
卦
」
に
「
上
九
、
不
事
王
侯
、
高
尚
其

事
」
と
見
え
、
隠
者
が
世
俗
を
離
れ
て
節
操
を
保
つ
こ
と
の
謂
と
す
る
。

（
８
）
死
活
ノ
二
ツ
⋮
⋮
白
状
シ
タ
コ
ト
ゾ
＝
釈
尊
の
涅
槃
に
入
る
と
き
の
言
葉

は
、
一
度
に
生
死
に
つ
い
て
自
白
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
滅
不
滅
」
を
取
り
上

げ
た
こ
と
も
、そ
の
二
辺
相
対
に
渉
ら
な
い
こ
と
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
、

自
ら
白
状
し
た
も
の
で
あ
る
、
の
意
。
注
（
１
）（
３
）
参
照
。

（
９
）
今
日
ハ
則
有
⋮
⋮
ヲ
先
キ
ニ
云
ソ
＝
詩
の
平
仄
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
典

拠
の
語
順
を
変
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
10
）
不
渉
不
滅
⋮
⋮
ト
同
心
ソ
＝
注
（
５
）
参
照
。

０
１
４
２
題
友
人
行
巻

【
京
大
本
略
註
】

（
142
）
題
ス二

友
人
ノ

行

カ
ウ
ク
ワ
ン
・
ア
ン
ケ
ン

巻

ニ一

平（
１
）生
行
脚
之
時
、
所
作
頌
詩
等
編
之
名＊

二

行
巻
一

也
。
這（
２
）友
人
恐
是
洞
下
之
僧
乎
。

Ａ
山
行
水
宿
幾
ク

辛
苦
ソ

Ｂ
雪
韻
霜
詞
逈ハ
ル
カ
ニト

シ
テ

不
レ

同
ラ

Ｃ
誰
カ

把
テ二

金
梭
ヲ一

横
フ二

玉
線
ヲ一

Ｄ
織
成
ス

十
丈
ノ

錦
通
紅

通（
３
）紅
者
、
扶
桑
日
出
時
、
山
河
大
地
之
草
木
花
、
雑
色
而
相
照
。
蜀
人
、
見
レ

之
始
織
二

出
錦
一

也
。
逈（
４
）不

レ

同
者
、
友
人
ノ

詞
語
、
比
二

世
俗
文

字
一

、
則
太
別
調
也
。
晋（
５
）
列
女
伝
載
、
竇
滔
妻
蘇
氏
、
織
錦
、
為
回
文
璇
璣
図
詩
、
以
贈
滔
。
宛
転
循
環
以
読
レ

之
、
詞
甚
凄
惋
ニ
シ
テ

、
凡

八
百
四
十
字
云
々
。
世
謂
之
回
文
錦
字
詩
。
竇
滔
被
徙
流
沙
。
蘇
氏
思
之
云
々
。
古（
６
）語
云
、
鴛
鴦
綉
出
任
君
看
、
不
把
金
針
度
与
人
。



三
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

［
欄
外
注
］

円（
７
）悟
五
家
宗
要
、
曹
洞
則
君
臣
合
道
、
偏
正
相
資
、
鳥
道
玄
途
、
金
針
玉
線
。
人
天
眼
目
。
回
互
之
機
。
正（
８
）宗
賛
、
洞
山
价
賛
云
、
金
針
玉
線
、

暗
ニ

通
二

錦
縫
之
千
重
ヲ一

云
々
。

金（
９
）線
玉
線
、
曹
洞
下
之
語
脈
也
。
又
錦
縫
重
々
開
。

［
傍
注
］

Ｂ
「
雪
韻
」
粛
也
。「
霜
詞
」
厳
也
。「
逈
不
同
」
風
韻
天
然
不
凡
之
謂
也
。

Ｄ
「

）
10
（

錦
通
紅
」
ー
ー
ー
ハ
、
裡
モ
表
モ
ナ
ク
ヲ
ル
ヲ
云
。

【
出
典
】

未
詳
。

【
校
異
】

＊
名
行
巻
︱
ナ
シ

【
略
註
鈔
】

（
142
）
題
ス二

友
人
ノ

行ア
ン
ケ
ン巻
ニ一

平
生
行
脚
ノ
ト
キ
作
ル
詩
ヤ
頌
ヲ
行
巻
ニ
書
テ
、
憩
蔵
主
ニ
跋

ヲ
請
也
。
此
友
人
ハ
金
梭
玉
線
ノ
沙
汰
ガ
ア
ル
ホ
ト
ニ
洞
下
ノ

僧
歟
。

Ａ
山
行
水
宿
幾
ク

辛
苦

行
脚
ノ
体
ソ
。

Ｂ
雪
韻
霜
詞
逈
ト
シ
テ

不
レ

同

霜
雪
ノ
如
ク
潔
イ
文
章
ヂ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
尋
常
ト
ハ
遠
シ
テ
不
レ

同

ソ
。
逈）

11
（

ハ

、韻
会
ニ
寥
遠
也
。
又
露
逈
々
ノ
ト
キ
ハ
、分
明
ノ
義
也
。

Ｃ
誰
把
テ二

金
梭
ヲ一

横
テ二

玉
線
一

Ｄ
織
成
ス

十
丈
ノ

錦
通
紅

誰）
12
（

カ
サ
テ
、
金
梭
ヲ
取
テ
玉
線
ヲ
横
ヘ
テ
、
十
丈
斗
リ
ノ
紅
ナ

錦
ヲ
ハ
織
リ
出
シ
タ
ソ
。
通
紅
ト
ハ
、
通
身
マ
デ
マ
ツ
カ
ナ
ト

云
義
。
通
紅
火
ト
云
モ
、
面
テ

通
紅
ト
云
モ
同
シ
コ
ト
ソ
。
爰
テ

ハ
文
章
ノ
潔
イ
ヲ
ホ
メ
タ
ナ
リ
。
曹
洞
ハ
回
互
カ
肝
要
チ
ヤ
ホ



三
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

ト
ニ
、
金
梭
玉
線
ノ
沙
汰
ヲ
ス
ル
ソ
。
註
ニ
錦
通
紅
ト
云
ヨ
リ
、

錦
字
ノ
詩
ノ
コ
ト
ヲ
引
イ
タ
ソ
。

【
注
（
142
）】

（
１
）
平
生
行
脚
⋮
⋮
名
行
巻
也
＝
行
巻
の
解
説
。『
啓
蒙
抄
』
に
も
「
行
巻
、
行

脚
之
日
所
巻
舒
之
詩
文
草
稿
也
」
と
見
え
る
。
な
お
『
梅
花
無
尽
蔵
』「
答
邵

菴
閣
下
之
書
」
に
「
想
閣
下
于
詩
于
歌
、
有
幾
多
潤
色
行
巻
也
」
の
例
が
見
え

る
。
行
巻
と
は
も
と
唐
代
に
科
挙
に
臨
む
者
が
自
作
の
詩
文
を
認
め
、
詩
文
の

才
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
あ
ら
か
じ
め
有
力
者
に
贈
っ
て
い
た
も
の
を
言
う
。

後
、
禅
僧
の
間
に
広
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。︻
補
説
︼
参
照
。

（
２
）
這
友
人
⋮
⋮
僧
乎
＝
詩
に
使
用
さ
れ
る
表
現
が
、
曹
洞
宗
の
代
表
的
な
宗

旨
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
友
人
を
曹
洞
宗
禅
僧
と
推
定
し
て
い

る
も
の
。『
略
註
鈔
』
の
題
註
も
こ
れ
に
同
じ
。（
７
）（
８
）（
９
）
参
照
。

（
３
）通
紅
者
⋮
⋮
織
出
錦
也
＝
出
典
未
詳
。『
古
今
事
文
類
聚
続
集
』巻
二
一「
衣

衾
部
／
錦
繍
」
項
に
諸
種
の
錦
の
由
来
を
載
せ
る
が
、
注
本
文
と
同
旨
の
も
の

は
見
え
な
い
。
な
お
通
紅
の
表
現
は
禅
録
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
火
葬
の

際
、タ
イ
マ
ツ
の
明
々
と
燃
え
る
様
を
い
う
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。『
碧
巌
録
』

巻
十
「
跋
」、「
予
謂
、
当
杲
上
座
灼
然
秉
炬
時
、
煉
得
故
紙
通
紅
、 

何
縁
密
室

通
風
」（
大
正
蔵
四
八
・
二
二
五
ｂ
）、『
大
慧
語
録
』「
二
祖
安
心
。
頌
云
、
覓

心
無
処
更
何
安
、
嚼
碎
通
紅
鐵
一
団
、
縦
使
眼
開
張
意
気
、
争
如
不
受
老
胡
謾
」

（
大
正
蔵
四
七
・
八
五
〇
ｃ
）
等
。
な
お
東
陽
英
朝
『
少
林
無
孔
笛
』
巻
四
「
鏡

空
宗
有
信
女
下
火
」
の
語
に
、「
咄
。
挙
火
把
云
、
死
灰
掃
出
錦
通
紅
。
心
地

木
叉
光
彩
穠
」（
大
正
蔵
八
一
・
三
九
二
ｃ
～
三
九
三
ａ
）
と
見
え
る
。

（
４
）
逈
不
同
者
⋮
⋮
太
別
調
也
＝
Ｂ
句
の
注
。
友
人
の
詩
語
は
雪
韻
霜
詞
に
し

て
世
俗
の
詩
文
に
比
べ
て
は
る
か
に
特
別
で
す
ば
ら
し
い
と
の
意
。
別
調
は
音



三
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

楽
の
調
子
が
他
に
異
な
っ
て
す
ぐ
れ
秀
で
て
い
る
こ
と
。「
逈
不
同
」
の
傍
注

も
こ
の
意
に
取
る
。
な
お
『
正
字
通
』
に
「
迥
、
与
泂
音
義
通
、
俗
作
逈
」
と

見
え
る
。
雪
韻
・
霜
詞
に
つ
い
て
は
傍
注
に
見
え
る
よ
う
に
厳
・
粛
と
捉
え
る
。

数
え
き
れ
ぬ
辛
苦
を
経
験
し
て
き
た
修
行
者
ゆ
え
の
詩
語
の
峻
厳
さ
を
称
揚
す

る
も
の
。『
訓
解
添
足
』
に
「
一
二
ノ
句
、為
二メ
ニ
訪
道
一
、行
二
山
路
ヲ一
宿
二
水
隈
ニ一
、

其
辛
苦
不
レ
可
レ
数
也
。
其
喫
レ
苦
所
ノレ
吐
韻
調
、
清
冷
如
二
雪
霜
一
、
与
二
世
俗
ノ

文
字
一
太
別
也
」
と
見
え
る
。

（
５
）
晋
列
女
伝
⋮
⋮
思
之
云
々
＝
『
晋
書
』
巻
九
十
六
「
列
女
伝
」
に
所
載
す

る
蘇
蕙
作
回
文
詩
の
故
事
。
蘇
蕙
は
四
世
紀
中
頃
の
人
。
夫
竇
滔
が
秦
州
刺
史

と
し
て
前
秦
の
皇
帝
苻
堅
に
仕
え
て
い
た
が
、
左
遷
さ
れ
た
こ
と
を
悲
し
み
、

夫
を
慕
っ
て
回
文
詩
を
錦
に
織
り
込
み
夫
に
贈
っ
た
。
そ
れ
は
縦
横
二
九
字
×

二
九
字
＝
八
四
一
字
か
ら
成
る
五
色
の
錦
地
で
、璇
璣
図
詩
と
呼
ば
れ
る
。『
古

今
事
文
類
聚
後
集
』
巻
十
四
「
夫
婦
／
織
回
文
詩
」
に
「
晋
ノ
竇
滔
カ
妻
蘇
氏
、

名
ハ
蕙
、
字
ハ
若
蘭
。
滔
符
堅
カ
時
ニ
為
二
秦
州
ノ
刺
史
ト一
、
被
レ
徙
二
流
沙
ニ一
。
蕙
、

思
テレ
之
ヲ
織
テレ
錦
ヲ
、為
テ二
回
文
璇
図
ノ
詩
ヲ一
、以
テ
贈
ルレ
滔
ニ
。
宛
転
循
環
シ
テ
以
テ
続
ク
、

之
辞
甚
凄
惋
。
凡
八
百
四
十
字
」
と
見
え
、
注
本
文
は
こ
れ
に
近
い
。
こ
の
璇

璣
図
詩
に
よ
っ
て
Ｄ
句
を
解
釈
す
る
も
の
だ
が
、『
訓
解
添
足
』
は
「
今
此
ノ

処
ノ
註
ニ
引
二
錦
字
ノ
詩
ノ
縁
ヲ一
者
、
非
也
」
と
す
る
。
な
お
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
、

「
便
面
」（
扇
面
）
と
題
す
る
「
回
文
錦
字
美
人
詩
、
尚
有
繅
残
機
上
糸
、
染
出

柳
條
千
尺
緑
、
風
前
続
欲
識
相
思
」
と
い
う
詩
が
見
え
る
。

（
６
）
古
語
云
⋮
⋮
度
与
人
＝
『
禅
語
辞
典
』
で
は
「
お
し
ど
り
を
刺
繡
し
お
わ
っ

た
巧
み
さ
は
ど
う
ぞ
ご
覧
な
さ
い
。
し
か
し
手
な
み
は
見
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も

コ
ツ
は
示
し
よ
う
が
な
い
。
元
好
問
「
論
詩
」
に
も
用
い
ら
れ
、『
朱
子
語
類
』

一
〇
四
に
も
引
か
れ
る
諺
」と
説
明
さ
れ
る
。『
碧
巌
録
』四
十
則
本
則
著
語（
大

正
蔵
四
八
・
一
七
八
ａ
）
は
じ
め
禅
録
に
散
見
さ
れ
る
。
も
と
誰
の
語
に
よ
る

も
の
か
未
詳
。

（
７
）
円
悟
⋮
⋮
回
互
之
機
＝
『
人
天
眼
目
』
巻
六
「
円
悟
五
家
宗
要
」
の
曹
洞

の
項
（
大
正
蔵
四
八
・
一
ａ
）
に
同
文
が
見
え
る
。
回
互
之
機
と
は
君
臣
・
偏

正
等
、
主
客
が
自
在
に
回
互
転
換
す
る
は
た
ら
き
へ
の
注
者
の
コ
メ
ン
ト
。

（
８
）
正
宗
賛
⋮
⋮
千
重
云
之
＝
『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
「
曹
洞
宗
洞
山
悟
本
禅
師
」

章
に
「
金
針
玉
線
、
暗
通
錦
縫
之
千
重
。
石
女
木
人
、
密
付
宝
鏡
之
三
昧
」（
続

蔵
一
二
五
・
四
七
七
ｃ
）
と
見
え
る
。

（
９
）
金
線
玉
線
⋮
⋮
重
々
開
＝
（
７
）（
８
）
に
見
た
よ
う
に
金
線
・
玉
線
、
ま

た
錦
縫
重
々
と
は
、
曹
洞
宗
宗
風
の
特
色
を
表
現
す
る
用
語
で
あ
る
こ
と
を
言

う
。

（
10
）
ー
ー
ー
ハ
⋮
⋮
ヲ
ル
ヲ
云
＝
織
物
の
仕
立
て
方
で
、
表
裏
い
ず
れ
も
真
紅

に
仕
上
げ
る
も
の
。「
竜
門
文
庫
本
」
に
も
「
通
紅
ハ
ウ
ラ
ヲ
モ
テ
マ
ツ
カ
ナ

ル
ヲ
云
也
」
と
見
え
る
。               

（
11
）
逈
ハ
⋮
⋮
義
也
＝
逈
に
、
遠
く
は
る
か
、
は
っ
き
り
明
ら
か
の
二
義
あ
る

こ
と
を
示
す
。『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
十
六
「
上
声
」
に
、「
迥
、
戸
茗
切
。
説

文
、
遠
也
。
増
韻
、
寥
遠
也
」
と
見
え
る
。
ま
た
『
広
韻
』
に
「
迥
、
光
也
、

輝
也
」
と
見
え
る
。

（
12
）
誰
カ
サ
テ
⋮
⋮
引
イ
タ
ソ
＝
Ｃ
Ｄ
句
の
注
。
金
梭
・
玉
線
を
駆
使
し
て
十

丈
の
錦
地
を
織
り
成
す
こ
と
に
譬
え
ら
れ
る
詩
文
を
創
作
し
た
友
人
を
称
揚
す



三
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

る
も
の
。曹
洞
宗
の
特
色
で
あ
る
回
互
の
機
微
を
機
織
り
の
動
作
に
な
ぞ
ら
え
、

詩
の
出
来
映
え
を
錦
通
紅
と
評
し
た
も
の
。「
通
紅
火
」
に
つ
い
て
は
『
増
刊

校
正
王
状
元
集
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
巻
二
十
三
「
書
雙
竹
湛
師
房
二
首
」
其

二
に
、「
暮
鼓
朝
鐘
自
撃
撞
、
閉
門
孤
枕
対
残
紅
、
白
灰
旋
撥
通
紅
火
、
臥
聴

蕭
蕭
雨
打
牕
」
と
見
え
る
。
ま
た
「
面
通
紅
」
に
つ
い
て
は
『
横
川
語
録
』
巻

下
「
示
收
侍
者
」
に
「
人
言
不
是
面
通
紅
、
此
病
流
来
自
劫
空
、
拈
出
洞
山
三

頓
棒
、
慈
明
老
漢
得
黃
龍
」（
続
蔵
一
二
三
・
二
〇
二
ｃ
）
と
見
え
る
。

【
補
説
】

　

行
巻
に
つ
い
て
、
魯
迅
は
「
六
朝
の
小
説
と
唐
代
の
伝
奇
は
、
ど
こ
が
ち
が
う
か

︱
文
学
社
の
質
問
に
答
え
る
」
に
お
い
て
、「
唐
は
、
詩
文
で
も
っ
て
士
を
銓
衡
し

た
が
、
社
会
上
の
名
声
も
考
慮
に
入
れ
た
か
ら
、
士
人
は
、
入
京
し
て
試
験
を
受
け

る
と
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
名
士
に
面
会
し
て
詩
文
を
献
上
し
、
そ
の
賞
賛
を
期
待
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
詩
文
を
、「
行
巻
」
と
い
う
」（『
魯
迅
全
集
』
第
八
巻
「
且

介
亭
雑
文
二
集
」
所
収
）
と
説
明
し
て
い
る
。
な
お
東
英
寿
「
歐
陽
脩
の
行
巻
に
つ

い
て
︱
科
挙
の
事
前
運
動
に
よ
る
胥
偃
と
の
繋
が
り
に
着
目
し
て
」（『
人
文
学
科
論

集
』
五
〇
号
、
一
九
九
九
）、
土
屋
昌
明
「
唐
代
の
詩
人
と
道
教
︱
李
白
を
中
心
に
」

（『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
二
三
号
、
二
〇
〇
三
）
等
に
も
詳
し
い
言
及
が
あ
る
。
も

と
唐
宋
代
の
文
人
の
例
が
、
中
国
禅
僧
が
修
行
遍
参
の
際
に
携
行
す
る
自
作
詩
文
の

手
控
え
の
名
称
と
な
り
、
日
本
の
五
山
禅
僧
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
か
。
道
元
作
と
伝

え
る
和
歌
集
『
傘
松
道
詠
』（
面
山
編
、
一
七
四
七
刊
）
序
文
に
、「
門
下
叢
席
鈔
録

行
巻
者
不
少
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
こ
れ
に
注
し
た
『
傘
松
道
詠
聞
記
』（
伝
面

山
撰
）
に
よ
る
と
、「
行
巻
ト
云
ハ
行
脚
ノ
コ
ト
ナ
リ
、
永
平
寺
ニ
義
雲
和
尚
ノ
行

巻
ト
云
ガ
今
ニ
存
セ
リ
」
と
見
え
る
。
こ
こ
に
言
う
義
雲
（
一
二
五
三
～

一
三
三
三
）
の
行
巻
と
は
、
道
元
の
和
歌
が
記
さ
れ
た
資
料
を
指
し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
よ
れ
ば
日
本
で
は
漢
詩
文
に
加
え
和
歌
等
を
記
し
た
も
の
も
行
巻
と
呼
ん
で

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

０
１
４
３
開
灯
油
田
帰
明
覚
塔

【
京
大
本
略
註
】

（
143
）
開
テ二

灯
油
田
ヲ一

帰
ス二

明
覚
ノ

塔
ニ一

Ａ
開
テ二

三
毒
ノ

地
ヲ一

種ウ
ヽ二

無
明
ヲ一

Ｂ
要
スレ

見
三ン
ト

花
ノ

敷ヒ
ラ

二ク
ル
コ
ト
ヲ

不
夜
ノ

灯
ヲ一

Ｃ
八
十
ノ

老
僧
従
リレ

定
出
ツ

Ｄ
又
添
テ二

光
彩
ヲ一

上
ン二

眉
稜
ニ一



三
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

貪（
１
）瞋
痴
ノ

三
毒
也
。
一
畝
之
地＊

三
蛇
九
鼠
之
義
歟
。
経（
２
）云
、
以
三
毒
為
田
地
、
蒔ウ
ヘ
テ二

業
ノ

種
子
ヲ一

、
以
二
愛
見
無
明
ノ

水
ヲ一

浸
漑カ
イ
ス

。
言（
３
）可
キ

下
以
二

長

明
灯
一

而
照
中

破
無
明
之
闇
ヲ上

也
。

加

（
３
）シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

之

塔
中
ノ

明
覚
老
亦
可
レ

添
二

光
彩
一

也
。
稜（
４
）ハ

者
、
毛
端
也
。

［
欄
外
注
］

漑（
５
）、
柯
賚
反
。
灌
也
。
見
隊
代
韻
。

無（
６
）明
実
性
即
仏
性
之
心
也
。

【
出
典
】

不
明
。

【
校
異
】

＊
地
︱
時

【
略
註
鈔
】

（
143
）
開
テレ

灯
油
田
ヲ一

帰
ス二

明
覚
ノ

塔
ニ一   

明（
７
）覚
ニ
灯
明
マ
イ
ラ
セ
フ
タ
メ
ニ
、
田
ヲ
開
イ
テ
寄
進
ス
ル
ソ
。

帰
ハ
寄
ノ
字
ノ
心
ソ
。
キ
ス
ト
ヨ
ム
ベ
シ
。

Ａ
開
テ二

三
毒
ノ

地
ヲ一

種
レ

無
明
ヲ

三
毒
ハ
貪
瞋
痴
ソ
。
貪
モ
瞋
モ
愚
痴
カ
ラ
起
ル
ソ
。
無
明
ハ
愚

痴
ソ
。
三
毒
ノ
地
ヲ
開
テ
、
無
明
ヲ
種
ヘ
タ
ソ
。
無（
８
）
明
ヲ
種
ト

ス
ト
読
フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
ア
マ
リ
ナ
ン
ト
ヤ
ラ
ウ
シ
タ
ソ
。

Ｂ
要
スレ

見
三ン
コ
ト

花
ノ

敷ヒ
ラ

二カ
クン
ココ
トト
ヲヲ

不
夜
ノ

灯
ヲ一

煩）
10
（

悩
即
菩
提
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
無
明
ヲ
種
ル
処
デ
、
不
夜
ノ
灯
ノ

花
ガ
開
フ
ズ
ヲ
見
ヤ
ウ
ゾ
。
又）

11
（

不
夜
ノ
灯
ヲ
以
テ
、
衆
生
ノ
三

毒
無
明
ヲ
照
ン
ト
ナ
リ
。
花）

12
（

ト
云
字
ハ
種
ト
云
ニ
モ
ヨ
シ
、
又

灯
花
ト
云
コ
ト
カ
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
ド
チ
ニ
シ
テ
モ
ヨ
イ
ソ
。

Ｃ
八
十
ノ

老
僧
従
リレ

定
出
ツ

八）
13
（

十
ノ

老
僧
ハ
明
覚
ヲ
サ
ス
ナ
リ
。
此
灯
明
ヲ
明
覚
ニ
マ
イ
ラ
セ

タ
ラ
ハ
、
定
ヨ
リ
出
ラ
レ
ウ
ソ
。

Ｄ
又
添
テレ

光
彩
ヲ

上
ニレ

ス

眉
稜
ニ

此）
14
（

灯
ノ
光
彩
ヲ
明
覚
ノ
眉
稜
ニ
上
セ
ウ
ゾ
。
稜
ハ
毛
端
也
ト
註

シ
テ
、
眉
間
白
毫
ノ
ア
ル
処
ソ
。
信
心
ノ
施
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
施

者
受
者
共
ニ

清
浄
ゾ
。



三
五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
143
）】

（
１
）
貪
瞋
痴
⋮
⋮
義
歟
＝
Ａ
句
の
「
三
毒
」
と
は
貪
瞋
痴
の
こ
と
で
、（
三
毒
の

地
と
は
）「
一
畝
の
広
さ
の
地
に
も
三
蛇
九
鼠
が
い
る
」（
＝
狭
い
土
地
に
も
油

断
で
き
な
い
相
手
が
た
く
さ
ん
い
る
）
の
意
で
あ
ろ
う
か
。「
一
畝
之
地
、
三

蛇
九
鼠
」
は
禅
籍
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
語
句
。
例
え
ば
『
虚
堂
録
』
巻
二
に

「
僧
云
、
馬
大
師
翫
月
。
次
一
人
道
正
好
供
養
、
一
人
道
正
好
修
行
、
一
人
驟

歩
便
行
。
此
意
如
何
。
師
云
、
一
畝
之
地
、
三
蛇
九
鼠
」（
大
正
蔵

四
七
・
一
〇
〇
二
ｃ
）
と
あ
る
。

（
２
）
経
云
⋮
⋮
闇
也
＝
「
三
毒
を
田
畑
に
し
、
因
業
の
種
を
蒔
き
、
無
明
の
水

を
か
け
る
」
と
経
に
あ
る
の
は
、「
長
明
の
灯
（
＝
常
明
塔
）
で
無
明
の
闇
を

照
ら
し
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
句
の
大
意
を
述
べ
た

も
の
か
。「
経
」
が
何
を
指
す
の
か
は
未
詳
。

（
３
）
加
之
⋮
⋮
光
彩
也
＝
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
塔
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
明

覚
（
＝
雪
竇
重
顕
）
に
も
ま
た
（
無
明
の
闇
に
）
光
彩
を
添
え
る
。
な
お
、「
明

覚
塔
」
と
題
す
る
作
は
０
０
４
０
、０
０
８
６
に
も
あ
る
。

（
４
）
稜
者
毛
端
也
＝
Ｄ
句
「
眉
稜
」
の
「
稜
」
は
、
毛
の
端
の
こ
と
で
あ
る
。

（
５
）漑
⋮
⋮
見
隊
代
韻
也
＝『
韻
府
群
玉
』で
は
、「
漑
」を
巻
十
四
去
声
の「
十
一

隊　

与
代
廃
同
用
」
に
分
類
す
る
。『
古
今
韻
会
挙
要
』
巻
二
十
も
同
様
で
、

こ
の
字
が
「
隊
代
韻
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
灌
」
の

意
で
あ
る
こ
と
も
両
書
に
見
え
る
が
、「
柯
賚
反
」
は
何
に
拠
る
の
か
未
詳
。

（
６
）無
明
⋮
⋮
心
也
＝
無
明
の
正
体
は
す
な
わ
ち
仏
性
で
あ
る
の
意
。『
證
道
歌
』

（
続
蔵
一
一
一
・
二
六
一
ｃ
）
な
ど
禅
籍
に
は
よ
く
見
え
る
句
。

（
７
）
明
覚
ニ
⋮
⋮
ヨ
ム
ベ
シ
＝
明
覚
（
の
塔
）
に
灯
明
を
供
え
る
た
め
に
、
田

畑
を
開
墾
し
て
寄
進
し
た
の
で
あ
る
。
題
の
「
帰
」
は
「
寄
」
の
意
で
、「
き
す
」

と
読
む
の
が
よ
い
。

（
８
）
無
明
ヲ
⋮
⋮
ヤ
ラ
ウ
シ
タ
ソ
＝
「
無
明
を
種
と
す
」
と
読
む
の
は
、
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

（
９
）煩
悩
即
菩
提
⋮
⋮
ヨ
イ
ソ
＝
煩
悩
が
そ
の
ま
ま
菩
提
な
の
だ
か
ら
、無
明（
＝

煩
悩
）
を
植
え
た
ら
す
ぐ
に
不
夜
の
灯
の
花
が
咲
く
の
が
見
ら
れ
よ
う
。
そ
し

て
不
夜
の
灯
で
衆
生
の
無
明
を
照
ら
そ
う
。「
花
」
と
い
う
字
は
「
種
」
と
い

う
字
か
ら
の
連
想
で
「
花
」
と
も
、「
灯
花
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
「
灯
」

と
も
関
連
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
13
）
八
十
⋮
⋮
出
ラ
レ
ウ
ソ
＝
八
十
の
老
僧
は
明
覚
の
こ
と
。
こ
の
灯
明
を
明

覚
の
塔
に
供
え
れ
ば
、
明
覚
は
定
か
ら
出
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
14
）
此
灯
ノ
⋮
⋮
処
ソ
＝
こ
の
灯
の
光
は
明
覚
の
眉
の
端
に
上
る
だ
ろ
う
。
眉

の
端
に
は
白
毫
（
仏
の
額
か
ら
光
を
発
す
る
と
こ
ろ
）
が
あ
る
。

０
１
４
４
菖
蒲
石

【
京
大
本
略
註
】

（
144
）
菖
蒲
石
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湖
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Ａ
一
泓
ノ

寒
玉
弄
ス二

蒼
虬
ヲ一

Ｂ
絡マ
ト
ウレ

石
ヲ

蟠
根
翠
リ

欲
スレ

流
ン
ト

Ｃ
六
月
耕
煙
不
レ

知
レ

暑
ヲ

Ｄ
眼
ハ

明
ナ
リ

島
外ガ
イ

一
天
ノ

秋ア
キ

寒（
１
）玉
、
謂
レ

水
也
。
蒼（
２
）虬
、
或
曰
、
菖
蒲
名
曰
虬
髭
、
故
云
蒼
虬
也
。
耕（
３
）煙
、
抄
云
、
炉
ノ

間マ
ノ

之
額
也
。
眼（
４
）明
者
、
菖
蒲
為
二

目
ノ

薬
一

故
。
橘（
５
）

洲＊

菖
蒲
詩
（
傍
注
「
碧
山
堂
詩
」）、
六
月
我
几
間
、
風
雨
一
弾
指
。
対
石
菖
蒲
、
則
雖
六
月
涼
如
レ

秋＊

。

［
傍
注
］

Ａ
「（
６
）一
泓
」
ー
ー
ハ

盆
也
。

Ａ
「
寒
玉
」
ー
ー
ハ
沙
也
。

Ａ
「
蒼
虬
」
無
角
ノ
竜
也
。

Ｃ
「
耕
煙
」
ー
ー
ハ
茶
ノ
間
ノ
ガ
ク
也
。

Ｄ　

仙
境
界
也
。

【
出
典
】

不
明
。

【
校
異
】

＊
洲
菖
︱
洲
画
菖
、
＊
秋
︱
秋
碧
山
棠
詩

【
略
註
鈔
】

（
144
）
菖
蒲
石

菖
蒲
ヲ
石
ニ
栽
ヘ
テ
、
水
ニ
入
テ
置
ク
ソ
。

Ａ
一
泓
ノ

寒
玉
弄
スレ

蒼
虬キ
ウ
ヲ

一
泓
ハ
淵
也
。
水
ノ
タ
マ
リ
タ
処
ソ
。
寒
玉
モ
水
ヲ
云
ソ
。
蒼

虬
ハ
菖
蒲
ヲ
虬
髭
ト
云
ニ
ヨ
ツ
テ
菖
蒲
ノ
コ
ト
ソ
。（
７
）
弄
ス
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湖
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ト
云
ハ
、
蒼
虬
ガ
水
ヲ
弄
シ
タ
ト
コ
ソ
云
ベ
キ
ニ
、
蒼
虬
ヲ
弄

シ
タ
ト
云
ハ
相
違
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
、
ド
チ
ヘ
云
タ
モ
似
タ

物
ソ
。
又
人
ガ
弄
シ
タ
ト
云
心
カ
。

Ｂ
絡ト
フテ

レ

石
ヲ

蟠
根
翠
リ

欲
レ

流
レ
ン
ト

菖
蒲
ノ
石
ニ
絡
タ
ヲ
蟠
根
ト
云
タ
ソ
。
翠
ノ
水
ニ
移
タ
ハ
流
ル

ヤ
ウ
ナ
ソ
。
涼
イ
底
ソ
。

Ｃ
六
月
耕
煙
不
レ

知
レ

暑
ヲ

耕（
８
）
煙
ハ
、
六
月
ノ
時
分
田
ヲ
耕
セ
ハ
、
イ
ヨ
〳
〵
熱
イ
ソ
。
辛

苦
シ
テ
悲
イ
ヲ
ハ
、
病ヤ

マ
シ二

於
夏
蛙
一ヨ
リ

ト
云
ソ
。
六
月
ノ
熱
イ
時
分

ニ
モ
、
此
菖
蒲
石
ヲ
見
レ
ハ
暑
ヲ
知
ヌ
ソ
。

Ｄ
眼
ハ

明
ナ
リ

島
外
一
天
ノ

秋

ス（
９
）
ヾ
〳
〵
ト
シ
タ
ホ
ト
ニ
、
眼
モ
明
カ
ナ
ソ
。
島
外
ト
ハ
十
洲

三
島
ノ
外
マ
テ
見
ユ
ル
ヤ
ウ
ナ
ソ
。
一
天
ノ
秋
ト
云
モ
、
涼
イ

ヲ
云
ワ
ウ
タ
メ
ソ
。
又
島
ノ
字
ハ
、
水
中
ニ
菖
蒲
石
ヲ
入
テ
置

タ
ハ
、
島
ノ
ヤ
ウ
ナ
ソ
。
其
島
ノ
外
マ
テ
モ
一
天
ノ
秋
テ
涼
シ

イ
ソ
。
底）

10
（

意
ハ
、
迷
倒
ノ
人
ハ
仮
儀
ヲ
実
ト
見
ル
ソ
。
絡
石
蟠

根
ヲ
蒼
虬
ト
ミ
ル
ソ
。
麻
縄
蛇
ノ
心
ソ
。
三
四
ハ
、
煩
悩
ノ
内

ニ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
這
个
ハ
不
レ

知
レ

暑
ソ
。
不
レ

移
レ

寸
歩
ヲ

清
涼
国
ニ
到
ル
ナ
リ
。
虬）

11
（

ハ
俗
字
也
。
蚪
是
也
。
竜
ノ
角
ノ
無

イ
ヲ
青
蚪
ト
モ
云
ナ
リ
。
爰
テ
ハ
蒼
虬
ト
云
替
ヘ
タ
ナ
リ
。
蒼

ノ
字
、
菖
蒲
ニ
付
テ
云
也
。
蟠
ノ
字
ハ
虬
ノ
字
ニ
付
テ
云
ナ
リ
。

【
注
（
144
）】

（
１
）
寒
玉
謂
水
也
＝
寒
玉
は
竹
の
譬
喩
に
も
用
い
る
が
、
こ
こ
で
は
水
の
こ
と
。

『
三
体
詩
』
巻
一
、
雍
陶
「
韋
処
士
郊
居
」
に
「
蕭
条
寒
玉
一
渓
煙
」
と
あ
る
。

（
２
）
蒼
虬
⋮
⋮
蒼
虬
也
＝
虬
（
虯
）
は
『
韻
府
群
玉
』
巻
八
・
下
平
声
八
尤
に
「
説

文
、
竜
子
無
角
者
作
虯
」
と
あ
る
。『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
三
の
孔
子
誕
生
の

記
事
に
、
そ
の
身
体
的
特
徴
と
し
て
「
河
眸
海
口
龍
顏
方
顙
、
鳳
顒
燕
頷
虬
髭

虎
視
」（
大
正
蔵
四
九
・
五
〇
〇
ａ
）
と
あ
り
、『
石
門
文
字
禅
』
巻
十
「
贈
許

秀
才
」
に
「
虬
髭
鉄
面
鶴
精
神
」
と
あ
る
な
ど
、
優
れ
た
人
物
の
ヒ
ゲ
の
形
の

譬
喩
に
も
用
い
ら
れ
る
（
虬
鬚
・
虬
髯
な
ど
と
も
）。
こ
こ
で
言
う
よ
う
に
菖

蒲
の
譬
喩
が
通
用
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、『
東
坡
先
生
詩
』
巻
十
・

園
林
「
和
子
由
記
園
中
草
木
十
一
首
」
そ
の
九
の
、
菖
蒲
を
詠
ん
だ
詩
に
「
下

有
千
歳
根
、
蹙
縮
如
蟠
虯
」
と
根
の
様
子
を
わ
だ
か
ま
る
虯
に
喩
え
た
表
現
が

あ
る
（『
古
今
事
文
類
聚
』
後
集
巻
三
十
二
・
花
卉
部
・
菖
蒲
に
も
こ
の
二
句

を
引
く
）
の
を
踏
ま
え
る
か
。

（
３
）
耕
煙
⋮
⋮
之
額
也
＝
「
耕
煙
」
は
本
来
、
煙
雲
に
耕
す
、
す
な
わ
ち
仙
境

で
薬
草
を
植
え
る
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
る
語
の
よ
う
で
、
李
賀
「
天
上
謡
」

に
「
呼
竜
耕
煙
種
瑶
草
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
涼
し
げ
な
菖
蒲
石
を
見
れ
ば
、

地
上
で
も
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
、の
意
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
『
略
註
』

で
は
「
六
月
耕
煙
」
四
字
を
暑
い
さ
な
か
に
畑
仕
事
を
す
る
、
の
意
に
取
っ
て

い
る
よ
う
で
、「
抄
」
を
引
用
す
る
。『
訓
解
添
足
』
も
、
注
（
８
）
部
分
と
同

様
の
記
述
に
続
い
て
「
田
を
耕
せ
ば
土
煙
の
立
つ
が
如
く
な
る
故
に
特
に
辛
苦

な
る
時
分
に
」（
原
漢
文
）
と
同
様
の
解
釈
を
示
す
。「
炉
ノ
間マ
ノ
之
額
」
は
「
ろ



三
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湖
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の
ま
の
ひ
た
い
」
と
読
ん
で
、
暑
い
（
熱
い
）
こ
と
の
譬
喩
と
し
て
用
い
る
慣

用
句
か（
炉
に
額
を
当
て
て
い
る
と
い
っ
た
意
味
か
。
傍
注
は
意
味
が
取
れ
ず
、

「
茶
ノ
間
ノ
ガ
ク
」
と
誤
読
し
て
い
る
）。

（
４
）
眼
明
者
⋮
⋮
薬
故
＝
『
重
修
政
和
証
類
本
草
』
巻
六
・
菖
蒲
に
「
明
耳
目
」

と
あ
り
、『
本
草
綱
目
』
巻
十
九
・
菖
蒲
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
５
）
橘
洲
⋮
⋮
如
秋
＝
橘
洲
宝
曇
『
橘
洲
文
集
』（
元
禄
十
一
年
刊
本
の
み
完
本

が
伝
わ
る
。『
禅
門
逸
書
初
編
』
所
収
写
本
は
不
全
本
。
な
お
「
碧
山
堂
詩
」

と
い
う
書
名
は
不
明
）
巻
四
に
「
画
石
菖
蒲
」
と
し
て
収
め
る
五
言
絶
句
「
太

湖
与
雁
蕩
、
相
去
二
千
里
、
六
月
吾
几
間
、
風
雨
一
弾
指
」
の
後
半
二
句
（『
全

宋
詩
』
巻
二
三
六
三
、二
七
一
二
七
頁
）。
太
湖
石
に
菖
蒲
を
植
え
た
盆
景
の
自

画
自
賛
で
あ
ろ
う
。
語
順
は
異
な
る
が
、
本
詩
も
同
様
の
盆
景
を
詠
ん
だ
も
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
日
本
の
五
山
に
お
い
て
も
鎌
倉
後
期
に
既
に
こ
の
よ
う
な

盆
景
の
鑑
賞
が
行
わ
れ
て
い
た
（
佐
藤
利
行
「
頼
山
陽
の
愛
石
趣
味
」『
広
島

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
六
二
、二
〇
〇
二
・
一
二
。
な
お
当
該
部
分
に

つ
い
て
は
丸
島
秀
夫
『
日
本
愛
石
史
』
石
乃
美
社
に
よ
る
と
言
う
）。

（
６
）
ー
ー
ハ
⋮
⋮
ハ
沙
也
＝
譬
喩
表
現
と
し
て
は
註
本
文
の
と
お
り
水
を
表
す

が
、
盆
景
の
実
態
と
し
て
は
盆
と
そ
こ
に
敷
か
れ
た
砂
の
こ
と
で
あ
る
、
の
意
。

『
略
註
鈔
』
は
文
字
通
り
水
に
浮
か
べ
て
い
る
、
と
取
っ
て
い
る
（
注
（
９
）

参
照
）。

（
７
）
弄
ス
ト
⋮
⋮
云
心
カ
＝
Ａ
句
後
半
「
弄
蒼
虬
」
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
読

め
ば
水
が
菖
蒲
を
も
て
あ
そ
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
は
主
語
と
目
的
語
を
逆

に
し
て
解
釈
す
べ
き
だ
が
、
ど
ち
ら
で
も
同
じ
事
か
、
と
も
、
主
語
を
人
と
す

べ
き
か
、
と
も
言
う
。
詩
の
場
合
、
押
韻
平
仄
等
を
優
先
す
る
た
め
、
語
順
の

変
更
は
よ
く
行
わ
れ
る
の
で
、
菖
蒲
を
「
弄
」
の
主
語
に
す
る
読
み
も
成
立
す

る
。「
又
」
以
下
は
、
結
局
全
て
水
も
石
も
菖
蒲
も
人
間
の
所
作
で
あ
る
、
と

い
う
考
え
か
ら
の
説
。

（
８
）
耕
煙
ハ
⋮
⋮
ト
云
ソ
＝
『
略
註
』
同
様
「
六
月
耕
煙
」
を
暑
い
さ
な
か
の

作
業
と
と
る
。「
病
於
夏
蛙
」
は
『
夾
山
鈔
』
に
引
く
『
孟
子
』
滕
文
公
下
の
「
脅

肩
諂
笑
、
病
于
夏
畦
」（
肩
を
す
く
め
て
へ
つ
ら
い
笑
う
の
は
、
夏
の
畑
仕
事

よ
り
も
疲
れ
る
）
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
。

（
９
）
ス
ヾ
〳
〵
⋮
⋮
涼
シ
イ
ソ
＝
「
十
洲
」「
三
島
」
は
海
上
に
浮
か
ぶ
と
考
え

ら
れ
て
い
た
仙
境
の
島
々
。
Ｄ
句
欄
外
注
と
同
意
で
、
Ｃ
句
「
耕
煙
」
の
本
来

の
意
味
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。「
一
天
秋
」
は
『
聯
珠
詩
格
』
巻
十
七
、
陳
蔵

一
「
倚
楼
」
に
「
一
声
新
雁
一
天
秋
、
独
向
江
楼
倚
暮
愁
」
と
あ
る
よ
う
に
、

見
え
る
限
り
全
て
が
涼
し
げ
な
秋
の
景
色
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。「
又
」
以
下

の
解
釈
は
、
菖
蒲
石
そ
の
も
の
が
実
際
に
水
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
、
と
取
る

も
の
。

（
10
）
底
意
ハ
⋮
⋮
到
ル
ナ
リ
＝
裏
の
意
味
は
、
Ａ
Ｂ
句
で
は
、
怖
が
り
の
人
が

落
ち
て
い
る
麻
縄
を
蛇
と
見
間
違
え
る
よ
う
に
、
煩
悩
の
中
に
あ
る
人
は
こ
の

世
界
の
仮
の
姿
を
真
実
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
「
蒼
虬
」
の
譬
喩
で
表
現

し
、
Ｃ
Ｄ
句
で
は
、
煩
悩
の
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
が
悟
り
の
境
地

＝
暑
さ
を
知
ら
な
い
清
涼
国
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
。『
夾
山
抄
』
に
ほ
ぼ
同

内
容
の
解
釈
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。「
麻
縄
蛇
」
の
譬
喩
は
、『
楞
厳
経
集

註
』
巻
五
に
「
昔
賢
有
頌
曰
、
白
日
看
縄
縄
是
麻
、
夜
裏
看
縄
縄
是
蛇
、
麻
上
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湖
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生
縄
猶
是
妄
、
那
堪
縄
上
更
生
蛇
。
麻
縄
蛇
境
也
」（
続
蔵
一
七
・
一
四
四
ｃ
）

な
ど
仏
書
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

（
11
）
虬
ハ
⋮
⋮
付
テ
云
ナ
リ
＝
蚪
は
注
（
２
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
虯
の
誤
り
。

「
蒼
」
の
形
容
は
菖
蒲
の
縁
語
、「
蟠
」
の
形
容
は
虬
の
縁
語
と
し
て
用
い
て
い

る
、
と
表
現
技
巧
を
説
明
す
る
。

０
１
４
５
政
黄
牛

【
京
大
本
略
註
】

（
145
）
政
黄
牛

Ａ
吟
肩
高
ク

聳
ヘ
テ

湖
山
痩

Ｂ
心
ロ

湛
ト
シ
テ

不ス
下

随
テ二

湖
水
ニ一

揺
カ上

Ｃ
来
往
ス

橋
辺
ノ

双
白
鷺

Ｄ
不
レ

知
一
足
為
レニ
カ

誰
カ

翹
ツ
マ
タ
ツ
ル

註
（
１
）＊

在
前
。

［
欄
外
注
］

ー（
政
黄
牛
）

ー
ー
ハ
、
常
ニ
牛
ニ
ノ
ツ
テ
遊
山
シ
タ
ル
人
也
。
比
政
公
貌
。

［
傍
注
］

此（
２
）ノ
白
鷺
斗
カ
、
政
黄
牛
ノ
知
音
テ
ア
ル
カ
、
不
レ

知
也
。

【
出
典
】

未
詳
。

【
校
異
】

＊
註
在
前
︱
無
し
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【
略
註
鈔
】

（
145
）
政
黄
牛

前
ヘ
ニ
モ
在
タ
ソ
。

Ａ
吟
肩
高
聳
テ

湖
山
痩
ス

政（
３
）
黄
牛
、
平
生
詩
ヲ
作
ラ
ル
ヽ
ホ
ト
ニ
、
吟
肩
ト
云
ソ
。
黄
牛

ノ
肩
ノ
痩
セ
タ
ハ
、
湖
山
如
ク
ソ
。

Ｂ
心
湛
ト
シ
テ

不ス
下

随
レ

湖
水
ニ

揺
カ上

心（
４
）ハ
寂
然
ト
シ
テ
動
セ
ヌ
ソ
。
湖
水
ノ
動
ク
ヤ
ウ
ニ
ハ
無
ソ
。

Ｃ
来
往
ス

橋
辺
ノ

双
白
鷺

来（
５
）
往
ハ
、
黄
牛
ニ
モ
見
ル
ソ
。
又
白
鷺
ニ
モ
、
世
上
ノ
人
ニ
モ

見
ル
ソ
。

Ｄ
不
レ

知
一
足
為
レ

誰
翹

橋（
６
）
辺
ニ
白
鷺
ノ
一
足
ヲ
翹
テ
居
タ
ハ
、
誰
カ
為
メ
ソ
。
黄
牛
ト

知
音
チ
ヤ
ニ
依
テ
ヂ
ヤ
カ
、
黄
牛
ノ
詩
ニ
、
唯
タ

有
テ二

白
鷺
鶿
一ノ
ミ

、

見
ル二

我
カ

常
ニ

此
ニ

来
一ル
ヲ

ト
云
ヨ
リ
、
白
鷺
ヲ
云
ソ
。
又（
７
）
一
足
ヲ
翹

テ
飛
去
ン
ト
ス
ル
ハ
、
誰
ガ
為
メ
ソ
。
黄
牛
ハ
知
音
チ
ヤ
ニ
、

何
ン
ト
テ
去
ン
ト
ハ
ス
ル
ゾ
。
底（
８
）意
ハ
、
一
二
ハ
、
法
身
不
動
、

性
海
湛
然
ノ
処
ヲ
云
、
三
四
ハ
、
心
境
一
如
ノ
処
ヲ
云
也
。

【
註
（
145
）】

（
１
）
註
在
前
＝
「
０
１
１
１
政
黃
牛
」
参
照
。

（
２
）
此
ノ
白
鷺
斗
カ
政
黄
牛
ノ
知
音
テ
ア
ル
カ
不
知
也
＝
こ
の
白
鷺
の
み
が
政

黄
牛
の
知
音
（
理
解
者
）
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
（
な
ぜ
な
ら
と

も
に
無
心
の
境
界
に
あ
り
、
同
道
唱
和
し
て
い
る
の
だ
か
ら
）
の
意
。
政
黄
牛

即
ち
余
杭
惟
政
（
惟
正
と
も
。
九
八
五
～
一
〇
四
九
）
は
、
浄
土
院
惟
素
の
法

嗣
、
法
眼
宗
第
四
世
、
平
生
黄
色
の
子
牛
に
跨
が
り
往
き
来
し
た
の
で
、
世
人

は
政
黄
牛
と
称
し
た
。
逸
話
に
富
ん
だ
禅
僧
、
世
俗
の
価
値
観
に
囚
わ
れ
ぬ
、

超
然
た
る
人
物
と
し
て
、当
時
の
人
々
に
敬
愛
さ
れ
た
。「
双
白
鷺
」の
故
事
は
、

『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
十
九
「
余
杭
政
禅
師
」
章
（
続
蔵
一
三
七
・
二
五
八
ｄ
）
に

見
え
る
山
居
の
詩
に
依
拠
す
る
。

（
３
）
政
黄
牛
平
生
⋮
⋮
湖
山
如
ク
ソ
＝
政
黄
牛
は
、平
生
詩
を
作
っ
た
の
で
、「
吟

肩
」
と
言
う
。
政
黄
牛
の
痩
せ
て
尖
っ
た
肩
は
、
屹
立
す
る
湖
山
の
よ
う
だ
、

の
意
。こ
の
高
く
聳
え
立
つ
詩
人
の
姿
勢
に
較
べ
る
と
、西
湖
を
取
り
巻
く
山
々

も
痩
せ
た
も
の
に
し
か
見
え
な
い
の
意
を
含
む
か
。「
吟
肩
」
は
、
詩
人
そ
の

も
の
を
言
い
、
詩
人
の
高
邁
な
風
格
を
示
唆
す
る
。
例
え
ば
『
樵
隱
悟
逸
（
？

～
一
三
三
四
）
語
録
』
巻
二
「
政
黄
牛
」
詩
に
「
吟
肩
聳
宕
窖
、定
眼
湛
湖
水
、

黄
牛
角
指
天
、
八
脚
垂
過
鼻
、
句
外
須
明
者
个
意
」（
続
蔵
一
五
〇
・
三
〇
六
ｂ
）

と
あ
る
。
ま
た
、
義
堂
周
信
『
空
華
集
』
巻
四
「
題
扇
面
」
に
「
占
断
西
湖
雪

後
天
、
黄
昏
月
下
聳
吟
肩
」
と
あ
り
、『
太
平
記
』
巻
三
九
「
光
厳
院
禅
定
法

皇
行
脚
御
事
」
に
「
吟
肩
骨
痩
擔
泉
慵
時
、
石
鼎
湘
雪
三
椀
茶
飮
清
風
（
吟
肩

骨
痩
せ
て
泉
を
担
ふ
に
慵
き
時
は
、
石
鼎
に
雪
を
湘
て
三
椀
の
茶
清
風
を
飲
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す
）」
と
見
え
る
。「
龍
門
文
庫
本
」
は
、「
湖
山
痩
ト
ハ
、
根
本
ハ
、
肩
ノ
痩
テ

聳
タ
ニ
、
其
中
ニ
頭
ノ
出
タ
ヲ
、
山
之
字
ニ
似
セ
タ
レ
ト
モ
、
直
ニ
肩
ヲ
山
ニ

似
タ
ト
云
モ
、
可
也
」、
痩
身
の
政
黃
牛
の
両
肩
が
尖
り
、
そ
の
間
に
頭
が
突

き
出
て
い
る
さ
ま
が
、「
山
」
の
字
に
似
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
（
？
）、
或
い
は

直
接
に
痩
せ
た
姿
が
山
に
似
て
い
る
と
い
う
の
も
、
間
違
い
で
は
な
い
、
の
意
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
襟
帯
集
』
は
「
根
本
肩
ノ
ヤ
セ
テ
聳
ヘ
タ
ニ
、
頭
ノ
中
ニ

出
タ
ヲ
、
山
ノ
字
ニ
似
タ
レ
共
、
直
ニ
肩
ヲ
山
ニ
似
タ
ト
云
モ
、
何
カ
ク
ル
シ

イ
也
」
と
し
て
、
こ
の
解
釈
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
と
す
る
。『
訓
解
添
足
』

に
は
「
湖
山
︿
政
公
居
二
余
杭
ニ一
、
乃
杭
州
ノ
西
湖
也
﹀」
と
あ
り
、
Ａ
Ｂ
句
に

対
し
て
「
○
一
二
ノ
句
、
政
公
平
生
好
レ
吟
レ
詩
、
其
ノ
吟
肩
ノ
痩
セ
聳
コ
ト
、
如
二

尋
常
所
ノレ
遊
湖
上
ノ
山
一
、
而
モ
其
心
還
テ
寂
静
ニ
シ
テ
、
不
レ
如
二
湖
水
之
動
揺
一ス
ル
カ

也
」
と
注
す
る
。

（
４
）
心
ハ
寂
然
ト
シ
テ
動
セ
ヌ
ソ
湖
水
ノ
動
ク
ヤ
ウ
ニ
ハ
無
ソ
＝
『
襟
帯
集
』

に
は
Ｂ
句
に
関
し
て
、「
心
ー
ー
、
肩
ハ
如
山
痩
タ
レ
共
、
此
ノ
心
ハ
、
湖
水

ノ
ヤ
ウ
ニ
揺
キ
ハ
セ
ヌ
ソ
」
と
あ
り
、「
龍
門
文
庫
本
」
は
「
心
ハ
寂
然
常
寂

ニ
シ
テ
、
識
浪
情
波
不
レ
起
也
」
と
注
す
る
。
政
黃
牛
は
詩
作
す
る
こ
と
を
好

ん
だ
が
（
詩
人
で
あ
っ
た
が
）、
そ
の
心
は
常
に
湛
然
寂
静
と
し
て
静
ま
り
、

湖
水
が
波
立
つ
よ
う
に
は
、そ
の
心
は
動
揺
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、の
意
。『
夾

山
鈔
』
首
書
に
は
、「
二
ノ
句
ハ
、
サ
テ
心
ハ
寂
然
ト
シ
テ
世
間
ノ
情
波
識
浪

ニ
動
ゼ
ラ
レ
ヌ
。
其
レ
ハ
只
湖
水
ノ
湛
ヘ
テ
揺
ヌ
体
ゾ
。
或
政
黃
牛
ノ
心
ハ
、

或
ル
抄
ニ
、
政
黃
牛
ノ
心
湛
然
ト
シ
テ
、
湖
水
ノ
動
ク
様
ニ
ハ
ナ
イ
ト
、
此
ノ

説
ハ
不
可
也
。
湖
水
ヲ
不
動
ノ
処
ニ
用
ル
ハ
、
常
ノ
義
也
。
不
ノ
字
ハ
人
ニ
付

テ
云
ソ
。
イ
リ
ホ
ガ
ニ
ミ
ル
ナ
」
と
あ
り
、
穿
鑿
し
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
と
し

て
、
上
記
の
説
を
否
定
す
る
。

（
５
）
来
往
ハ
黄
牛
ニ
モ
⋮
⋮
人
ニ
モ
見
ル
ソ
＝
来
往
す
る
の
は
、
政
黃
牛
に
も

解
し
、
白
鷺
に
も
、
世
間
の
人
々
に
も
解
す
る
、
の
意
。『
夾
山
鈔
』
も
、「
第

三
ノ
之
句
、
来
往
ノ
字
ハ
、
黄
牛
ノ
之
来
往
ト
、
与
二
白
鷺
ノ
来
往
一
、二
義
共
ニ
無
シレ

害
也
」
と
す
る
。「
龍
門
文
庫
本
」
は
「
来
往
橋
辺
ノ
双
白
鷺
。
此
点
可
也
。
此

政
黄
牛
ノ
来
往
シ
マ
ワ
ル
橋
辺
ノ
双
白
鷺
、
為タ
メ
ニ二
政
黄
牛
ノ一
翹
也
。
〽
来
二
往
ス

橋
辺
ニ一
双
白
鷺
ト
云
点
之
時
ハ
、
此
鷺
カ
来
二
往
ス
ル
橋
辺
ニ一
也
。
此
点
ハ
、
ヲ
ト

リ
也
。
不
可
取
之
也
」
と
あ
り
、「
来
往
す
橋
辺
の
双
白
鷺
」
の
訓
点
の
時
は
、

政
黄
牛
が
橋
辺
を
往
来
す
る
の
意
で
あ
り
、
こ
の
訓
点
解
釈
を
良
し
と
す
る
。

「
橋
辺
に
来
往
す
、
双
白
鷺
」
の
時
は
、
往
来
す
る
の
は
白
鷺
と
言
う
こ
と
に

な
り
、こ
の
訓
点
は
劣
っ
て
お
り
、用
い
る
べ
き
で
は
な
い
、の
意
。『
襟
帯
集
』

も
、「
或
ハ
白
鷺
カ
橋
辺
ニ
来
往
ス
ル
ト
云
ソ
。
下
ニ
一
足
為
誰
翹
ト
云
呈
ニ
、

カ
シ
マ
シ
ウ
テ
、
ハ
ル
イ
ソ
。
只
政
黄
牛
ノ
来
往
ス
ル
ソ
」
と
し
て
、
往
来
の

主
体
を
白
鷺
と
す
る
説
を
否
定
す
る
。『
訓
解
添
足
』は
、「
○
来
往
ヲ
、或
曰
レ
鷺
、

或
曰
二
世
上
ノ
人
ト一
、
皆
非
也
」
と
し
て
、
来
往
の
主
体
に
白
鷺
、
世
上
の
人
を

比
定
す
る
説
を
謬
り
と
す
る
。

（
６
）
橋
辺
ニ
白
鷺
ノ
⋮
⋮
白
鷺
ヲ
云
ソ
。
＝
「
橋
辺
」
は
、「
０
１
１
１
政
黄
牛
」

の
『
略
註
』
本
文
を
参
考
に
す
れ
ば
、
西
湖
畔
の
「
第
六
橋
」
を
言
う
。『
襟

帯
集
』
に
も
、「
橋
辺
」
の
傍
注
に
「
六
橋
也
」、
Ｄ
句
傍
注
に
「
六
橋
ノ
景
也
」

と
見
え
る
。
第
六
橋
辺
に
降
り
立
っ
た
白
鷺
が
人
待
ち
気
に
片
足
を
挙
げ
て
望

む
の
は
、
誰
の
為
で
あ
ろ
う
か
。
白
鷺
が
政
黄
牛
の
知
音
な
れ
ば
こ
そ
か
、
の
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意
。『
襟
帯
集
』
は
、「
不
知
ー
ー
、
一
足
ヲ
ツ
マ
タ
ツ
ハ
、
為
レ
誰
ソ
。
為
二

政
黄
牛
ノ一
翹
カ
。
ア
レ
ハ
、
無
心
ナ
処
カ
ダ
ル
サ
ニ
ツ
マ
タ
ツ
ヲ
、
コ
チ
カ
ラ

云
イ
ナ
ス
ソ
。
ナ
セ
ニ
ツ
マ
タ
ツ
タ
ソ
ト
一
拶
シ
タ
也
」
と
あ
り
、
白
鷺
が
一

足
を
爪
立
つ
の
は
、
政
黄
牛
の
た
め
に
す
る
の
か
、
と
す
れ
ば
、
白
鷺
は
何
を

思
う
わ
け
で
も
な
く
疲
れ
て
爪
立
っ
て
い
る
の
を
、
こ
ち
ら
（
作
者
）
か
ら
敢

え
て
言
い
な
し
た
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
白
鷺
は
爪
立
っ
た
の
か
と
一
拶
し
た

（
問
を
投
げ
掛
け
た
）
の
意
に
解
す
る
。「
白
鷺
」
は
、「
山
中
偈
」
に
見
え
る

詩
句
に
依
拠
す
る
こ
と
を
言
う
。「
山
中
偈
」
は
、「
０
１
１
１
政
黄
牛
」
に
引

用
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
又
一
足
ヲ
翹
テ
⋮
⋮
去
ン
ト
ハ
ス
ル
ゾ
＝
（
６
）
と
は
別
の
解
釈
。
一
足

を
上
げ
て
飛
び
去
ら
ん
と
す
る
の
は
、
誰
の
為
な
の
か
、
白
鷺
は
政
黄
牛
の
知

音
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
去
ろ
う
と
す
る
の
か
、
の
意
。『
啓

蒙
抄
』
は
、「
白
鷺
ハ
、
尋
常
政
公
ヲ
見
馴
レ
タ
レ
ハ
、
政
公
ニ
驚
ヒ
テ
、
足

ヲ
翹
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
イ
ガ
、
誰
ガ
為
メ
ニ
ニ
テ
ア
ル
ソ
ト
、
思
寄
サ
ル
処
ヘ
議

論
ヲ
立
テ
タ
ル
ナ
ラ
ン
」
と
注
す
る
。『
夾
山
鈔
』
に
は
、「
尋
常
ノ
人
ガ
来
ラ

バ
、増
〳
〵
搏
テ
飛
去
ン
。
政
黄
牛
ヲ
ハ
平
生
馴
テ
来
ル
ヲ
待
ル
ソ
」
と
あ
る
。

（
８
）
底
心
ハ
一
二
ハ
⋮
⋮
一
如
ノ
処
ヲ
云
也
＝
こ
の
詩
の
表
に
現
れ
て
い
な
い

意
味
は
（
仏
教
的
解
釈
は
）、
Ａ
Ｂ
句
が
「
法
身
不
動
、
性
海
湛
然
」（
悟
り
の

境
界
）
を
表
出
し
、
Ｃ
Ｄ
句
は
「
心
境
一
如
（
自
己
の
心
と
対
境
と
が
一
つ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
）」
を
示
す
と
言
う
。『
夾
山
鈔
』
に
は
、「
句
中
ハ
、
湖
山

痩
ス
ル
ハ
則
真
ノ
政
黄
牛
ノ
法
身
ノ
体
ナ
リ
也
。
湖
水
ノ
湛
ル
ハ
則
政
黄
牛
ノ
性
海
ナ
リ
也
。

唯
見
二
山
水
ヲ
而
不
レ
見
二
人
我
ヲ一
也
。
物
我
一
如
ナ
リ
也
」
と
あ
り
、
ま
た
そ
の

首
書
に
「
一
二
ノ
句
ハ
徳
体
ヲ
云
、
三
四
ノ
句
ハ
徳
用
ヲ
褒
テ
云
ナ
リ
」
と
あ

る
。

０
１
４
６
玉
田

【
京
大
本
略
註
】

（
146
）
玉
田

号（
１
）。

Ａ
満
畦
無
シレ

処
レ

下
二ス
ニ

鋤
犂
ヲ一

Ｂ
寸
土
分
明
ニ

是
寸
圭

Ｃ
主
ハ

不
レ

知
ラレ

名
ヲ

佃
テ
ン
・
ツ
ク
ダ
ニ

無
レ

戸

Ｄ
風
前
時
ニ

有
二

鳳
ノ

来
儀
一ス
ル

言（
２
）、
田
可
レ

有
レ

主
、
然
ト
モ

不
レ

知
二

其
名
一

。
佃
可
有
レ

戸
、
然
無
其
戸
。
是
玉
田
無
人
耕
之
義
一

。
佃
者
、
公
田
也
。
戸
者
、
百
姓
也
、
民
戸
也
。



四
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

古（
３
）語
云
、
千
年
田
八
百
主
。
太（
４
）白
詩
、
鳳
飢
不
レ

食
レ

粟
、
所
ハレ

食
唯
琅
玕
ナ
リ

。
々
々
者
、
玉
名
。
或
（
５
）＊云
、
佃
者
、
私
田
也
。
上
古
ハ

太
平
、
民

田
ニ

無
レ

主
、
門
無
レ

鎖
。
自
有
二

鳳
凰
来
儀
一

。
西（
６
）湖
僧
清
順
、
嘗
賦
二

十
竹
詩
一

曰
、
城
中
寸
土
如
二

寸
金
一

、
幽
軒
種
レ

竹
只
十
箇
、
春
風
慎
テ

勿

長
二ス
ル
コ
ト

児
孫
ヲ一

、
穿
二

我
カ

堦
前
ノ

緑
苔
ヲ一

破
ン

。

［
欄
外
注
］

佃（
７
）、
広
韻
、
平
也
。
謂
、
平
其
田
也
。

【
出
典
】

未
詳
。

【
校
異
】

或
云
佃
者
私
田
也
上
古
太
平
民
田
無
主
門
無
鎖
自
有
鳳
鳳
来
儀
︱
ナ
シ

【
略
註
鈔
】

（
146
）
玉
田

号
也
。
玉
ヲ
栽
ル
田
ト
云
心
ソ
。

Ａ
満
畦
無
レ

処
レ

下
レス
ニ

鋤
犂
ヲ

畦
（
８
）ウ
ネキ
ワ
マ
テ
鋤
犂
ヲ
下
フ
処
ガ
無
ソ
。
ナ
セ
ナ
レ
ハ
、

Ｂ
寸
土
分
明
ニ

是
レ

寸
圭

一
寸
ノ
地
ハ
一
寸
ノ
玉
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
鋤
犂
ヲ
下
サ
フ
処
カ
無

ソ
。

Ｃ
主
ハ

不
レ

知
レ

名
佃
ニ

無
レ

戸

此
田
ニ
ハ
年
貢
ヲ
作
セ
ト
云
コ
ト
モ
無
イ
ホ
ト
ニ
、
主
ノ
名
ヲ

モ
知
ヌ
ソ
。
佃
ト
ハ
官
田
ヲ
云
ソ
。
又
私
田
ヲ
モ
云
ソ
。
田
ノ

字
ヲ
諱
ム
ホ
ト
ニ
、
佃
ノ
字
ニ
云
イ
替
ヘ
タ
ソ
。
戸
ハ
民
戸
ト

云
テ
、
百
姓
ノ
コ
ト
ソ
。
玉
田
テ
、
耕
ス
ト
云
コ
ト
モ
無
イ
ホ

ト
ニ
、
百
姓
モ
無
イ
ゾ
。

Ｄ
風
前
時
ニ

有
リ二

鳳
ノ

来
儀
一ス
ル

太
平
ノ
時
分
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
鳳
凰
ノ
来
儀
シ
タ
迄
ソ
。
鳳

飢
テ

不
レ

食
レ

粟
ヲ

、
所
ハレ

食
ス
ル

唯
タ

琅
玕
ト
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
鳳
凰
ヲ

云
処
テ
玉
ノ
字
ヲ
響
ス
ナ
リ
。
一（
９
）二
ノ
句
ハ
一
句
毎
ニ
玉
田
々
々

ト
作
タ
ソ
。
三
ノ
句
ハ
田
ト
作
リ
、
四
ノ
句
ハ
玉
ト
作
ル
ソ
。

底）
10
（

意
ハ
、
満
畦
ー
ー
ト
ハ
、
本
分
ノ
田
地
ニ
ハ
何
ト
モ
手
ヲ
付



四
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

ケ
難
イ
ソ
。
寸
土
ー
ー
、
本
分
テ
拄
ヘ
タ
ソ
。
主
不
知
ー
ー
、

賓
主
ノ
沙
汰
無
ソ
。
風
前
ー
ー
、
本
有
ノ
太
平
安
楽
ノ
地
ソ
。

又
鳳
凰
ハ
、
出
世
ノ
物
ヂ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
千
仏
万
祖
出
興
シ
テ
、

為
人
シ
テ
、
人
天
ヲ
本
分
ノ
田
地
ニ
導
イ
タ
ソ
。

【
注
（
146
）】

（
１
）
号
＝
本
詩
が
号
頌
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
０
０
５
４
に
古
田
徳
垕
作
に
よ

る
同
題
詩
が
既
出
。『
捜
神
記
』
巻
十
一
所
収
の
楊
雍
伯
の
故
事
に
玉
田
の
由

緒
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
の
人
・
楊
雍
伯
が
篤
行
に
よ
っ
て
玉
と
幸
福
に

恵
ま
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
玉
田
の
称
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。『
古
今
事
文
類
聚

続
集
』
巻
二
十
六
「
珍
宝
部
／
玉
」
所
収
「
羊
公
種
玉
」
項
に
、『
捜
神
記
』

同
記
事
を
典
拠
と
し
て
玉
田
の
こ
と
を
記
載
し
て
い
る

（
２
）
言
田
可
有
主
⋮
⋮
民
戸
也
＝
こ
こ
で
い
う
田
は
租
税
を
納
め
る
べ
き
官
田

を
指
し
て
い
る
が
、
本
詩
で
は
官
に
あ
た
る
田
地
の
所
有
者
も
、
賦
役
と
し
て

耕
作
す
る
民
も
い
な
い
と
い
う
意
。「
竜
門
文
庫
本
」
に
「
佃
ハ
、
百
姓
カ
上

カ
ラ
請
取
テ
作
ル
田
ノ
名
也
。
佃
、
無
レ
戸
ハ
、
上
ニ
此
田
ノ
主
ナ
キ
故
ニ
、

下
ニ
請
取
テ
ツ
ク
ル
百
姓
モ
無
也
」
と
見
え
る
。

（
３
）
古
語
云
千
年
田
八
百
主
＝
『
禅
語
辞
典
』
で
は
「
千
年
続
い
た
田
、
八
百

人
も
の
持
ち
主
。
家
産
を
保
持
す
る
こ
と
の
む
つ
か
し
さ
を
い
う
」
と
解
説
さ

れ
る
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
一
「
韶
州
霊
樹
如
敏
禅
師
」（
長
慶
大
安
の
嗣
、

九
一
八
年
卒
）
章
に
「
問
、
如
何
是
和
尚
家
風
。
師
云
、
千
年
田
八
百
主
。
僧

云
、
如
何
是
千
年
田
八
百
主
。
師
云
、
郎
当
屋
舍
勿
人
修
」（
大
正
蔵

五
一
・
二
八
六
ｂ
）
と
見
え
る
。
こ
こ
で
は
自
身
の
家
風
を
問
わ
れ
た
如
敏
が
、

千
年
の
間
に
田
の
持
ち
主
は
八
百
人
も
代
わ
っ
た
よ
う
に
、
家
風
な
ど
は
常
に

変
わ
っ
て
い
る
、わ
し
は
な
に
か
一
つ
の
と
こ
ろ
に
自
己
完
結
し
た
り
は
せ
ぬ
、

と
い
う
意
。「
郎
当
屋
舍
勿
人
修
」
は
、
ほ
っ
た
ら
か
し
の
こ
の
住
居
は
修
繕

す
る
者
も
い
な
い
、
の
意
。
如
敏
の
恬
淡
た
る
境
地
を
い
う
も
の
。
大
慧
『
正



四
五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

法
眼
蔵
』
巻
三
（
続
蔵
一
一
八
・
三
六
ｃ
）、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻

二
十
二（
続
蔵
一
一
五
・
一
三
九
ａ
）他
に
も
広
く
引
か
れ
て
い
る
。
Ｃ
句
に
主
・

佃
・
戸
の
語
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
引
い
た
も
の
。
本
詩
の
内
容
に
直
接
関
わ

る
も
の
で
は
な
い
。

（
４
）
太
白
詩
⋮
⋮
唯
琅
玕
＝
『
分
類
補
注
李
太
白
詩
』
巻
二
「
古
風
五
十
九
首

／
其
四
十
」
に
「
鳳
飢
不
啄
粟
、
所
食
唯
琅
玕
。
焉
能
与
群
鶏
、
刺
蹙
争
一
飡
。

朝
鳴
崑
丘
樹
、
夕
飲
砥
柱
湍
。
帰
飛
海
路
遠
、
独
宿
天
霜
寒
。
幸
遇
王
子
晋
、

結
交
青
雲
端
。
懐
恩
未
得
報
、感
別
空
長
歎
」
と
見
え
る
。『
啓
蒙
抄
』
に
「
李

白
詩
ニ
、
鳳
飢
不
食
粟
、
所
食
唯
琅
玕
ト
云
タ
ル
様
ニ
、
此
田
ノ
玉
ヲ
啄
マ
ン

ト
テ
、
鳳
凰
ガ
来
儀
シ
タ
ル
ニ
テ
ア
ラ
ン
ト
、
玉
田
ヲ
能
云
ナ
セ
リ
」
と
見
え

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
玉
田
の
太
平
無
為
な
こ
と
を
言
う
も
の
と
し
て
李
白
詩
が

引
か
れ
た
と
解
し
て
い
る
。
な
お
『
略
註
鈔
』
は
、
玉
（
＝
琅
玕
）
は
鳳
凰
が

捕
食
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鳳
凰
を
出
し
た
の
は
詩
題
・
玉
田
に
響
か

せ
た
修
辞
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

（
５
）或
云
⋮
⋮
鳳
凰
来
儀
＝
佃
を
私
田
と
解
釈
す
る
一
説
。
こ
の
場
合
、上
古（
国

家
制
度
成
立
以
前
）
は
太
平
の
世
で
あ
っ
た
か
ら
、
各
家
も
お
互
い
門
に
鎖
を

か
け
る
要
が
無
く
、
自
然
と
鳳
凰
が
訪
れ
る
よ
う
な
平
和
な
状
態
で
あ
っ
た
と

い
う
も
の
。
鳳
凰
来
儀
と
は
、天
下
太
平
の
し
る
し
を
言
う
。『
書
経
』「
益
謖
」

に
「
簫
韶
九
成
、
鳳
凰
来
儀
」
と
見
え
る
。

（
６
）
西
湖
僧
⋮
⋮
堦
前
緑
苔
＝
城
中
の
地
価
は
高
価
だ
か
ら
、
静
か
な
住
ま
い

の
軒
先
に
十
本
の
竹
を
植
え
た
。
し
か
し
春
風
よ
ど
う
か
こ
の
筍
を
生
長
さ
せ

な
い
で
ほ
し
い
、
階
段
前
の
緑
苔
に
穴
が
あ
い
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
と
い
う

意
。『
冷
斎
夜
話
』
巻
六
「
僧
清
順
賦
詩
多
佳
句
」
に
「
西
湖
僧
清
順
、
頤
然

清
苦
、
多
佳
句
。、
嘗
賦
十
竹
詩
云
、
城
中
寸
土
如
寸
金
、
高
人
種
竹
只
十
箇
、

春
風
慎
勿
長
兒
孫
、
穿
我
階
前
緑
苔
破
」（
鎌
倉
末
刊
、
覆
宋
刊
本
）
と
見
え

る
が
、「
京
大
本
」
の
「
幽
軒
」
を
「
高
人
」
に
、「
堦
」
を
「
階
」
に
作
る
。『
苕

渓
漁
隠
叢
話
』
巻
第
五
十
七
「
清
順
」
に
は
「
冷
斎
夜
話
云
、
西
湖
僧
清
順
、

頤
然
清
苦
、
多
佳
句
、
嘗
賦
十
竹
詩
曰
、
城
中
寸
土
如
寸
金
、
幽
軒
種
竹
只
十

個
、
春
風
懼
勿
長
兒
孫
、
穿
我
階
前
綠
苔
破
」
と
見
え
、
ま
た
『
古
文
真
宝
』

前
集
巻
四
に
は
「
七
言
古
風
短
編
」
中
「
十
竹　

僧
清
順
」
に
、「
城
中
寸
土

如
寸
金
、
幽
軒
種
竹
只
十
箇
、
春
風
慎
勿
長
児
孫
、
穿
我
階
前
緑
苔
破
」
と
見

え
る
。「
京
大
本
」
に
よ
り
近
い
の
は
『
古
文
真
宝
』
と
言
え
る
。
Ｂ
句
「
寸
土
」

に
関
わ
る
引
用
。
Ａ
Ｂ
句
に
お
い
て
、
玉
田
に
お
い
て
は
至
る
所
す
べ
て
圭
玉

な
の
で
、
鋤
犂
を
下
し
て
耕
作
す
べ
き
場
所
が
な
い
と
い
う
意
。
清
順
詩
の
場

合
は
、
城
内
は
狭
く
地
価
が
高
い
の
で
、
竹
を
広
く
植
え
る
余
裕
が
な
い
と
い

う
意
。『
啓
蒙
抄
』
に
「
僧
清
順
ガ
十
竹
ノ
詩
ニ
、
城
中
寸
土
如
寸
金
ト
云
タ

ル
様
ニ
、
此
玉
田
モ
一
寸
ノ
上
ハ
一
寸
ノ
圭
璧
ニ
テ
、
一
鋤
モ
入
ラ
レ
ヌ
ト
ナ

リ
」
と
見
え
る
。

（
７
）
佃
⋮
⋮
平
其
田
也
＝
佃
の
字
義
を
『
広
韻
』
に
よ
っ
て
、
平
声
で
あ
り
、

そ
の
意
味
は
「
田
を
た
い
ら
ぐ
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
も
の
。『
新
増
説
文

韻
府
群
玉
』
巻
五
「
下
平
声
／
一
先
」
に
「
佃
。
治
田
也
」
と
、
ま
た
『
古
今

韻
会
挙
要
』
巻
六
「
平
声
下
／
田
」
に
「
佃
。
治
土
也
。
古
者
、
一
夫
一
婦
、

佃
田
百
畝
」
と
見
え
る
。
な
お
田
で
は
な
く
佃
と
す
る
の
は
、『
略
註
鈔
』
Ｃ

句
注
に
見
え
る
よ
う
に
、
詩
題
と
同
じ
文
字
を
用
い
る
こ
と
を
避
け
た
も
の
。



四
六

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

（
８
）
畦
キ
ワ
⋮
⋮
処
カ
無
ソ
＝
こ
の
田
地
は
畦
際
ま
で
尽
く
玉
で
あ
る
の
で
、

鋤
犂
を
下
す
隙
が
無
い
と
い
う
意
。「
竜
門
文
庫
本
」
に
「
一
寸
ノ
地
即
一
寸

ノ
圭
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、何
処
ニ
モ
鋤
ヲ
可
キレ
下
ヤ
ウ
無
也
」
と
見
え
る
。
ま
た
『
襟

帯
集
』
に
「
ト
ツ
コ
モ
玉
チ
ヤ
程
ニ
、
ス
キ
ク
ワ
ノ
立
処
カ
ナ
イ
ソ
。
鋤
ハ
我

ト
ツ
カ
ウ
ソ
。
犂
ハ
牛
ニ
カ
ケ
テ
ス
ク
モ
ノ
ゾ
。
一
寸
ノ
地
モ
一
寸
ノ
玉
テ
、

ズ
ツ
ト
ガ
玉
チ
ヤ
程
ニ
、
更
ニ
ス
キ
ク
ワ
ノ
可
立
処
カ
ナ
イ
ソ
」
と
見
え
る
。

（
９
）
一
二
ノ
句
ハ
⋮
⋮
作
ル
ソ
＝
Ａ
句
と
Ｂ
句
は
そ
れ
ぞ
れ
玉
田
、
Ｃ
句
は
田
、

Ｄ
句
は
玉
を
言
う
と
解
す
る
も
の
。
な
お
『
訓
解
添
足
』
に
は
「
一
句
田
、
二

句
玉
田
二
字
」「
三
句
田
、
四
句
玉
也
」
と
見
え
る
。

（
10
）
底
意
ハ
⋮
⋮
導
イ
タ
ソ
＝
詩
の
本
意
を
、
Ａ
句
は
余
計
な
手
を
下
し
よ
う

の
な
い
本
分
の
田
地
と
捉
え
、
Ｂ
句
は
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｃ
句

は
こ
の
境
地
に
到
っ
て
は
賓
主
相
対
の
段
階
を
も
超
え
た
も
の
を
言
い
、
Ｄ
句

は
本
来
の
太
平
安
楽
（
修
行
の
満
了
）
を
言
う
も
の
、
と
解
す
る
も
の
。『
訓

解
添
足
』
に
「
三
句
、
勦
絶
賓
主
」
と
見
え
る
。
そ
し
て
『
略
註
鈔
』
は
、
鳳

凰
は
出
世
間
の
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
多
の
仏
祖
が
世
に
出
で
て
為
人
度

生
し
、
衆
生
を
本
分
の
田
地
に
導
い
た
と
い
う
解
釈
を
示
す
。
玉
田
を
本
分
の

田
地
と
捉
え
る
解
釈
に
つ
い
て
は
、『
訓
解
添
足
』
に
も
「
田
主
不
知
其
名
。

佃
戸
亦
無
。
蓋
不
仮
修
証
也
」
と
見
え
、
玉
田
に
お
い
て
は
あ
え
て
修
証
を
必

要
と
し
な
い
意
に
解
し
て
い
る
。
な
お
「
竜
門
文
庫
本
」
及
び
『
襟
帯
集
』
は

本
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
、
尭
帝
治
世
時
の
撃
壌
歌
を
引
用
し
、
天
下
太
平
無
為

の
時
節
を
い
う
も
の
と
い
う
一
説
を
示
し
て
い
る
。『
襟
帯
集
』
に
「
太
平
ナ

節
ヲ
作
ラ
ウ
ト
云
ソ
。
無
為
ヲ
楽
ン
テ
、田
作
ル
事
ヲ
忘
レ
マ
イ
ソ
。
尭
ノ
時
、

撃
壌
歌
曰
、
日
出
テ
作
、
日
入
而
息
、
鑿
井
而
飲
、
耕
田
而
食
、
帝
力
何
有
於

我
哉
ト
云
ハ
、
太
平
無
為
ノ
化
ソ
」
と
見
え
る
（
撃
壌
歌
は
『
十
八
史
略
』
巻

一
「
五
帝
／
帝
尭
陶
唐
氏
」
等
に
見
え
る
）。

０
１
４
７
帰
湖
南
為
師
造
塔

【
京
大
本
略
註
】

（
147
）
帰
テ二

湖
南
ニ一

為
ニレ

師
ノ

造
ルレ

塔
ヲ

Ａ
雲
浄キ
シ
テ

湘
潭
山
骨
露
ル

Ｂ
誰
カ

云
フ

室
内
ニ

有
ト二

霊
床
一

Ｃ
起
シレ

模
ヲ

画
クレ

様
ヲ

耽
源
老

Ｄ
遮
二

断
シ
テ

半
天
ヲ一

無
シ二

夕
陽
一

勝（
１
）覧
云
、
湘
潭
在
湖
南
路
。
謂（
２
）、
山
骨
露
ト
ハ

、
即
是
吾
師
之
面
目
ナ
リ

。
豈
室
内
ニ

別
ニ

有
ン二

霊
床
一

。
僧（
３
）問
趙
州
、
南
泉
遷
化
、
何
処
去
。
答
曰
、



四
七

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

室
内
有
霊
床
。
耽（
４
）源
者
、
忠
国
師
之
侍
者
応
真
也
。
注
見
于
前
。
無（
５
）縫
塔
之
高
、
遮
断
半
天
也＊

。

［
欄
外
注
］

許（
６
）渾
詩
、
湘
潭
雲
尽
暮
山
出
。

抄（
７
）云
、
雲
尽
山
露
、
豈
非
師
面
目
耶
。
故
云
、
誰
云
室
内
別
有
霊
床
。

［
傍
注
］

題　

松（
８
）坡
為
無
準
造
也
。

Ｂ
句　
「
有
霊
床
」
立（
９
）牌
也
。

【
出
典
】

典
拠
未
詳
。

【
校
異
】

＊
也
︱
也
抄
云
雲
尽
山
露
豈
非
師
面
目
耶
故
云
誰
云
室
内
別
有
霊
床

【
略
註
鈔
】

（
147
）
帰
テレ

湖
南
ニ

為
ニレ

師
造
レ

塔
ヲ

或）
10
（

人
湖
南
ニ
帰
テ
、
師
ノ
塔
ヲ
造
ル
ノ
賀
頌
ソ
。

Ａ
雲
浄キ
シ
テ

湘
潭
山
骨
露
ル

湘）
11
（

潭
ハ
、
湖
南
ニ
ア
リ
。
雲
モ

浄
フ

シ
テ
山
骨
ノ
露
レ
タ
コ
ソ
、

真
実
ノ
無
縫
塔
ヨ
。

Ｂ
誰
カ

云
フ

室
内
有
レル
ト

霊
床

死
シ
テ
霊
床
ニ
ア
ル
ナ
ト
ヽ
ハ
、
誰
カ
云
ソ
。
山
骨
ノ

露
レ
タ
カ
、

先
師
ノ
面
目
ソ
。
霊
床
ハ
、
死
人
ヲ
舁カ

キ
ス
ヘ
テ
置
ク
物
ソ
。

誰）
12
（

カ

云
ト
云
ハ
、
古
人
ノ
句
ヲ
翻
転
ス
ル
処
ニ
置
ク
字
ソ
。
五
字

古
語
デ
無
ケ
レ
ハ
、
置
カ
ヌ
物
ソ
。

Ｃ
起
シレ

模
ヲ

画
クレ

様
耽
源
老

肅）
13
（

宗
帝
ノ
、
忠
国
師
ニ
塔
様
ヲ
請
ハ
レ
タ
レ
ハ
、
国
師
良
久
シ

テ
会
ス
ヤ

麼
ト
云
イ
、
耽
源
ヲ
請
シ
テ
問
ヘ
ト
云
イ
、
耽
源
モ
湘

之
南
ミ

潭
之
此
（
北
カ
）タ

、
中
ニ

有
リレ

黄
金
充
ツレ

一
国
ニ

ナ
ト
ヽ
頌
ヲ
作
ラ
レ

タ
ハ
、
模
ヲ
起
シ
様
ヲ
画
タ
コ
ト
ヨ
。
如
レ

此
シ
テ
、
無
縫
塔
ヲ



四
八

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

高
カ

々
ト
造
リ
立
テ
、
天
ヲ
遮
断
シ
タ
ニ
依
テ
、
夕
陽
ガ
無
イ
ソ
。

只
前
ノ

Ｄ
遮
二

断
シ
テ

半
天
ヲ一

無
シレ

夕
陽

タ
コ
ソ
、
其
侭
ノ
無
縫
塔
ヨ
。）

14
（

又
、
湘
潭
ノ
山
カ
高
イ
ニ
仍
テ
、

半
天
ヲ
遮
テ
、夕
陽
カ
無
イ
ソ
。
是
コ
ソ
、模
ヲ
起
シ
様
ヲ
画
ヌ
、

其
侭
ノ

無
縫
塔
ヨ
。
ア
レ
ト
モ
、
此
説
ハ
、
句
カ
ツ
ヽ
カ
イ
テ
、

悪
イ
ソ
。

【
注
（
147
）】

（
１
）
勝
覧
云
湘
潭
在
湖
南
路
＝
「
湘
潭
」
は
、『
方
輿
勝
覧
』
巻
二
十
三
「
湖
南

路
潭
州
」
項
十
二
県
に
、「
長
沙
・
善
化
・
衡
山
・
安
化
・
醴
陵
・
攸
県
・
湘
郷
・

湘
潭
・
益
陽
・
瀏
陽
・
湘
陰
・
寧
郷
」
と
見
え
る
。

（
２
）
謂
山
骨
露
⋮
⋮
室
内
別
有
霊
床
＝
Ａ
Ｂ
句
の
注
。
雲
一
つ
無
く
晴
れ
渡
り
、

山
の
全
容
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
、
現
前
の
湘
潭
の
景
色
こ
そ
が
、
師
の
真
の

姿
だ
。
室
内
に
設
え
ら
れ
た
死
者
の
床
に
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
、
の
意
。
欄
外

注
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

（
３
）
僧
問
趙
州
⋮
⋮
内
有
霊
床
＝
「
龍
門
文
庫
本
」
も
、
典
拠
と
し
て
こ
の
問

答
を
引
用
す
る
が
、
典
拠
未
詳
。
或
る
僧
が
趙
州
に
、
師
で
あ
る
南
泉
普
願
が

亡
く
な
っ
て
、
ど
こ
に
行
か
れ
た
の
か
と
い
う
問
に
対
し
て
、
師
は
室
内
に
横

た
わ
っ
て
お
ら
れ
る
と
答
え
た
と
い
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
或
い
は
、
こ
の
僧

は
趙
州
に
、
生
死
去
来
の
事
（
人
を
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
に
行
く
の
か
）
を
問

う
た
の
だ
が
、
趙
州
は
相
手
に
せ
ず
、
龕
の
中
だ
と
言
っ
て
あ
し
ら
っ
た
、
の

意
か
。

（
４
）
耽
源
者
⋮
⋮
注
見
有
前
＝
耽
源
は
、
南
陽
慧
忠
の
法
嗣
耽
源
応
真
（
生
没

年
未
詳
）。
０
１
２
３
天
童
侍
者
に
見
え
る
。

（
５
）
無
縫
塔
之
高
遮
断
半
天
也
＝
Ｄ
句
の
注
。
無
縫
塔
は
高
く
聳
え
、
半
分
空

を
遮
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
、
の
意
。

（
６
）
許
渾
詩
湘
潭
雲
尽
暮
山
出
＝
Ａ
句
に
関
す
る
注
。『
三
体
詩
』
巻
三
、
許
渾

「
凌
歊
台
」
詩
に
、「
宋
祖
凌
歊
楽
未
回
、
三
千
歌
舞
宿
層
台
。
湘
潭
雲
尽
暮
山

出
、
巴
蜀
雪
消
春
水
来
。
行
殿
有
基
荒
薺
合
、
寝
園
無
主
野
棠
開
、
百
年
便
作



四
九

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
一
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

万
年
計
、
岩
畔
古
碑
空
緑
苔
」
と
見
え
る
。

（
７
）
抄
云
雲
尽
⋮
⋮
室
内
別
有
霊
床
＝
注
（
２
）
に
関
連
し
て
Ａ
Ｂ
句
に
関
す

る
注
。
雲
は
れ
て
山
肌
が
露
わ
に
な
っ
た
、
そ
れ
は
師
の
本
質
が
露
堂
々
（
丸

見
え
）
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
体
誰
が
、
師
の
骸
は
こ
の
山
骨
以

外
に
霊
床
（
屍
を
安
置
す
る
台
）
の
上
に
有
る
な
ど
と
言
う
の
だ
、
の
意
。

（
８
）
松
坡
為
無
準
造
也
＝
こ
の
詩
題
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の
か
、
現
時

点
で
は
不
明
。『
訓
解
添
足
』
は
、「
一
本
ニ
作
下
松
坡
帰
テ二
湖
南
ニ一
為
二
無
準
ノ一

造
上ル
ニレ
塔
ヲ
」
と
あ
り
、「
松
坡
」
と
自
ら
題
す
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
外
の
人

の
た
め
に
作
っ
た
と
し
て
、
こ
の
説
を
取
ら
な
い
。
注
（
10
）
参
照
。

（
９
）
立
牌
也
＝
師
の
位
牌
を
造
立
す
る
。
師
の
顕
彰
を
意
味
す
る
か
。

（
10
）
或
人
湖
南
ニ
⋮
⋮
造
ル
ノ
賀
頌
ソ
＝
「
龍
門
文
庫
本
」
は
、「
是
モ
人
カ
師

ノ
塔
ヲ
造
ル
也
」
注
（
８
）
参
照
。

（
11
）
湘
潭
ハ
湖
南
ニ
⋮
⋮
先
師
ノ
面
目
ソ
＝
『
襟
帯
集
』
に
「
先
師
ノ
塔
ヲ
サ

シ
タ
イ
テ
ミ
セ
タ
、是
コ
ソ
真
実
ノ
無
縫
塔
ヨ
」
と
あ
り
、「
龍
門
文
庫
本
」
は
、

「
雲
浄
ー
ー
、
コ
レ
コ
ソ
、
先
師
ノ
塔
ヨ
。
第
二
句
、
サ
ラ
ウ
時
ハ
、
趙
州
ノ

云
タ
ヤ
ウ
ニ
、
死
シ
テ
客
殿
ノ
霊
床
ノ
上
ニ
在
ハ
、
ナ
ン
ト
ヽ
ハ
、
誰
カ
云
ソ
。

雲
浄
山
骨
露
タ
コ
ソ
、
先
師
ノ
面
目
ヨ
。
霊
床
ハ
、
死
人
ヲ
カ
キ
ス
ヘ
テ
置
イ

タ
物
ヲ
云
也
」
と
注
す
る
。
又
、『
夾
山
鈔
』
に
は
、
続
翠
の
説
を
引
用
し
て
、

「
今
此
ノ
意
ハ
、
先
師
ノ
面
目
周
二
遍
ス
法
界
ニ一
、
何
ソ
必
シ
モ
認
二ン
ヤ
室
内
ノ
霊
床
ヲ一
耶
」

と
あ
り
、「
霊
床
」
に
つ
い
て
「
古
抄
ニ
云
、
令
二ム
トレ
尊
霊
ヲ
シ
テ
坐
セ一

レ
床
上
ニ
也
」

と
注
す
る
。『
襟
帯
集
』
は
、「
霊
床
」
傍
注
に
「
官
ノ
事
也
。
入
官
シ
タ
ト
答

タ
也
」
と
あ
る
。
霊
龕
に
に
収
め
る
こ
と
を
云
う
か
。

（
12
）
誰
云
ト
云
ハ
⋮
⋮
置
カ
ヌ
物
ソ
＝
「
誰
云
」
の
語
は
、
古
人
の
言
句
を
反

転
す
る
場
合
に
に
置
か
れ
る
。（
例
え
ば
七
言
の
詩
句
の
場
合
、）
続
く
語
句
は

古
人
の
五
言
（
こ
こ
で
は
「
室
内
有
霊
床
」）
の
語
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

の
意
。

（
13
）
肅
宗
帝
ノ
⋮
⋮
夕
陽
ガ
無
イ
ソ
＝
『
碧
巌
録
』
第
十
八
則
「
国
師
無
縫
塔
」

本
則
（
大
正
蔵
四
八
・
一
五
七
ｃ
～
一
五
八
ａ
）
を
踏
ま
え
る
。「
０
１
２
３
天

童
侍
者
」
参
照
。
南
陽
慧
忠
の
無
縫
塔
を
め
ぐ
っ
て
、
肅
宗
へ
の
、
弟
子
耽
源

の
施
設
方
便
は
、「
起
模
画
様
」（
あ
れ
こ
れ
勿
体
を
付
け
る
営
為
）
と
し
て
抑

下
す
る
。『
襟
帯
集
』
は
、「
起
ー
ー
ナ
ニ
セ
ウ
ソ
。
塔
カ
ツ
ク
リ
タ
ク
ハ
、
塔

ノ
ツ
ク
リ
ヤ
ウ
ヲ
云
ワ
イ
テ
、
ム
ツ
カ
シ
ウ
黄
金
充
国
ナ
ン
ト
ヽ
作
テ
、
コ
ヽ

ニ
忠
国
師
ノ
塔
カ
ア
ル
、
ナ
ン
ノ
カ
ノ
ト
云
テ
ハ
、
ナ
ニ
セ
ウ
ソ
ム
ツ
カ
シ
ウ

テ
ワ
ル
イ
ソ
」
と
注
す
る
。『
夾
山
鈔
』
も
「
第
三
ノ
之
句
、起
シレ
模
ヲ
画
ハ
様
ヲ
者
、

抑
二
下
ス
耽
源
ノ
語
ノ
叮
嚀
一ナ
ル
ヲ
也
」
と
見
え
る
。

（
14
）
又
湘
潭
ノ
山
⋮
⋮
句
カ
ツ
ヽ
カ
イ
テ
悪
イ
ソ
＝
Ａ
句
と
Ｄ
句
の
連
関
を
注

す
る
。 

湘
潭
の
山
は
大
山
で
高
く
聳
え
る
が
故
に
、
空
の
半
ば
を
覆
う
ほ
ど

で
あ
り
、（
平
地
の
）
夕
暮
れ
時
に
は
、
も
は
や
日
は
さ
さ
な
い
、
こ
れ
こ
そ

が
持
っ
て
回
ら
ぬ
、
そ
れ
其
侭
の
無
縫
塔
だ
、
の
意
。




